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PowerQuest®エンドユーザーライセンス契約書
重要：PowerQuest 社のソフトウェアを使用する前に以下をよくお読みください。

本ライセンス契約は、お客様 (「エンドユーザー」)とPowerQuest Corporation (「PowerQuest」)との間の契約書です。このソフト
ウェアを使用することにより、エンドユーザーは以下の条項を受け入れたことになります。本ライセンス契約において、「本ソフ
トウェア」という用語は、本ライセンス契約が同封されているCDまたはディスク媒体上に含まれているソフトウェアを意味し
ます。「本ソフトウェア」には、PowerQuest以外の者によって提供または供与されている別途ライセンスの対象となるソフトウェ
アは含まれません。また、本ライセンス契約はそうしたソフトウェアについてなんらの権利も供与するものではありません。

エンドユーザーがここに記載する条項に合意しない場合には、当該CDないしディスク媒体が含まれているソフトウェア・パッ
ケージ、ならびに、本製品のその他のコンポーネントを破棄するか、または、開封せずにそのまま購入場所まで返却しなければ
なりません。

1. 所有権

本ソフトウェアおよび付属書類は、PowerQuestまたはそのライセンサーの所有物であり、米国および日本の著作権法、商
標法、特許法およびトレードシークレットに関する法律、ならびに国際条約の諸規定によって保護されています。本ソフ
トウェアおよびその一切のコピー、修正、翻訳および組み込まれた部分の独占的な所有権は、つねにPowerQuestおよびそ
のライセンサーに帰属します。

2. ライセンスの許諾

PowerQuestはここに、エンドユーザーに対して、本ライセンス契約の条項に基づいて本ソフトウェアを使用する非独占的
かつ譲渡不能のライセンスを許諾します。本ソフトウェアを一時的にメモリにロードしたり、永続的にメモリにインストー
ルすると、本ソフトウェアをコンピュータ上で使用したものとみなされます。PowerQuest からの書面による許可を事前に
得ることなしに、本ライセンスを譲渡または移転することはできません。また、無許可で行われた譲渡は無効とみなされ
ます。

本ソフトウェアは、ライセンスを購入したコンピュータに対して、1コピーのみ使用できます。本ソフトウェアの認定コ
ピーは、エンドユーザーによって所有またはリースされた 1台のコンピュータ上でのみ使用できます。本ソフトウェアを
ネットワーク上で利用する場合でも、本ソフトウェアに対するアクセスは、特定の１台のコンピューターからしか行うこ
とができません。本ソフトウェアが特定の１台のコンピューターからすでにアクセスされている場合、追加のライセンス
を購入せずに、他のコンピューター上で本ソフトウェアを使用することはできません。本ソフトウェアのすべてのコピー
には、著作権、商標、および特許の通知が含まれていなければなりません。

本ライセンス契約は、エンドユーザーの一身専属的なもの (個人あるいは法人 )です。そのため、エンドユーザーは、本ラ
イセンス契約下の利益あるいは権利を、第三者に譲渡ないし移転してはならず、また、第三者の便宜やデータのために本
ライセンス契約を行使してはなりません。サービス代理店、システムインテグレータ、付加価値再販業者、あるいはそれ
以外のサービスプロバイダーである場合、および本ソフトウェアを顧客のコンピュータで使用する場合は、それぞれ適切
なライセンスを購入しなければなりません。

バックアップコピー：エンドユーザーは、本ライセンス契約のもとに認可されたコピーに加え、バックアップ用としての
み本ソフトウェアのコピーを1コピー作成することができます。

アップデートおよびサポート：エンドユーザーは、本ソフトウェアの付属書類に記載されたテクニカルサポートを受ける
ことができます。エンドユーザーは、随時公表されるPowerQuestの方針に従い、サイトライセンスによって本ソフトウェ
アのほかのユーザーに提供されるのと同様の条件で、ソフトウェアのアップデートを受け取ることができます。アップデー
トには、一般にwww.netjapan.co.jpで入手可能なパッチまたはPowerQuest によるバグの修正が含まれます。

期間：本ライセンス契約は、本ソフトウェアの購入日から有効となり、解約されるまで有効です。エンドユーザーは、本
ソフトウェア、付属書類、ならびに一切のコピーを破棄することにより、いつでも本ライセンス契約を解除できます。

3. 無許可の使用

本ライセンス契約で明示的に許可されている場合を除き、PowerQuest からの書面による明示的な許可を事前に得ることな
く、本ソフトウェアまたはその付属書類を電子的またはその他の手段で使用、コピー、修正、改変または転送することは
できません。また、本ソフトウェアを翻訳、リバース・プログラミング、ディスアセンブリング、逆コンパイル、および
リバース・エンジニアリングすることもできません。

4. 輸出規制

コンピューター・ソフトウェアの輸出および最終エンドユーザーに関してのアメリカ合衆国の条例による規制の下で、本
ソフトウェアの使用が許諾されています。エンドユーザは、1979年の輸出管理法に限らず、随時改訂され公表されている
アメリカ合衆国の関連条例および法規を、充分に遵守することに同意するものとします。

5. 米国政府による使用の制限

エンドユーザーが米国政府の省庁での使用を目的として本ソフトウェアを取得する場合は、以下の条項が適用されます：本
ソフトウェアは民間の費用のみで開発されたものであり、本ソフトウェアとその付属書類は制限付き権利を付して提供さ
れます。米国政府による本ソフトウェアの使用、複製、開示は、DFARS 252.227-7013 のテクニカルデータおよびコンピュー
タソフトウェアの権利に関する条項 (c)(1)(ii)、または48 CFR 52.227-19 の商用コンピュータソフトウェアの制限付き権利
に関する条項 (c)(1) および (2)のいずれかの既定により制限されます。契約業者 /製造元 PowerQuest Corporation/P.O. Box 
1911/Orem, UT 84059-1911/U.S.A.
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6. 限定的保証

(a)PowerQuestは、エンドユーザーに対して以下を保証します：(i)本ソフトウェア (第三者ソフトウェアを含まない )がほぼ
付属書類通りに作動すること、および、(ii)本ソフトウェアがディスク媒体上に適切に記録されていること。この限定的保
証は、購入の日から90日間有効です。PowerQuestは、本ソフトウェアと共に提供される第三者ソフトウェアについては保
証しませんが、PowerQuestは、その所有者ないしライセンサーによる保証をエンドユーザーに移行することに合意します。
(b)この限定的保証は、本ライセンス契約の条項や本ソフトウェアおよび付属書類上の指示に従わずに改変、損傷、乱用、
誤用ないし使用された本ソフトウェアには適用されません。(c)この限定的保証に基づくPowerQuestの責任およびエンド
ユーザーに対する唯一の救済は、本ソフトウェアの修復または交換、あるいは、本ソフトウェアの購入価格の返済に限定
されます。PowerQuestは、本ソフトウェアが、エンドユーザーの保管する領収書のコピーを添えて、保証期間内にPowerQuest
またはその代理店に返還されない限り、この限定的保証に基づく責任を負いません。本ソフトウェアの交換されたものに
ついては、当初の保証期間の残存期間または30日間のうち、いずれか長い期間につき保証されるものとします。(d)この保
証は、明示または暗黙を問わず、商品性、特定の用途への適合性、および第三者の権利侵害についての保証、または商慣
行や取引過程で発生する保証を含むがそれに限定されない、本ライセンス契約中に明記されていないその他一切の保証に
代わるとともに、それらを排除するものです。(e) この保証はエンドユーザーに特定の法的権利を与えます。エンドユーザー
は、居住地域によって異なるほかの権利を与えられる場合もあります。(f)エンドユーザがユーザ登録を怠った場合、
PowerQuestはソフトウェアのアップデートサービスを行うことができず、エンドユーザは実行とその結果に一切の責任を
負うことになります。

7. 責任の制限

いかなる場合においても、本ソフトウェアに関するPowerQuestの責任は、本ソフトウェアに対してエンドユーザーが実際に
支払ったライセンス料の範囲に限定されます。限定的保証で既定される条件下での購入価格の返済を除き、PowerQuestまた
はその供給者は、いかなる場合においても、本ソフトウェアの使用または使用不能に関連して生じた直接的損害、間接的損
害、特別損害、付随的損害、結果的損害、および業務上の利益の喪失、業務の中断による損失、業務情報の喪失、またはそ
の他の金銭的損失を含むがそれに限定されない損害について、たとえかかる損害の発生の可能性を知らされていた場合で
あっても、(契約よると、不法行為によると、保証によると、またはその他一切の法律上の根拠によるとに関わらず )一切の
責任を負いません。居住する地域によっては、付随的損害または結果的損害に対する責任の除外または制限が認められず、
上記の制限が適用されない場合があります。

8. 権利の放棄

本ライセンス契約のいずれかの当事者による、特定の状況下での本ライセンス契約の特定の部分の不履行は、本ライセン
ス契約で権利の放棄とはみなされません。当該当事者は、その状況下で本契約の残りの部分を実行することができ、また
他の状況下で本契約のすべてまたは一部を実行することができます。

9. 完全な合意

本ライセンス契約は、本ライセンス契約の主題に関して、エンドユーザーとPowerQuestとの間の完全な合意を構成します。
本ライセンス契約はユタ州法を準拠法とします。本ライセンス契約に関連して発生する訴訟はすべて、ユタ州に所在する
州裁判所または連邦裁判所においてのみ訴追されます。本契約の一部が無効とされた場合でも、本契約の残りの部分は有
効で拘束力を持ち、強制可能です。

エンドユーザーが本契約について質問がある場合、または、エンドユーザーがなんらかの理由によりPowerQuest、または、
PowerQuestの日本総代理店である (株 )ネットジャパンに連絡をとる場合には、下記までご連絡ください。
PowerQuest Corporation/1359 North Research Way, Building K/Orem UT 84097 U.S.A.
株式会社ネットジャパン /〒101-0032東京都千代田区岩本町2-18-3 NBS岩本町ビルディング
Copyright © 1994-2001, PowerQuest Corporation.All rights reserved.

本ソフトウェアは米国特許法をはじめ、米国ならびにその他の地域で懸案中の特許法によって保護される可能性があります。
PowerQuest は PowerQuest Corporation の登録商標です。
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序章

PartitionMagicとは何か?
PartitionMagic®を使用すると、データファイル、アプリケーション、オペレーティングシ
ステムなどの重要な情報を格納するためのハードディスク上のパーティションをすばやく
簡単に作成できます。情報を別のパーティションに格納することで、データの整理や保護
が容易になり、ディスク領域の無駄を省くことができます。

PartitionMagicを使用すると、物理的に他のファイルから隔離することでデータを保護する
ことができます。パーティションを分けると、バックアップも容易になります。

PartitionMagicを使用すると、1つのコンピュータ上で複数のオペレーティングシステムを
安全に実行できます。PartitionMagicにはBootMagicが付属しています。BootMagicはパワ
フルなブートマネージャであり、新しいオペレーティングシステムを安全にインストール
するのに役立ちます。また、コンピュータの起動時に使用するオペレーティングシステム
を選択できるようになります。

FATファイルシステムの制限により、ハードディスク領域の約40%は無駄に使用されてい
ます。PartitionMagicでは、より効率的なパーティションサイズを使用することで、浪費さ
れている領域をすばやく安全に回復します。PartitionMagicでは、FATパーティションと
FAT32パーティションとの間でファイルシステムを変換することができます。

パワフルなパーティション作成機能に加え、PartitionMagicには各種のオプションが用意さ
れています。たとえばパーティションの操作を行った際に、変更された内容をシステムに
適用する前に表示することができます。また、ハードディスクジオメトリやハードウェア
システムに関する総合的な情報を表示したり、ルートディレクトリ (FATおよびFAT32)を
サイズ変更してロングファイルネームのための領域を確保することもできます。

新機能

PowerQuest PartitionMagic 7.0では、次の機能が追加されています。 

� NTFSパーティションを結合する機能 
� パフォーマンスの強化

� ハードディスクの最大80GBまでのサポート
� 緊急用ディスクによるパーティションの復元

� [Windows上のデフラグを実行 ]との統合
� パーティションの分割機能がサブディレクトリに対応

� 外部USBハードディスクのサポート
PowerQuest PartitionMagic 1
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電子版ユーザーガイドの利用

このユーザーガイドでは、PowerQuest PartitionMagicのセットアップ方法と使用方法につ
いて説明します。 

PartitionMagic CDのDocsフォルダには、検索可能なPDF版の本マニュアルが納められて
います。ファイル名はPM7.PDFです。最高の表示品質でご覧いただくためには、Adobe®

Acrobat®バージョン4.0以降のご使用をお奨めします。Acrobatの最新バージョンについて
は、AdobeのWebサイト (www.adobe.comまたはwww.adobe.co.jp)より無料でダウンロー
ドできます。PDF版のマニュアルでは、相互参照 (目次と索引のページ番号など )をクリッ
クすると、関連項目にジャンプできます。また、Webサイトへの参照をクリックすると、
ブラウザが起動されWebサイトに移動します。Acrobatでは、ほかの項目にリンクしてい
るテキスト部分に手の形のポインタを置くと、指を指す形のポインタに変わります。
序章
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第 章1

はじめに

この章で説明する内容は次のとおりです。

� PartitionMagicのシステム可動条件

� Windows上でPartitionMagicをインストールする

� 緊急用ディスクの作成

� PartitionMagicを実行する前に

� PartitionMagicの実行

� PartitionMagicのパスワードの設定

� PartitionMagic Proのみが提供する機能

� PartitionMagicのアンインストール
3
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PartitionMagicのシステム可動条件
PartitionMagic for Windowsには、54MB以上のハードディスク領域、CD-ROMドライブ
(任意の速度 )、3.5インチフロッピードライブ、そして次に示すプロセッサおよびメモリ要
件が必要です。

PartitionMagic Proは、RAIDレベル0 (ディスクストライピング )とRAIDレベル5 (パリ
ティ付きストライピング )をサポートします。

PartitionMagicの緊急用ディスク版には、486DX/33MHz以上のプロセッサ、8MBのRAM
(NTFSパーティションには16MB、FAT32パーティションには32MBを推奨します。一部
の大規模パーティションには最大64MBが必要になることがあります )、および3.5インチ
フロッピーディスクドライブが必要です。

Windows上でPartitionMagicをインストールする
重要： PartitionMagicは、ネットワークドライブではなくローカルドライブにインストー

ルする必要があります。

1. CD-ROMドライブにPartitionMagic CDを挿入します。

2. インストールプログラムが自動的に起動されない場合は、Windowsのタスクバーから
[スタート ]→ [ファイル名を指定して実行 ]をクリックします。

3.「drive:¥AUTORUN」と入力します。ここでdrive は、CD-ROMドライブのドライ
ブレターです。

4. [インストール ]をクリックし、画面に表示されるインストール指示に従います。

インストール中にPartitionMagicのライセンス契約がハードディスクにコピーされます。コ
ピー先のデフォルトのパスとファイル名は、C:¥Program Files¥PowerQuest¥PartitionMagic
[Pro] 7.0¥License.txtです。

オペレーティングシステム 最小RAM 最小プロセッサ

Windows 95/98 32MB 486または互換

Windows Me 32MB Pentium/150MHzまたは互換

Windows NT 4.0 Workstation
(SP4を適用 )

32MB 486/33または互換

Windows 2000 Professional 64MB Pentium/133MHzまたは互換

Windows XP 64MB Pentium/233MHzまたは互換
第1章 : はじめに



緊急用ディスクの作成

DOS、Windows 3.x、またはLinuxマシンからPartitionMagicを実行するための緊急用ディ
スクを、PartitionMagic CDから作成できます。また、Windows上で緊急用ディスクを作成
することもできます。

緊急用ディスクは次のような場合に役に立ちます。

� PartitionMagicを実行したいが、PartitionMagicのWindows版がサポートしているオペ
レーティングシステムを持っていない場合。

� PartitionMagicがインストールされたパーティションを非表示にしているときに、
PartitionMagicを実行してそのパーティションを表示する必要がある場合。

� 誤ってパーティションをFAT32に変換してしまい、オペレーティングシステムが
FAT32をサポートしていないためにコンピュータが起動しない場合。緊急用ディスク
を使えば、パーティションをFATに戻すことができます。

� CDまたはハードドライブ上のPartitionMagicにアクセスできないときにPartitionMagic
を実行する必要が生じた場合。

この手順を開始する前に、1.44MBの空のフロッピーディスクを3枚用意してください。

1. 緊急用ディスクは3とおりの方法で作成できます。

2. 初期化済みの空の 1.44MBディスクを 3.5インチディスクドライブに挿入し、[OK]を
クリックします。

3. ウィンドウの下部にあるプログレスバーに表示される指示に従います。

どこから作成するか 操作手順

PartitionMagic CD 
(Windowsを持ってい
ない場合に便利です )

1a. PartitionMagic CDのDOS-OS2フォルダを開きます。

1b. 「MAKEDISK A:」と入力します。ここでA:はフロッ
ピーディスクドライブのドライブレターです。 

この操作により、DOS版のPartitionMagicをハードディス
クにインストールすることができます。ハードディスクへ
インストールすると、PartitionMagicのファイル (システム
ファイルを除く )はディスクのルートにあるPQMAGIC
ディレクトリにインストールされます。フロッピーディス
クは必要なくなります。

PartitionMagicの
メインウィンドウ

メニューバーから [ツール ]→ [緊急ディスクの作成 ]をク
リックします。

Windows [スタート]→[プログラム]→[PowerQuest PartitionMagic
7.0]→ [緊急用ディスクの作成 ]をクリックします。
PowerQuest PartitionMagic 5
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緊急用ディスクには、以下のファイルが含まれます。

日本語版の緊急用ディスクを作成する場合は、3枚目のディスクにフォントとPQPB.RTC
ファイルが格納されます。

PartitionMagicを実行する前に
PartitionMagicを実行する前に、ハードディスクをバックアップすることをお勧めします。
PartitionMagicは十分なテストを行って安全性と信頼性を確認していますが、それ以外の要
因 (たとえば停電、オペレーティングシステムのバグ、ハードウェア障害 )でデータの安全
性が損なわれるおそれがあります。ハードディスクに大きな変更を加えるユーティリティ
を使用する前に、データをバックアップしてください。

PartitionMagicは、ウィルス検出ソフトウェアやGoBack®のようなバックアップソフト
ウェアなど、ほかの低レベルのディスクユーティリティが動作している間は実行できませ
ん。PartitionMagicを起動する前にそのようなユーティリティをすべて終了してください。

PartitionMagicを実行する前にディスクのチェックを実行することをお奨めします。これを
実行すれば、問題を避けることに役立ちます。

実行するバージョンのPartitionMagicが動作中のオペレーティングシステム (と可能なら
Service Pack)でサポートされていることを確認してください。  4ページの「PartitionMagic
のシステム可動条件」を参照してください。

PartitionMagic 7.0ディスク1 PartitionMagic 7.0ディスク2

� Autoexe2.bat
� Autoexec.bat
� Command.com
� Ega.cpi
� Keyb.com
� Mode.com
� Partinfo.exe (ユーティリティプログラム)
� PTEDIT (ユーティリティプログラム )
� その他のシステム (.SYS)ファイル
� MSCDEX.exe (Windows 9x/Meのみ )
� NWCDEX.exe (Windows NT/2000/XP
のみ )

� Fdisk.com (Windows NT/2000/XPのみ )

� Autoexec.bat
� Command.com
� Mouse.com
� PMHelp.dat (ヘルプファイル )
� PQMagic.exe
� PQMagic.ovl
� PQMagic.pqg
� PQPB.rtc
� Rescue.txt
� zAbout.pqg
� Boot.ini (Windows NT/2000/XPのみ)
第1章 : はじめに



PartitionMagicの実行
重要： PartitionMagic は圧縮されていないローカルドライブから起動する必要がありま

す。PartitionMagicをネットワークドライブから起動することはできません。

PartitionMagicは、Windows 95、Windows 98、Windows Me、Windows NT 4.0 Workstation、
またはWindows 2000 Professional上で起動できます。その他のオペレーティングシステム
上では、緊急用ディスクからPartitionMagicを起動しなければなりません。

緊急用ディスクによるPartitionMagicの起動
1枚目の緊急用ディスクからコンピュータを起動すると、PQMAGICが自動的に実行され
ます。指示があれば、2枚目の緊急用ディスクを挿入します。 

緊急用ディスクの作成は、緊急用ディスクを作成するのに役立つウィザードです。このディ
スクは、コンピュータを起動してDOS用のPartitionMagic (PQMAGIC)を実行するために
使用されます。 

準備

緊急用ディスクからPartitionMagicを起動する前に、次の点を確認してください。

� サードパーティのディスクキャッシュは使用しないでください。
� 変更するパーティションにアクセスしたり変更を加えたりするTSR (終了後常駐)プロ
グラムは無効にするかアンロードしてください。

ハイバネーション状態にあるWindows 2000 Professional、Windows XP Professional、また
はWindows Meマシン上でPartitionMagicを起動することはできません。緊急用ディスク
またはWindows用PartitionMagic を使用するには、Windows 2000、Windows XP、または
Windows Meを正常にシャットダウンしておく必要があります。

実行場所 操作手順

Windowsの [スタート ]
メニュー

[スタート ]→ [プログラム ]→ [PowerQuest PartitionMagic
7.0]→ [PartitionMagic 7.0]をクリックします。

Windowsエクスプローラ Windowsで [スタート ]→ [プログラム ]→ [エクスプローラ ]
をクリックします。次に、任意のドライブオブジェクトを
右クリックし、[PartitionMagic 7.0]をクリックします。

マイコンピュータ [マイコンピュータ ]アイコンを右クリックし、
[PartitionMagic 7.0]をクリックします。
PowerQuest PartitionMagic 7
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緊急用ディスクの制約

緊急用ディスクからPartitionMagicを起動する場合は、以下の機能は使用できません。

� リモートエージェント (回線接続 ) (Pro版のみ )
� パーティションの分割

� パーティションの完全消去

� 最後の変更を元に戻す

� ウィザード

起動シーケンスにネットワーク、SCSI、CD-ROMドライバなどを追加することにより1枚
目の緊急用ディスクの容量が足りなくなる場合は、chkdsk.com、fdisk.exe、ptedit.exe、お
よびpartinfo.exeをディスクから削除できます。これらのファイルはこの順番で削除し、追
加ファイルを収めるのに必要な領域だけを確保することをお奨めします。これらのファイ
ルはPartitionMagic CDの [UTILITY]フォルダに含まれており、後で必要になればそこから
読み込むことが可能です。

国際キーボードまたは国際文字セットを使用している場合は、緊急用ディスクの
AUTOEXE2.BATおよびCONFIG.SYSファイルを変更する必要があります。

PartitionMagicの緊急用ディスクを使用してNTFSパーティションを診断すると、通常より
大幅に時間がかかる場合があります。PartitionMagicでは、移動、コピー、およびサイズ変
更の操作の前後に診断を実行するため、PartitionMagicの緊急ディスク版でこれらの操作を
実行すると、Windows版を使用する場合より処理速度が低下する可能性があります。

コマンドラインスイッチ

次のコマンドラインオプションは、特に断りがない限り、Windows版とDOS (緊急用ディ
スク )版のPartitionMagicでサポートされます。複数のオプションを指定する場合、その順
序は重要ではありません。

PartitionMagic Proが提供する追加のコマンドラインスイッチの一覧については、93ページ
の「コマンドラインスイッチ」を参照してください。

スイッチ 説明

/? 実行するバージョンのPartitionMagicで使用するすべてのコマンドライ
ンオプションスイッチを表示します。

/CAS パーティション内のすべてのセクタをコピーします。

/CBS すべての不良セクタを診断します。

/CEC 拡張シリンダを診断します。

/DBG デバッグメッセージを有効にします。

/IFC ファイルシステムの診断を無視します。
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/I24 1024シリンダ境界を無視します。

/MUP 不明な種類のパーティションを移動できます。

/NBS 不良セクタの診断を無効にします。PartitionMagic Proでは、Set Default 
Bad Sector Test Stateコマンドが同じ機能を実行します。

/NRB PartitionMagicに対して、プログラムの終了後に再起動しないように指
示します。

/NSS スプラッシュ画面を表示しません。

/PQB バッチファイルを強制的に指定した場所にします。起動モードでいくつ
かの操作を実行する必要があるとき、PartitionMagicではバッチファイ
ルを作成します。

構文：PQMAGIC /PQB=C:¥

ここで、C:はバッチファイルを保存する場所です。 

/RAV PartitionMagicに対して、ディスクへの書き込み内容をすべて読み込ん
で検証するように伝えます。このオプションを有効にすると処理時間が
長くかかりますが、処理操作結果は正確です。

/UVM PartitionMagicに対して、仮想メモリを使用するように伝えます。

/WFS すべてのパーティションの削除後に最初のセクタの内容を消去します。

スイッチ 説明
PowerQuest PartitionMagic 9
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PartitionMagicのパスワードの設定
PartitionMagic for Windowsが起動する前に入力するパスワードを割り当てることができ
ます。

1. [一般 ]→ [パスワードの設定 ]をクリックします。
[パスワードの設定 ]ダイアログボックスが表示されます。

2. 新しいパスワードを入力して、Tab キーを押します。

3. 確認のためにパスワードをもう一度入力して、Tab キーを押します。

4. (必要に応じて )ヒントを追加します。

5. [OK]をクリックします。

パスワードの入力

PartitionMagicを起動したときに、パスワードが割り当てられていると、[パスワードの
入力 ]ダイアログボックスが表示されます。

1. PartitionMagicに割り当てられているパスワードを入力します。

パスワードを忘れたときは、[ヒント ]をクリックすると手がかりが表示されます。

2. [OK]をクリックします。
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パスワードの変更

1. [一般 ]→ [最後の変更を元に戻す ]をクリックします。

2. 変更前のパスワードを入力して、Tab キーを押します。

3. 新しいパスワードを入力して、Tab キーを押します。

パスワード保護を解除するためには、新しいパスワードのフィールドを空白のままに
しておきます。

4. 確認のためにパスワードをもう一度入力して、Tab キーを押します。

5. (必要に応じて )ヒントを変更します。

6. [OK]をクリックします。

PartitionMagic Proのみが提供する機能
PartitionMagic Proでは、PartitionMagicの市販版が提供する機能のほかに次の機能があり
ます。PartitionMagicの市販版を使用している場合は、PartitionMagic Proの専用機能に関
する記述は無視する必要があります。

� スクリプト処理 (Pro版のみ )
� 回線接続 (リモートエージェント、Boot Disk Builderなど )

PartitionMagicのアンインストール
1. Windowsのタスクバーから [スタート ]→ [設定 ]→ [コントロールパネル ]をクリック
します。 

2. [アプリケーションの追加と削除 ]をダブルクリックして、[PartitionMagic 7.0]を選択
します。

3. [追加と削除 ]をクリックします。
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第 章2

PartitionMagicの基本事項
この章で説明する内容は次のとおりです。

� PartitionMagicのメインウィンドウ

� 緊急用ディスクのメインウィンドウ

� 手順の概要

� ハードディスクの選択

� パーティションの選択

� 操作項目の選択

� 操作を元に戻す

� 未実行の操作の表示

� システムへの変更設定の適用

� サポートされるファイルシステム

� PartitionMagicのプログラム設定項目の変更

� ハードドライブのデフラグの実行

� ヘルプの表示
13
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PartitionMagicのメインウィンドウ
メインウィンドウには、コンピュータ上のディスクがエクスプローラ型のツリービューに
表示されます。また、各ディスクのマップ、および選択されたディスクのパーティション
のリストも表示されます。

画面の上部にはメニューバーとツールバーが表示されます。メニューバーを使用して、
PartitionMagicのすべての機能にアクセスできます。メニューコマンドを選択すると、画面
下部のステータスバーにそのコマンドの機能が表示されます。ツールバーを使用すれば、
頻繁に使用するオプション機能にすばやくアクセスできます。ツールバーのボタンにポイ
ンタを置くと、そのボタンの機能がステータスバーに表示されます。

[表示 ]メニューのコマンドをクリックすることにより、ツールバー、ツリービュー、ウィ
ザードボタン、凡例の表示 /非表示、およびディスクマップの拡大縮小を、切り替えるこ
とができます。

PartitionMagicを緊急用ディスクから起動した場合には、メインウィンドウの外観が異なり
ます。  16ページの「緊急用ディスクのメインウィンドウ」を参照してください。

パーティション情報

パーティション情報の領域には、選択したハードディスクのパーティションに関する情報
が表示されます。この領域は、情報をグラフィカルに表示するディスクマップと、パーティ
ション情報をテキストで表示するパーティションリストの2つの領域から構成されます。 

メニューバー

ツールバー

ツリービュー

ディスクマップ
(スクロールして
すべてのディス
クを表示可能 )

パーティション
リスト

ウィザード

ステータスバー
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ディスクマップ

ディスクマップでは、パーティションをほぼ一定の比率で拡大または縮小表示し、空き領
域 (パーティションに割り当てられていない領域 )も表示します。[表示 ]→ [ディスクマッ
プの拡大縮小 ]をクリックすれば、ディスクを拡大または縮小表示することもできます。各
パーティションは、使用しているファイルシステムによって色分けされています。選択し
たハードディスクに論理パーティションがある場合は、拡張パーティション内に論理パー
ティションが表示されます。

各パーティションはファイルシステム別に色分けされ、パーティション内の使用済み領域
および未使用領域も色分けされています。白色 (未フォーマット )または黄色 (不明 )のパー
ティションに対しては、操作が制限されています。PartitionMagicウィンドウの下部にある
ステータスバーのすぐ上に、凡例が表示されます。この凡例で、ツリービュー、ディスク
マップ、パーティションリストで使用されている各種の色について理解できます。凡例は
表示または非表示にもできます。凡例を非表示にすると、パーティション情報の表示領域
が広くなります。

2GB起動領界および1024シリンダ制限をマークする三角形のインジケータがあります。領
界マーカーは、誤って基本パーティションを起動不可能にすることのないように、パーティ
ションを作成、移動、またはサイズ変更するときに役に立ちます。起動領界の詳細につい
ては、PartitionMagicオンラインヘルプの「BIOSの1024シリンダ制限について」および
「2GB起動領界について」を参照してください。

パーティションリスト

パーティションリストは、各パーティションの以下の情報を表示します。ドライブレター、
ボリュームラベル、ファイルシステムの種類、サイズ、使用領域と未使用領域の値 (メガ
バイト )、ステータス、パーティションが基本パーティションであるか論理パーティション
であるか。

基本パーティションのドライブレターは、左寄せで表示され、その後にコロンとボリュー
ム名が示されます。論理パーティションのドライブレターとボリュームラベルはインデン
トされて表示されます。以下のパーティションについては、ドライブレターとしてアスタ
リスク (*)が表示されます。

� 非表示のパーティション
� 拡張パーティション

� アクティブなオペレーティングシステムによってサポートされていないファイルシス

テムのパーティション
� 空き領域
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パーティションには、以下のパーティション状況が定義されています。

� アクティブ：コンピュータの起動に使用されるパーティション

� 非表示：ドライブレターを持たないパーティション。パーティションは、オペレーティ
ングシステム、またはPartitionMagicを使って非表示にすることができます。
オペレーティングシステムを使用した場合は、アクティブパーティションを
除くすべての基本パーティションが非表示になります。Windows 2000/XP 
Professional上では、非表示パーティションがドライブレターを持つことがで
きます。

� なし：アクティブでも非表示でもないパーティション

ウィザード

いくつかの一般的なパーティション操作をすばやく簡単に行えるようにするために、
PartitionMagicには次のウィザードが用意されています。

� 新規パーティションの作成
� 空き領域の再配置

� パーティションのサイズ変更

� パーティションの結合

� パーティションのコピー

ウィザードを起動するには、ウィザードのアイコンをクリックするか、[ウィザード ]メ
ニューのコマンドを選択します。ウィザードの使用法の詳細については、82ページの「概
要」を参照してください。 

緊急用ディスクからPartitionMagicを実行した場合は、ウィザードを使用できません。

緊急用ディスクのメインウィンドウ

PartitionMagicを緊急用ディスクから起動したときに表示されるメイン画面は、Windows
から起動したときとは異なります。

� メニューバー ― PartitionMagicのすべての機能にアクセスできます。

� ツールバー ― 頻繁に使用するオプション機能にすばやくアクセスでき、どのディス
ク上で操作したいかを選択できます。

� パーティション情報 ― ディスク上のパーティションがグラフとテキストの両方で表
示されます。

� ステータスバー ― 保留中の処理数と、現在選択されているオプション機能の概略が
表示されます。
第2章 : PartitionMagicの基本事項



手順の概要

作業を実行する場合は、次の一般的な手順に従います。

1. ハードディスクおよびパーティションを選択します。
ハードディスクおよびパーティションを選択する手順については、この章で説明して
います。PartitionMagicで操作を行うときには、まずこの手順を実行しなければなり
ません。

2. 操作を選択し、実行したい変更内容に関する詳しい情報を入力します。

3. システムに変更を適用します。

ウィザードを使用して行える作業もあります。ウィザードの詳細については、82ページの
「概要」を参照してください。

メニューバー

ツールバー

ディスクマップ

ステータスバー

パーティション
リスト
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ハードディスクの選択

ハードディスクを選択するには3つの方法があります。

� メインウィンドウの左側にあるツリービューで、ディスクのアイコンをクリックし
ます。

� ディスクマップで、ディスクのタイトルバーをクリックします。コンピュータに複
数のハードディスクがある場合は、必要に応じてディスクマップ領域をスクロール
します。

� [ディスク ]メニューからディスクを選択します。

ディスクを選択すると、そのディスク上のパーティションがメインウィンドウのパーティ
ションリストに表示されます。

PartitionMagicは、Windowsで外部USBハードドライブをサポートします。

リムーバブルメディアでのPartitionMagicの使用
PartitionMagicは、リムーバブルディスクでの使用を考慮していません。ネットジャパン
テクニカルサポートでは、リムーバブルメディアにパーティション操作を行ったときに発
生した問題に対しては、その解決策を提供していません。

Windows 2000ディスク
Windows 2000では、基本ディスクとダイナミックディスクを使用します。ダイナミック
ディスクに対しては、PartitionMagicを実行することはできません。

パーティションの選択 
パーティションを選択するには3つの方法があります。

� メインウィンドウの左側にあるツリービューで、パーティションをクリックします。
ツリービューが表示されていない場合は、[表示 ]→ [ツリービュー]をクリックします。

� ディスクマップ上でパーティションをクリックします。コンピュータに複数のハード
ディスクがある場合は、必要に応じてディスクマップ領域をスクロールします。

� パーティションリストでパーティションをクリックします。

選択されたパーティションはパーティションリスト上で強調表示されます。 

(PartitionMagic Proのみ )リモートエージェントが動作している場合は、リモートマシン上
のパーティションを選択できます。 85ページの「PartitionMagic Proの機能」を参照してく
ださい。
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操作項目の選択

ディスクとパーティションを選択した後、ツールバー、コンテキストメニュー、メニュー
バー、またはキーボードを使用して操作項目を選択できます。選択したパーティションに
対して操作を実行できない場合は、その操作項目は使用不可能になります (メニュー項目
が淡色表示になります )。

� ツールバーのいずれかの操作項目ボタンをクリックします。 

ツールバーのボタンにポインタを移動すると、ボタンの機能を説明するポップアップ
ウィンドウが表示されます。

� ディスクマップまたはパーティションリストで、変更するパーティションを右クリッ
クし、表示されたコンテキストメニュー上の操作項目をクリックします。

� メニューバーで、[操作 ]をクリックし、目的の操作項目を選択します。 
� Alt+Oを押し、目的の操作項目のショートカット文字 (下線付きの文字 )を入力します。

[操作 ]メニューの項目については、本書の第3章、第4章、および第5章を参照してください。

操作を元に戻す

最後に行った操作を元に戻すには、3つの方法があります。

� ツールバーの をクリックします。

� [一般 ]→ [最後の変更を元に戻す ]をクリックします。
� Ctrl+Zを押します。

ウィザードを使用して操作を行った場合は、[最後の変更を元に戻す ]を選択すると、ウィ
ザードが実行したすべての変更が元に戻ります。

実行したすべての変更を破棄して最初からやり直す場合は、[一般 ]→ [すべての変更の破
棄 ]をクリックするか、Ctrl+Dを押します。 
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未実行の操作の表示

PartitionMagicに対する操作は、ユーザーが適用するまでキューに保持されています。未実
行の操作は、いつでも表示することができます。

1. [表示 ]→ [未実行操作の表示 ]をクリックします。
[現時点で未実行の操作 ]ダイアログボックスボックスが表示されます。

未実行の操作のリストから、最後の変更を元に戻したり、すべての変更を破棄したり、
すべての変更を適用したり、ウィンドウを閉じたりできます。

PartitionMagicを緊急用ディスクから実行している場合は、このウィンドウから未実行
の操作に変更を加えることはできません。

システムへの変更設定の適用

[操作 ]メニューを使用してタスクを実行すると、変更した内容がディスクマップとパー
ティションリストに反映されます。ただし、変更を実際に適用するまでシステムには反映
されません。いくつかの操作を行ってすべての変更内容を一度に適用することができます。

設定が変更されただけでシステムには反映されていない場合は、メインウィンドウの右下
隅のステータスボックスに処理が待機中であることが表示されます。ウィザードアイコン
が表示されていて未実行の操作がある場合、[変更の適用 ]アイコンと [最後の変更を元に
戻す ]アイコンがウィンドウの下部に表示されます。
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システムに変更を加えるには、[一般 ]→ [変更の適用 ]をクリックするか、またはツール

バーの をクリックします。ウィザードアイコンが表示されている場合は、ウィンドウ

の下部の [変更の適用 ]アイコンをクリックすることもできます。開いているファイルがあ
ると、PartitionMagicは場合により、コンピュータを再起動して起動モードで変更を適用す
る必要があります。

[変更の適用 ]→ [初期起動 ]をクリックすると、適用される操作のリストを表示できます。

変更を破棄して最初からやり直す場合は、[一般 ]→ [すべての変更の破棄 ]をクリックしま
す。一部のパーティションは削除しても元に戻すことができますが、それ以外の変更は、
一度適用すると元に戻せません。

サポートされるファイルシステム

PartitionMagicでは、次のパーティション種別を作成、変更できます。変更を加える前に、
パーティション種別とマシン上のオペレーティングシステムがPartitionMagicでサポート
されていることを確認します。

パーティション
種別

説明

拡張 1台のディスクに作成できるパーティションの最大数は4つですが、
拡張パーティションでは4つ以上のパーティションを作成すること
ができます。拡張パーティション内に論理パーティションを作成し、
ディスク領域をさらに分割して格納することができます。拡張パー
ティションに直接データを保存することはできません。データを格
納するには、拡張パーティションの内部に論理パーティションを作
成する必要があります。

拡張X 拡張Xパーティションの機能は拡張パーティションと似ています
が、ドライブの最初の1024シリンダの制限がありません。ただし一
部のオペレーティングシステムでは、認識されません。

2.2以前のLinuxカーネルでは、拡張Xパーティションをサポートし
ていません。

FAT ファイルアロケーションテーブル (FAT)とクラスタを使用します。
FATファイルシステムはDOS、Windows 3.x、およびほとんどの
Windows 95で使用されています。FATパーティションには、新型の
オペレーティングシステムのいずれからもアクセスできます。

FAT16x FAT16xは、Microsoft社によって開発された独自のファイルシステ
ムであり、1024シリンダの制限を超えて、最大8GBまでのFATパー
ティションを作成することができます。
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FAT32 FAT32はFATファイルシステムの拡張版です。FATシステムでは
ファイルアロケーションテーブルに16ビットエントリが使用され
ますが、FAT32では32ビットエントリが使用されます。このため、
サイズの大きいディスクやパーティション (最大2テラバイト )に対
応できます。FAT32パーティションの最小サイズは256MBです。

FAT32パーティションにアクセスできるのは、Windows 95 OSR2 
(バージョン4.00.950B以降 )、Windows 98、Windows Me、および
Windows 2000のみです。DOS、Windows 3.x、Windows NT 3.51/4.0、
および古いバージョンのWindows 95では、FAT32が認識されない
ので、FAT32 パーティション上のファイルは使用できません。

FAT32x FAT32xは、Microsoft社によって開発された独自のファイルシステ
ムであり、1024シリンダの制限を超えて、FAT32パーティションを
作成することができます。Windows 95 OSR2とそれ以降のバージョ
ンのWindowsは、FAT32xパーティションを使用できます。

Linux Ext2 Linux Ext2ファイルシステムにアクセスできるのは、UNIXのフリー
ウェアバージョンであるLinuxのみです。このファイルシステムで
は、最大4テラバイトまでのパーティションがサポートされます。 

Linux Swap 
(Linuxスワップ)

Linuxスワップファイルを格納します。使用可能なLinuxスワップ
ファイルの最大値は128MBです。ただし、バージョン2.2.x以降の
Linux Kernalを使用している場合は、この制限は適用されません。
ハードディスクの物理ジオメトリにより、Linuxのスワップパーティ
ションを作成するときに表示されるデフォルトサイズが、やや大き
い値を示す場合があります。

NTFS ニューテクノロジーファイルシステム (NTFS)にアクセスできるの
は、Windows NTおよびWindows 2000のみです。NTFSはシステム
構造に大きな領域を使用するため、400MB未満のディスク上では使
用しないでください。

未フォーマット Unformatted (未フォーマット )パーティションではディスク領域は
確保されますが、ファイル構造は作成されていません。

空き領域 空き領域とは、現在どのパーティションにも割り当てられていない
ハードディスク領域のことです。

パーティション
種別

説明
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PartitionMagicのプログラム設定項目の変更
1. メインウィンドウで、[一般 ]→ [環境設定 ]をクリックします。
有効な設定項目の横にはチェックマークが表示されます。

2. チェックボックスをクリックして設定項目の有効 /無効を切り替え、[OK]をクリック
します。

Windows NT/2000/XP用64K FATクラスタを使用可能する
この設定を有効にすると、64KBのクラスタでFATパーティションを作成し、PartitionMagic
で最大4GBのFATパーティションを作成できるようになります。

重要： DOS、Windows 3.x、Windows 95、Windows 98、およびWindows Meでは、32K
を超えるクラスタサイズをサポートしていないため、これらのオペレーティング
システムでは64Kクラスタのパーティションにアクセスできません。64Kパー
ティションは、Windows NT/2000/XPだけで使用できます。複数のオペレーティ
ングシステムを使用している場合、PowerQuestでは64Kクラスタの使用はお奨め
しません。

有効な場合、[パーティションのサイズ変更 /移動 ]ダイアログボックスと [クラスタサイズ
の変更 ]ダイアログボックスで、64KBのクラスタサイズが選択できます。

FAT上のOS/2 EAエラーを無視する
この設定項目は、PartitionMagicがFATパーティションを診断するときにOS/2の拡張属性
エラーを無視するかどうかを指定します。

警告： OS/2を使用している場合は、この設定を有効にしないでください。問題が検出さ
れないためにデータが失われる可能性があります。

現在のオペレー

ティングシステ

ムがFAT32パー
ティションをサ

ポートしている

かどうかを示し

ます。
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不良セクタ診断を省略する

PartitionMagicでは、パーティションの変更時に、ハードディスク上に不良セクタがないか
どうかを詳しく検査します。ただし、拡張 IDEやSCSIなど、新しいタイプのハードディ
スクでは、不良セクタは内部的に処理されるため、このような検査は必要ありません。こ
のため、PartitionMagicでは、[不良セクタ診断を省略する ]でこれらの検査を省略できるよ
うになっています。この設定が有効な場合、[サイズ変更 /移動 ]、[作成 ]、[コピー ]、
[フォーマット ]などの処理速度が速くなります。

警告： 不良セクタの診断を省略しているときにハードディスクに不良セクタがあると、
データが失われる場合があります。

不良セクタの診断はデフォルトでオンになっています。この設定は、各ハードディスクに
対して個別に設定できます。古いディスクと新しいディスクを併用している場合、古いディ
スクに対して診断を実行し、新しいディスクでは診断を省略することもできます。ディス
クの横に表示されているチェックマークは、このディスクに対する診断が省略されること
を表します。 

ハードディスクの保護設定をする

この設定では、PartitionMagicによって変更されないようにハードディスクを保護すること
ができます。この設定は、各ハードディスクに対して個別に設定できます。

この設定の適用方法にはいつくかの例外があります。

� ディスクに起動パーティションがある場合、Windows NTの起動初期設定 (BOOT.INI)
ファイルなどのいくつかのファイルが変更されます。

� 自動的にDriveMapperを実行するように設定している場合、初期設定ファイルやショー
トカットファイルなどのいくつかのファイルが変更されます。

ハードドライブのデフラグの実行

ハードドライブのデフラグを実行すると、ファイルが連続的に編成されてデータ記憶域が
最適化されます。PartitionMagic for Windows内でWindowsのデフラグ・プログラムを実行
できます。ディスクマップ内のパーティションを右クリックして、メニューから [Windows
上のデフラグを実行 ]を選択します。PartitionMagicをロックして、デフラグ・プログラム
を実行します。ディスクの断片化を修復してデフラグ・プログラムが終了すると、
PartitionMagicはロックを解除して処理を続行します。
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ヘルプの表示

PartitionMagicのヘルプでは、特定の作業の段階的な操作手順だけでなく、各機能に関する
詳しい情報を提供しています。

ヘルプを表示するには、PartitionMagicのメインウィンドウでメニューバーの [ヘルプ ]→
[目次 ]をクリックします。

PowerQuest PartitionMagicヘルプは、いくつかのブックおよびページから構成されてい
ます。

各ブックはPartitionMagicの特定の側面に焦点を絞っているため、必要な情報をすばやく
探すことができます。トピックをダブルクリックすると、右側のウィンドウに情報が表示
されます。

鍵のマークの付いたタブをクリックすると、キーワードを使ってトピックを検索すること
ができます。

コンテキストヘルプ

ダイアログの右下にある [ヘルプ ]をクリックすると、ダイアログのコンテキストに応じた
ヘルプを開くことができます。ウィザードのダイアログで [ヒント ]をクリックすると、ウィ
ザードが実行している処理に関する情報が表示されます。

[トピック一覧 ]タ
ブ (鍵のマーク )
により情報を検索

します。

ページをダブルク

リックすると、そ

のページを読むこ

とができます。

本をダブルクリッ

クすると、ブック

内のページを表示

できます。
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README ファイル
README.TXTファイルには、このマニュアルの執筆後に変更された情報、マニュアルや
ヘルプシステムの訂正事項、およびインストールや環境設定に関する情報が説明されてい
ます。
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第 章3

パーティションの管理

この章で説明する内容は次のとおりです。

� ディスク状態の診断

� パーティションのサイズ変更と移動

� パーティションの作成

� パーティションの削除

� パーティションの削除を元に戻す

� パーティションラベルの変更

� パーティションの初期化

� パーティションのコピー

� パーティションのエラー診断

� パーティションの結合

� パーティションの分割

� パーティション情報の表示

� ディスクエラーのスキャン
27
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ディスク状態の診断

PartitionMagicは、プログラムの起動時および操作の完了時に毎回優れた分析と検証システ
ムをバックグラウンドで実行し、ディスクの状態を診断します。最初の診断では、ディス
クがスキャンされます。このとき、PartitionMagicの正常な動作を妨げる可能性のあるパー
ティションの問題があると、報告されます。この診断は、事前に警告システムとして働き、
ディスクの状態がユーザーに通知されます。また、変更前にディスクの構造を詳細に分析
し、検証します。

使用している物理ディスクが最初の状態の診断に合格すると、ディスクのパーティション
を選択して、そのパーティションに対してPartitionMagicのオプション機能を実行するこ
とができます。問題が発見されると、パーティションリストの代わりにエラーメッセージ
が表示されます。エラーメッセージはディスクに対して変更が加えられる前に表示される
ため、示されるのはPartitionMagicによる問題ではなく、使用中のディスクに関する問題
です。PartitionMagicが自動的に修復可能なエラーを検出すると、ユーザーに通知されま
す。修復を指示すると、PartitionMagicが安全にエラーを修復します。ディスクの問題を解
決してから、PartitionMagicを再起動してください。詳細については、124ページの「パー
ティションテーブルエラーを解決する」を参照してください。

起動時の状態の診断のほか、PartitionMagicは、処理中に次の2つの状態の診断を実行しま
す。1つは操作を開始する前に行われ、パーティション内のファイルシステムの状態を診
断します。これはCHKDSKやScanDiskと同様です。もう1つの診断は操作の完了後に行
われ、ディスク上のデータを検査します。PartitionMagicは操作の開始から完了までの間
ディスクの状態を監視し、何らかの異常を発見するとすぐにユーザーに通知します。

パーティションのサイズ変更と移動

[サイズ変更 /移動 ]を使用して、パーティションのサイズを変更したり、パーティション
をハードディスク内の別の位置へ移動できます。

1. サイズ変更または移動するパーティションを選択します。
ディスクアドミニストレータで作成されたWindows NTのボリュームセットやパリ
ティ付きストライプセットを移動することはできません。

2. [操作 ]→ [サイズ変更 /移動 ]をクリックします。
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[パーティションのサイズ変更 /移動 ]ダイアログボックスが表示されます。

ダイアログボックスの上部にあるディスクマップには、現在のパーティションのサイ
ズが表示されます。ここには、パーティションの使用済み容量と空き容量、およびパー
ティションに隣接する空き領域 (ある場合 )もグラフ表示されます。パーティション
マップの下には、変更可能なサイズ範囲 (最小値と最大値 )が表示されます。 

3. パーティションをサイズ変更するのか移動するのかを選択します。

オプション操作
の種類

操作手順

移動 1. パーティションにポインタを置きます。 
ポインタが に変化します。

2. パーティションを任意の位置にドラッグします。

パーティションを移動するには、隣接する空き領域が必要です。
隣接する空き領域がなく、パーティションに未使用領域がある
場合は、パーティションを縮小してから移動します。

また、不明なパーティション、[エラー診断 ]処理で障害が検出
されたパーティション (詳細については、50ページの「パーティ
ションのエラー診断」を参照 )、および空き領域は移動できま
せん。

パーティション

の左ハンドル

パーティション

外の空き領域
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ディスクに不良セクタがないことがわかっている場合は、[環境設定 ]の [不良セクタ
診断を省略する ]を選択するとサイズ変更と移動の動作が高速になります。 

移動 (続き ) Windows NT Workstation (Service Pack 4以上 )のシステムパー
ティションは4GBを超えて移動することはできません。4GBを
超えて移動するとWindows NT Workstationが起動できなくなり
ます。

重要： 起動パーティションを移動する場合は注意が必要で
す。ある一定の範囲を超えて移動されたオペレーティ
ングシステムは起動できなくなります。詳細について
は、37ページの「起動可能なパーティションを作成
する」を参照してください。

サイズ変更 1. パーティションの左または右ハンドルにポインタを置き
ます。 

ポインタが に変化します。

2. パーティションが必要なサイズになるまでハンドルをド
ラッグします。

また、[前の空き領域 ]、[新規サイズ ]、および [後ろの空き領域 ]
ボックスに新しい値を入力したり、ボックスの横の矢印ボタンを
クリックして、パーティションのサイズを変更することもできま
す。入力した値は、ドライブのジオメトリに応じて修正される場
合があります。矢印ボタンを使用すると、パーティションのサイ
ズを最小の変更幅で変更できるので、サイズを微調整できます。
変更はディスクマップに反映されます。 

パーティションを小さくするには、パーティションに未使用領
域が必要です。パーティションを大きくする場合は、パーティ
ションの隣に空き領域が必要です。パーティションのサイズ変
更の詳細については、後の「パーティションのサイズ変更に関
する注意」を参照してください。

重要： (Windows NTのみ) NTFSのシステムパーティションを
7.8GBを超えるサイズに変更すると、Windows NT 
Workstationが起動できなくなる場合があります。NTFS
システムのパーティションを誤ってこの制限値を超え
るサイズに変更してしまった場合は、PartitionMagic緊
急用ディスクを使ってNTFSシステムのパーティショ
ンを7.8GB以下にサイズ変更することにより、システ
ムを復旧できます。

オプション操作
の種類

操作手順
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4. (必要に応じて) [クラスタサイズ ]ドロップダウンリストをクリックして新しいサイズ
を選択するか、既に選択済みの推奨クラスタサイズを使用します。

[前の空き領域 ]、[新しいサイズ ]、および [後ろの空き領域 ]の値が変更され、パーティ
ションのサイズがどのように変化するかを確認できます。

このオプションは、FATおよびFAT32パーティションに対してのみ使用できます。詳
細については、68ページの「クラスタサイズの変更」を参照してください。

5. [OK]をクリックします。

パーティションのサイズ変更に関する注意

パーティションのサイズ変更はデータをまとめるだけであり、圧縮するわけではありませ
ん。パーティションを小さくするには、パーティションに未使用領域が必要です。パーティ
ションを大きくするには、パーティションの隣に空き領域が必要です。ディスク上に空き
領域があっても、拡張したいパーティションに隣接していない場合は、他のパーティショ
ンを移動して領域の位置を調整します。

重要： パーティションのサイズを小さくする場合、そこにオペレーティングシステムが
含まれているときは、特に注意が必要です。オペレーティングシステムで必要と
するサイズに加えて50MB以上の領域をパーティション内に残してください。ス
ワップファイル、ドライバ、その他のファイルのために、更に領域が必要になる
場合もあります。また、ある一定の範囲を超えて移動された場合オペレーティン
グシステムが起動できなくなることもあります。詳細については、37ページの
「起動可能なパーティションを作成する」を参照してください。

FATパーティションやFAT32パーティションを縮小すると、ハードディスク上の浪費領域
を減らすことができます。FATパーティションやFAT32パーティションのサイズを変更す
ると、クラスタも最適なサイズに自動的に変更されます。詳細については、68ページの
「クラスタサイズの変更」を参照してください。

パーティションのサイズを変更する際には、以下の制限に注意してください。

� パーティション内に空き容量がない場合、パーティションを縮小することはできませ
ん。縮小できるのは、ディスクマップに示される使用済みサイズに小さなバッファ領
域を加えたサイズまでです。[サイズ変更 /移動 ]操作を行うと、必要に応じてデータ
はパーティションの前方にまとめられますが、圧縮は行われません。FATパーティ
ションの構造上、多くの場合はパーティションをもう一度サイズ変更して、最初のサ
イズ変更のときよりも更に小さいサイズや大きいサイズに変更することができます。

� 場合によって、パーティションに空き容量が含まれないとFATパーティションを大き
くできないこともあります。完全なパーティションがあり、それに隣接した空き領域
が豊富にあるにもかかわらずパーティションを拡張できない場合は、パーティション
内のファイルをいくつか削除してPartitionMagicの作業用領域を確保する必要がある
かもしれません。まず少しだけ (1MB以下 )パーティションを拡張し、PartitionMagic
に必要なバッファ領域を確保することで、パーティションを拡張できるようになりま
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す。クラスタ境界を越えてパーティションをサイズ変更するためにどのくらいの領域
が必要かについては、ヘルプの「FATパーティションを拡張する前にディスク領域を
解放する」にある表を参照してください。

� NTFSパーティションのサイズを変更する場合に、事前に最小サイズを算出するのは困
難です。サイズ変更中またはNTFSパーティションの移動中にPartitionMagicで領域が
不足すると、PartitionMagicは処理の途中でエラーを返します。NTFSパーティション
とデータの整合性に影響はありません。

� FATパーティションは2GBまでのサイズ制限があります。ただし、Windows NT 
(Service Pack 4以上 )または Windows 2000/XPでのFATパーティションは4GBまで拡
張可能であり、さらに64KBのクラスタサイズを持ちます。

シナリオ1：論理パーティションへの空き領域の追加
このシナリオでは、論理パーティションに領域を追加する手順を示しています。パーティ
ションサイズの変更ウィザードを使っても同じことを行えます。

構成例

以下のパーティションを含む1GBハードディスク1台

� Windows 98が動作するアクティブな基本FAT32パーティション1つ (C:) 
� 1つの論理FATパーティション (D:)を含む拡張パーティション1つ

目的

ドライブC:のサイズを縮小し、新しく作成した空き領域をドライブD:に追加します。

手順

1. C:をサイズ変更して、D:に追加したい領域の分だけC:を縮小します。 

C:のサイズを変更して右側に空き領域を作成します。

2. 作成した空き領域を含むようにD:を拡張します。

拡張パーティションはドライブD:が収まるように自動的に拡張されます。

3. システムに変更を適用します。
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結果

ドライブD:に追加ファイル用の領域が追加されます。

シナリオ2：基本パーティションへの空き領域の追加

構成例

以下のパーティションを含む4GBハードディスク1台

� Windows 98が動作するアクティブな基本FAT32パーティション1つ (C:) 
� 非表示の基本NTFSパーティション1つ
� 1つの論理 FATパーティション (D:)と空き領域のブロックとを含む拡張パーティショ
ン1つ 

目的

空き領域のブロックをNTFSパーティションに追加します。

手順

1. ドライブD:を右側に移動し、空き領域が左側に来るようにします。 

2. 空き領域を含むようにNTFSパーティションを拡張します。

拡張パーティションは新しいNTFSパーティションのサイズが収まるように自動的に
サイズ変更されます。

3. システムに変更を適用します。

結果

NTFSパーティションに余裕ができ、ドライバやスワップファイルなどのオペレーティン
グシステムファイルを収容するのに十分な領域が確保されます。
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パーティションの作成

基本パーティション、拡張パーティション、および論理パーティションの作成には、[作成 ]
を使用します。

複数のハードディスクやパーティションがあるときは、実際の処理手順や利用可能なオプ
ションが以下の説明と異なる場合があります。複雑なシステムでのパーティションの作成
例については、このユーザーガイドの41ページから始まるシナリオを参照してください。

1. 空き領域のブロックを選択します。
空き領域がない場合は、既存のパーティションをサイズ変更または削除して空き領域
を作成する必要があります。パーティションのサイズ変更および削除の詳細について
は、28ページの「パーティションのサイズ変更と移動」および44ページの「パーティ
ションの削除」を参照してください。

リモートエージェントが動作している場合は、リモートマシン上にパーティションを
作成できます。

1台のハードディスクに作成できるパーティションの最大数は、基本パーティション
だけの場合は4つ作成できます。拡張パーティションを作成する場合は、基本パーティ
ションを3つ、拡張パーティションを1つ作成できます。拡張パーティションの内部
に論理パーティションを作成して、更に細かくパーティションを分割することもでき
ます。 

2. [操作 ]→ [作成 ]をクリックします。
[パーティションの作成 ]ダイアログボックスが表示されます。

3. [パーティション種別 ]ドロップダウンリストから、[論理パーティション ]または
[基本パーティション ]を選択します。
一般的には、オペレーティングシステムのインストール用に基本パーティションを作
成し、データやアプリケーションの保存など、その他の用途に論理パーティションを
作成します。複数のハードディスクを使用している場合は、オペレーティングシステ
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ムとアプリケーションを別々のディスクにインストールすると処理速度が速くなりま
す。作成したいパーティションの種類がわからない場合は、ヘルプの「パーティショ
ンを理解する」を参照してください。

オペレーティングシステムをインストールする予定であれば、基本パーティションを
作成します。詳細については、37ページの「起動可能なパーティションを作成する」
および38ページの「新しいオペレーティングシステムのインストール」を参照してく
ださい。

[論理パーティション ]を選択すると、自動的に拡張パーティションが作成され、その
内部に論理パーティションが格納されます。既に拡張パーティションが存在する場合
は、論理パーティションを格納できる大きさにサイズが拡張されます。ただし、この
場合、拡張パーティションの内部または隣接した場所に空き領域が必要です。

ハードディスク上に基本パーティション (拡張パーティションを含む )が既に4つ作成
されていると、[論理パーティション ]は選択できません。また、既存の拡張パーティ
ションの内部または隣接した場所にある空き領域を選択しなかった場合も、このオプ
ションは選択できません。

物理ディスク上に第2、第3、または第4の基本パーティションを作成すると、
PartitionMagicは新しい基本パーティションを表示パーティションとして作成します。
ただし、アクティブパーティション設定を実行すると、アクティブにするパーティショ
ン以外の基本パーティションは自動的に非表示になります。

4. [ファイルフォーマット ]ドロップダウンリストから、使用するファイルシステムを選
択します。

[FAT]は最も一般的なファイルシステム種別です。これはDOSおよびすべてのバー
ジョンのWindowsで使用されます。

[FAT32]はWindows 95 OSR2、Windows 98、Windows Me、Windows 2000、および
Windows XPで使用されます。

[NTFS]はWindows NT、Windows 2000、Windows XPで使用されます。

[Linux Ext2]と [Linux Swap]はLinuxでのみ使用されます。

[拡張 ]を選択すると拡張パーティションが作成されます。拡張パーティションには論
理パーティションをいくつでも含むことができます。ハードディスクに既に拡張パー
ティションがある場合、または4つの基本パーティションがある場合は、[拡張 ]オプ
ションは選択できません。

[未フォーマット ]を選択すると、ハードドライブに未フォーマットパーティションが
作成されます。

5. (必要に応じて )新しいパーティションのラベルを入力します。

ラベルには、NTFSパーティションでは32文字までの英数字、その他のファイルシス
テム種別では11文字までの英数字が使用できます。
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6. [サイズ ]ボックスに、作成するパーティションの容量を入力します。または、[空き
領域のパーセント ]ボックスに、作成するパーティションの空き領域の割合を入力し
ます。

ディスク領域を効率よく使用できる推奨サイズが自動的に算出されます。この値をそ
のまま使用するか、別の値に変更します。

Windows NT 4.0 (Service Pack 4以上)のシステムパーティションを作成する場合、4GB
を超えて作成することはできません。

7. 指定したサイズが利用可能な空き領域よりも小さい場合は、パーティションを空き領
域の先頭または末端に配置できます (先頭を推奨 )。[位置 ]ボックスで、[空き領域の
先頭 ]または [空き領域の末端 ]をクリックします。

8. 再起動後に新しいパーティションに割り当てるドライブレターを [ドライブレター ]
ボックスに入力します。

9. [OK]をクリックします。 
新しく作成した基本パーティションにオペレーティングシステムをインストールする
場合は、38ページの「新しいオペレーティングシステムのインストール」を参照して
ください。

警告： ハードウェアやシステムの環境設定の違いによって矛盾が生じることがあるた
め、1つのコンピュータにアプリケーションまたはオペレーティングシステム
パーティションを作成した後でそのハードディスクを別のコンピュータに移すこ
とは避けてください。データが失われる場合があります。

ドライブレターの変更の管理

新しいパーティションを作成するとドライブレターが変更される場合があります。たとえ
ば、ハードドライブ上に1つの基本パーティション (C:)がありCD-ROMドライブが1つ
(D:)あるときに、ハードドライブに新しい論理パーティションを作成すると、コンピュー
タの再起動後は新しいパーティションがD:となり、CD-ROMドライブがE:に変わります。
その結果、ハードドライブ上のプログラムでCD-ROMにリンクされていたものは、ファイ
ルのパスが変わってしまったため動作しなくなります。

そのような場合のために、DriveMapperを使ってアプリケーションのショートカット、初
期設定ファイル、およびレジストリ項目におけるドライブレター参照を自動的に更新する
ように選択することをお勧めします。ただし、ドライブレター参照を手作業で更新しても
かまいません。 98ページの「DriveMapperによるドライブレター参照の変更」を参照して
ください。

DriveMapperを使うことでファイルへの参照を更新することができますが、影響を最小限
にするために、新しいパーティションはすべて一番大きい番号のディスク (3ディスクシス
テムであればディスク3)に作成し、既存のパーティションの右側に作成するように心がけ
てください。
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起動可能なパーティションを作成する

オペレーティングシステムのインストール先パーティション(起動可能なパーティション)
を作成する場合は、事前に次の内容を理解しておく必要があります。

* Windows NT/2000/XPは第1ドライブの基本パーティションから起動する必要がありま
す。ただし、このパーティションに格納する必要のあるファイルの数は限られています。
残りのファイルは論理パーティションに置くことができます。この論理パーティションは
どのドライブにあってもかまいません。Windows NT/2000/XP起動パーティションを他の
オペレーティングシステムと共有することもできます。また、Windows NTはFATパーティ
ションにインストールし、Windows 2000/XPはFATまたはFAT32パーティションにインス
トールしてください。インストール時には、パーティションをNTFSに変換できます。

** LBA (Logical Block Addressing)互換のマスターブートレコード (MBR)がある場合、
Windows Me/2000/XPではブートコード境界がNULLに設定されます。 

*** LILO を論理パーティションにインストールする場合は、拡張パーティションの1つ目
の論理パーティションにインストールしてください。

**** LinuxがLinux Ext2パーティションにインストールされている場合は、FAT、FAT32、
およびNTFS (読み取り専用 )のパーティション種別も使用できます。

オペレーティング
システム

起動する場所 サポートされる
パーティション
種別

起動コード
境界

必要な
領域

DOS 6.22以前 基本 FAT 2GB 16MB

Windows 95A 基本 FAT 2GB 180MB

Windows 95B 基本 FATまたはFAT32 8GB 180MB

Windows 98 基本 FATまたはFAT32 8GB 390MB

Windows 98 SE 基本 FATまたはFAT32 8GB** 390MB

Windows Me 基本 FATまたはFAT32 8GB** 685MB

Windows NT 基本* FATまたはNTFS 2GB 230MB

Windows 2000 基本* FAT、FAT32、
またはNTFS

8GB** 1GB

Windows XP 基本* FAT、FAT32、
またはNTFS

8GB** 1GB
より大

Linux (LILO***) 基本または論理 Linux Ext2****、
Linux Swap

8GB 250MB
より大
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重要： 起動パーティションの作成、移動、またはサイズの変更を行う場合は、上の表に
ある起動コードの領界内でパーティションが始まっていないとオペレーティング
システムを起動できません。現在のオペレーティングシステムでは、8GBを超え
るパーティションを認識できます (ただし、DOS 6.22以前を除く )。詳細について
は、ヘルプの「BIOSの1024シリンダ制限を理解する」および「2GB起動コード
領界を理解する」を参照してください。PartitionMagicメインウィンドウのディス
クマップには、2GB起動領界と1024シリンダ (8GB)制限のインジケータが表示
されます。

2GB起動コード境界の範囲外で起動可能なパーティションを作成、移動、またはサイズの
変更を行おうとすると、警告メッセージが表示されます。警告メッセージが表示されても
操作を続けると、パーティションは起動できなくなるか、表示されなくなります。いずれ
の場合も、PartitionMagic緊急用ディスクを使ってパーティションを起動コード領界内に戻
せば問題は解決します。

システムにSCSIディスクが含まれる場合は、起動可能なLinuxパーティションの前のパー
ティションを削除するとLinuxが起動できなくなることがあります。このような場合は、
Linuxブートディスクより起動し、LILOの起動情報を修復する必要があります。

一部の I/Oカード (一般に古いRAIDカード )を使用した場合、DOS上ではディスクの先頭
8GBにしかアクセスできません。その結果、オペレーティングシステムパーティションの
サイズを8GBを超えて変更し、パーティションが起動できなくなった場合、PartitionMagic
緊急用ディスクでそのドライブのパーティションを操作できない可能性があります。オペ
レーティングシステムパーティションのサイズを8GBを超えて変更する場合は、十分な注
意が必要です。

新しいオペレーティングシステムのインストール

複数のオペレーティングシステムをインストールする場合は、それぞれのオペレーティン
グシステムについて以下の手順に従います。オペレーティングシステムのインストールの
詳細については、PartitionMagic CDのDocsフォルダにあるOPERATE.PDFを参照してく
ださい。

1. 既にインストールしている場合はBootMagicを無効にします。

2. PartitionMagicの緊急用ディスクを作成します。

5ページの「緊急用ディスクの作成」を参照してください。

3. 新しいパーティションを作成し、そのパーティションをアクティブにします。基本パー
ティション [Linux Ext2]にLinuxをインストールする場合、そのパーティションをア
クティブにする必要があります。ただし、ハードディスク上の最初の論理パーティショ
ンにLinuxをインストールする場合はそのパーティションをアクティブにする必要は
ありません。

詳細については、67ページの「アクティブパーティションの設定」を参照してください。
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ほとんどのオペレーティングシステムは基本パーティションにインストールする必要
があります。例外については、37ページの「起動可能なパーティションを作成する」
を参照してください。

オペレーティングシステムのインストール先であるパーティションがオペレーティン
グシステムをサポートするかどうかが確かでない場合は、パーティションの作成ウィ
ザードを使ってオペレーティングシステム用の新しいパーティションを作成する必要
があります。 83ページの「新規パーティションの作成ウィザード」を参照してください。

4. すべてのプログラムを閉じてから、オペレーティングシステムのインストールディス
ケットを使ってコンピュータを再起動します。

5. オペレーティングシステムをインストールします。
ネットジャパンテクニカルサポートでは、オペレーティングシステムのインストール
に関するご質問は受け付けておりません。詳細については、オペレーティングシステ
ムのマニュアルを参照してください。

6. 既にBootMagicをインストール済みなら、PartitionMagicの緊急用ディスクを使って、
BootMagicがインストールされているパーティションをアクティブにします。

BootMagicをインストールしていない場合は、PartitionMagicの緊急用ディスクを使っ
て、BootMagicがインストールされるオペレーティングシステム用パーティションを
アクティブにします。次に、BootMagicをインストールします。

7. BootMagicがインストールされている場合、(場合により )オペレーティングシステム
をBootMagicの環境設定に追加して、起動するオペレーティングシステムを選択でき
るようにします。

BootMagicの詳細については、103ページの「BootMagicの使用」を参照してください。

8. コンピュータを再起動します。

シナリオ1：Windows NT Workstationの基本パーティションの作成

システム構成例

Windows 98が動作するアクティブな基本FAT32パーティション1つ (C:)を含む4GBハー
ドディスク1台 
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目的

ドライブC:を縮小します。作成した空き領域内に、Windows NTをインストールするため
の基本FATパーティションを作成します。

手順

1. ドライブC:のサイズを 1GBだけ小さくします。詳細については、28ページの「パー
ティションのサイズ変更と移動」を参照してください。

Windows NTをインストールするパーティションを作成する場合は、ディスクの最初
の2GB以内にパーティションを作成する必要があります。そうでないとWindows NT
が起動できません。場合によっては、既存のパーティションをディスクの末端に移動
してから、ディスクの先頭にWindows NTパーティションを作成する必要があります。

2. 以下の情報を使用して、空き領域に基本パーティションを作成します。
[ファイルフォーマット ]：[FAT]を選択します。Windows 2000を使用している場合以
外、[FAT32]は選択しないでください。それ以前のバージョンはFAT32パーティショ
ンを認識しません。

[ラベル ]：必要であればラベルを入力します。
[サイズ ]：「1250」と入力します。

重要： 次の手順に進む前に、Windows NTのインストールCDおよびディスクがあ
ることを確認してください。ない場合は、コンピュータを起動できなくなり
ます。

3. 新しいパーティションをアクティブにします。詳細については、67ページの「アクティ
ブパーティションの設定」を参照してください。

4. システムに変更を適用します。

重要： Windows NTをインストールする前に、すべてのパーティションがシリンダ
1024より前で終わっていることを確認してください。そうでないと、
Windows NTがインストールされず、すべてのパーティションが壊れている
というメッセージが表示されます。すべてのパーティションをサイズ変更お
よび移動できない場合は、Microsoftから最新のドライバを入手する必要があ
ります。MicrosoftのWebサイトにある記事 ID:Q197667を参照してください。

5. 1枚目のWindows NTインストールディスケットを使って、コンピュータを再起動し
ます。
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6. Windows NTのインストールを完了します。

ネットジャパンテクニカルサポートでは、オペレーティングシステムのインストール
に関するご質問は受け付けておりません。詳細については、オペレーティングシステ
ムのマニュアルを参照してください。

7. BootMagicの環境設定にWindows NTを追加して、コンピュータを起動または再起動
するたびに、起動したいオペレーティングシステムを選択できるようにします。詳細
については、103ページの「BootMagicの使用」を参照してください。

結果

コンピュータが再起動すると、使用可能なオペレーティングシステムの一覧が表示されま
す。この例の場合は、Windows 98とWindows NTです。起動したいオペレーティングシス
テムを選択します。

シナリオ2：セカンダリハードディスクに論理パーティションを作成

システム構成例

ディスク1 � 以下のパーティションを含む4GBディスク1台

� Windows 95が動作するアクティブな基本FAT32パーティション (C:) 1つ 
� 1つの論理FATパーティション (E:)を含む拡張パーティション1つ

ディスク2 � 以下のパーティションを含む2GBディスク1台

� 1GBのFAT32基本パーティション1つ (D:)
� 1GBの未パーティション空き領域

CD-ROMドライブ1つ (F:)

目的

ディスク2に1GBの論理FATパーティションを作成します。
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手順

1. ディスク2を選択します。

2. 以下の情報を使用して、1GBの空き領域に論理パーティションを作成します。

[ファイルフォーマット ]：[FAT]を選択します。
[ラベル ]：必要であればラベルを入力します。
[サイズ ]：計算済みの値をそのまま使用します。
[パーティション種別 ]：[論理パーティション ]を選択します。
再起動後、このパーティションにはドライブF:が割り当てられます。また、論理
パーティションが収まるように拡張パーティションが自動的に作成されます。

3. システムに変更を適用します。

結果

コンピュータの再起動後、新しい論理パーティションにはドライブF:、CD-ROMにはドラ
イブG:が割り当てられます。 

シナリオ3：Linux論理パーティションの作成

システム構成例

以下のパーティションを含む6GBハードディスク1台

� Windows 95が動作するアクティブな基本FATパーティション (C:) 1つ
� 1つの論理FATパーティション(D:)と1つの論理FAT32パーティション(E:)を含む拡張
パーティション1つ

目的

ドライブE:を縮小します。作成した空き領域内に、1つの論理Linux Ext2パーティション
と1つの論理Linux Swapパーティションを作成します。
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手順

1. ドライブE:のサイズを550MBだけ小さくします。詳細については、28ページの「パー
ティションのサイズ変更と移動」を参照してください。

2. 以下の情報を使用して、空き領域に論理パーティションを作成します。
[ファイルフォーマット ]：[Linux Ext2]を選択します。
[ラベル ]：必要であればラベルを入力します。
[サイズ ]：「500」と入力します。

3. 以下の情報を使用して、空き領域にもう1つ論理パーティションを作成します。

[ファイルフォーマット ]：[Linux Swap]を選択します。
[サイズ ]：「50」と入力します。

4. システムに変更を適用します。

5. Linuxインストールディスケットを使用してコンピュータを再起動します。

6. Linuxのインストールを完了します。

Linuxをインストールする場合は、アクティブパーティションを変更する必要はあり
ません。

ネットジャパンテクニカルサポートでは、オペレーティングシステムのインストール
に関するご質問は受け付けておりません。詳細については、オペレーティングシステ
ムのマニュアルを参照してください。

警告： BootMagicのような起動ユーティリティを使用している場合、LILO (Linux 
Loader)はルートディレクトリを含むLinux Ext2パーティションにインス
トールする必要があり、マスターブートレコードにインストールしてはなり
ません。LILOをマスターブートレコードにインストールすると、ほかのオペ
レーティングシステムが起動できなくなる場合があります。

7. (必要に応じて ) BootMagicの環境設定にLinuxを追加して、コンピュータを起動また
は再起動するたびに、起動したいオペレーティングシステムを選択できるようにしま
す。BootMagicの詳細については、103ページの「BootMagicの使用」を参照してくだ
さい。

結果

コンピュータが再起動すると、使用可能なオペレーティングシステムの一覧が表示されま
す。この例の場合は、Windows 95とLinuxです。起動したいオペレーティングシステムを
選択します。
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パーティションの削除

パーティションを削除するには、[削除 ]を使用します。パーティションが削除され、内
部のデータはアクセスできなくなります。[削除してシュレッド ]を使用すると、ディス
クセクタを上書きして、選択したパーティション内のデータを破壊します。シュレッド
を使ってパーティションを破棄すると、破棄したそのパーティションを元に戻すことは
できません。

1. 削除するパーティションを選択します。
拡張パーティションを削除する場合は、事前に内部の論理パーティションを削除して
おく必要があります。空き領域をシュレッドすることはできません。

リモートエージェントが動作している場合は、リモートマシン上のパーティションを
削除できます。

2. [操作 ]→ [削除 ]をクリックします。
[パーティションの削除 ]ダイアログボックスが表示されます。

3. [削除 ]または [削除してシュレッド ]をクリックします。

4. [OK]をクリックします。 

パーティションを削除するとドライブレターが変更される場合があります。その場合、ア
プリケーションのショートカット、初期設定ファイル、およびレジストリ項目が誤ったド
ライブを参照するため、アプリケーションが動作しなくなります。

システムにSCSIディスクが含まれる場合は、起動可能なLinuxパーティションの前のパー
ティションを削除するとLinuxが起動できなくなることがあります。このような場合は、
Linuxブートディスクより起動し、LILOの起動情報を修復する必要があります。
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パーティションの削除を元に戻す

[削除を元に戻す ]によって、ディスクから削除されたパーティションが復元されます。
FAT、FAT32、およびNTFSパーティションを削除できます。[削除を元に戻す ]は、間違っ
て削除してしまったパーティションを復元するのに最良の方法です。パーティションへの
書き込み、既存のパーティションのサイズ変更などの変更を行った後にパーティションの
削除を元に戻す場合は、46ページの「パーティションの削除を元に戻すことについての制
限」を参照してください。

1. 検索したい空き領域を選択します

2. [操作 ]→ [削除を元に戻す ]をクリックします。

重要： 選択した空き領域に対して未実行の操作がある場合は、パーティションの削
除を元に戻せません。未実行の操作がある場合は、[削除を元に戻す ]アイコ
ンおよびメニューオプションが淡色表示になり、アクセスできません。

[削除を元に戻す]ダイアログボックスが表示され、選択した空き領域が検索されます。 

削除を元に戻すことが可能な基本パーティションおよび論理パーティションがすべて
スクロール可能なリストに表示されます。空き領域内にパーティションがない場合、
または、削除を元に戻すことが可能なパーティションがない場合は、「削除を元に戻せ
るパーティションはありません」というメッセージが表示されます。

3. スクロール可能なリスト内で、削除を元に戻したいパーティションのチェックボック
スをクリックします。

複数のパーティションの削除を一度に元に戻すことは可能ですがお奨めしません。優
先させたいパーティションから先に、一度に1つずつ削除を元に戻してください。そ
うすることによって、パーティション内のデータの状態が保証されます。

4. [OK]をクリックします。
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パーティションの削除を元に戻すことについての制限

状況によっては、削除したパーティションを元に戻せなかったり、スクロール可能なリス
トに表示されないことがあります。これは次のような場合です。

� ハードディスクに4つの基本パーティションが存在している場合は、基本パーティショ
ンを元に戻せません。

� 削除した論理パーティションが現在拡張パーティションに含まれていない場合は、元
に戻せません。

� 削除した基本パーティションが現在拡張パーティションに含まれている場合は、元に
戻せません。

� パーティションにファイルシステムエラーがある場合。PartitionMagicがパーティショ
ンを検出すると、元に戻す前にエラーがないかどうか検査します。パーティションに
エラーがある場合は、元に戻せません。

� 他のパーティションやファイルシステムによってパーティションの全部または一部が
上書きされている。この制約があるため、[削除を元に戻す ]ダイアログボックスに
パーティションが2つ表示されている場合、いずれか1つの削除を元に戻すと、残り
のパーティションはリストに表示されなくなります。

� 削除された2つのパーティションが同じディスク領域の一部を要求している。これらの
削除を元に戻した場合のデータの状態は保証されません。たとえば、E:、F:という、そ
れぞれ500MBの2つのパーティションがあるとします。このF:を削除し、E:のサイズ
を変更して、領域すべて (1GB)を要求したとします。データをE:に保存します。その
後で、E:を削除します。パーティションの削除を元に戻す場合、[削除を元に戻す ]ダ
イアログボックスにはE:とF:が両方とも表示されます。E:を復元すると、F:はダイア
ログボックスに表示されなくなります。これは、同じ領域が既に要求されたためです。
ただし、E:ではなくF:を復元した場合は、E:に保存したデータの一部を復元できます。
F:の削除を元に戻すと、コンピュータが起動できなくなるか、アプリケーションが実
行できなくなる場合があります。

パーティションラベルの変更

パーティションのラベルを変更するには、[ラベル ]を使用します。意味のある名前を付け
ることで、パーティションが管理しやすくなります。

1. ラベルを変更したいパーティションを選択します。
リモートエージェントが動作している場合は、リモートマシン上のパーティションの
ラベルを変更できます。

2. [操作 ]→ [ラベル ]をクリックします。
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[パーティションのラベル ]ダイアログボックスが表示されます。

3. [新しいラベル ]ボックスに新しいラベルを入力します。
NTFSボリュームラベルには、最大32文字の英数字を使用できます。FATボリューム
ラベルには、最大11文字の英数字を使用できます。ただし、* ? [ ] < > | + = : ; , . ¥ /�
は使用できません。 

4. [OK]をクリックします。

パーティションの初期化

[フォーマット ]操作でパーティションを初期化することができます。ただし、同時に内部
のデータがすべて消去されます。初期化により、異なるファイルシステムをパーティショ
ンに格納することができます。

PartitionMagicには、パーティション内の既存ファイルを破壊せずに別のファイルシステム
に変換するためのオプション機能があります。 71ページの「パーティションの変換」を参
照してください。

1. 初期化するパーティションを選択します。
リモートエージェントが動作している場合は、リモートマシン上のパーティションを
初期化できます。

2. [操作 ]→ [フォーマット ]をクリックします。
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[パーティションのフォーマット ]ダイアログボックスが表示されます。

3. [ファイルフォーマット ]ドロップダウンリストから、使用するファイルシステムの種
別を選択します。 

パーティションのサイズによっては、使用できないファイルシステムもあります。

4. (必要に応じて )パーティションのラベルを入力します。 

5. [OK]をクリックします。

パーティションのコピー

パーティションの正確な複製を作成するには、[コピー ]を使用します。パーティションを
コピーするには、パーティションのサイズ以上の空き領域が必要です。

パーティションをコピーする理由としては、次のようなものがあります。

� 新しいバージョンのオペレーティングシステムにアップグレードしたり、異なる種類
のオペレーティングシステムをインストールする前に、オペレーティングシステムを
複製しておくため。この結果、古いオペレーティングシステムのウィンドウ、プログ
ラムアイコン、およびプロパティがどのように設定されていたかを後で調べることが
できます。

� 容量の小さいハードディスクの内容を、容量の大きい新しいハードディスクにすばや
く移動するため。

� パーティションの相対順序を変更するため。

� パーティションのバックアップを作成するため。

1. コピーするパーティションを選択します。
ディスク上にパーティションをコピーするのに十分な空き領域がないときは、[コピー ]
コマンドが淡色表示になります。

リモートエージェントが動作している場合は、リモートマシンにパーティションをコ
ピーしたり、リモートマシンからパーティションをコピーしたりできます。
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PartitionMagicでは、Windows NTのストライプセット、パリティ付きストライプセッ
ト、または二重 /ミラーセットをコピーすることはできません。 

2. [操作 ]→ [コピー ]をクリックします。
[パーティションのコピー ]ダイアログボックスが表示されます。

3. [ディスク ]ドロップダウンリストから、コピー先のディスクを選択します。

4. パーティションリストから、コピー先となる空き領域を選択します。

5. 指定したパーティションが利用可能な空き領域よりも小さい場合は、パーティション
を空き領域の先頭または末端に配置できます (先頭を推奨 )。[位置 ]で [空き領域の先
頭 ]または [空き領域の末端 ]をクリックします。
論理パーティションをコピーして、残したいなら、未使用領域が拡張パーティション
内で使用可能であることを確認します。また、パーティションのコピー後に、それを
論理パーティションに変換できます。

6. [OK]をクリックします。

コピーされたパーティションのサイズ、ファイルシステム種別、およびデータは、元のパー
ティションと同一です。ただし、ジオメトリの異なる物理ディスクにコピーした場合は、
サイズが多少変わります。
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パーティションのエラー診断

パーティションの状態を診断するには、[エラー診断 ]を使用します。

PartitionMagicは、起動されるたびに、接続されているすべてのドライブとそのパーティ
ションに対する診断を行います。診断で問題が発見されると、パーティションリストウィ
ンドウの [種別 ]列の下に「障害を検出しました」と表示されます。この診断は [エラー診
断 ]とは別のもので、[エラー診断 ]ほど入念な診断ではありません。

1. 診断するパーティションを選択します。
PartitionMagicで診断できるパーティションは、ロック可能なパーティション (オープ
ンファイルがないパーティション )のみです。パーティションにオープンファイルが
ある場合は、メニューの [エラー診断 ]オプションは淡色表示になります。
リモートエージェントが動作している場合は、リモートマシン上のパーティションを
診断できます。

2. [操作 ]→ [エラー診断 ]をクリックします。
[パーティションの診断結果 ]ダイアログボックスが表示されます。

[エラー診断 ]でエラーが検出されなかった場合は、「情報」エントリが表示され、
[概要 ]列に「チェック終了、0個のエラーを発見しました。」と表示されます。 

[エラー診断 ]が失敗すると、パーティションリストの [使用済み ]列と [空き ]列に
「診断が失敗しました」と表示されます。検出されたエラーは修復してください。
詳細については、123ページの「診断エラーを解決する」を参照してください。
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[エラー診断 ]によってエラー (たとえば、NTFSボリューム上にクロスリンクされた
ファイル、失われたクラスタ、不良ディレクトリの情報がある、など )が検出され、そ
のエラーが修復可能な場合、ダイアログボックスの下部の [修復 ]ボタンが選択可能に
なります。エラーが見つかるたびに、次の情報が表示されます。

� [障害レベル ]には、問題の重大度が次のいずれかの基準で表示されます。

� NTFSボリューム上の問題が修復された場合は、[修復 ]に [はい ]が表示されます。
FATまたはFAT32のパーティションには適用できません。

� [番号 ]には、エラー番号が表示されます。詳細については、127ページの「エラー
メッセージと対処方法」を参照してください。

� [概要 ]には、問題の内容が簡潔にまとめられています。

3. エラーを修復するには、修復する問題を選択し、[修復 ]をクリックします。

4. 表示されたエラーを1つスキップするには、[スキップ ]をクリックします。
表示されたエラーをすべてスキップするには、[全てスキップ ]をクリックします。

5. 診断結果を確認して、NTFSのエラーを修復したら、[閉じる ]をクリックします。

DOSおよびWindowsのCHKDSKユーティリティとは異なり、[エラー診断 ]では、パー
ティションの状態や構造に関する情報は表示されません。このような情報を表示するには、
[情報 ]オプションを使用します。詳細については、56ページの「パーティション情報の表
示」を参照してください。

PartitionMagicでは、FATパーティションのOS/2拡張属性エラーが診断されます。OS/2を
使用しない場合、または以前使用していたが現在は使用していない場合、このエラーは発
生しません。環境設定で [FAT上のOS/2 EAエラーを無視する ]を有効にしてください。詳
細については、23ページの「PartitionMagicのプログラム設定項目の変更」を参照してく
ださい。OS/2を使用している場合は、[FAT上のOS/2 EAエラーを無視する ]を有効にし
ないでください。このエラーを検出できないとデータが失われる可能性があります。

障害レベル 説明

情報 表示された情報は役に立つ情報です。しかし、問題は深刻では
ありません。エラーには該当しません。

警告 検出されたエラーは、問題を引き起こす可能性があります。

エラー 問題は発生していますが、PartitionMagicを使用してパーティ
ションを変更することはできます。ScanDiskまたはCHKDSK
を実行してエラーを修復するか、表示されていれば [修復 ]をク
リックします。

重大 致命的な問題です。PartitionMagicを使用してパーティション
を変更することはできません。
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パーティションの結合

ディスク上で互いに隣接する2つのFAT、FAT32、またはNTFSパーティションを結合する
ことができます。ディスク上に設定できるパーティション数の上限に達してしまい、なお
かつパーティションを削除したくない場合は、パーティションを結合すると便利です。ま
た、複数のFATパーティションを結合して1つの大きなFAT32パーティションまたはNTFS
パーティションに変換したいときにも便利です。

重要： パーティションのサイズおよび含まれるデータの量によっては、パーティション
の結合には非常に長い時間 (数時間 )がかかります。マシンが操作の実行中である
かどうかを調べる場合は、NumLock キーを押してライトが点滅するかどうか確認
してください。キーボード上でNumLock キーが押されたことを認識するのに数秒
かかる場合があります。パーティションを結合する場合は、システムを長時間使
用しなくてもよい時間にスケジュールすることをお奨めします。PartitionMagicが
処理を実行している間にコンピュータをシャットダウンしたり電源を切ったりす
ると、ファイルシステムが壊れて、データが失われます。プロセスが完了するま
で、システムをシャットダウンしないでください。

1. 結合する2つのパーティションの一方を選択します。

重要： 圧縮パーティションを結合しないでください。追加情報については、115ペー
ジの「ディスク圧縮ユーティリティ」を参照してください。

2つの隣接するNTFSパーティションを結合する場合、それらは同じバージョン種別
と同じクラスタサイズを持つ必要があります。クラスタサイズが異なる場合、パーティ
ションを結合することができません。追加情報については、75ページの「FAT/FAT32
パーティションから4K境界割り当てへの変換」を参照してください。NTFSパーティ
ションのバージョン種別とクラスタサイズを表示するには、ディスクマップ中のパー
ティションを右クリックし、[情報 ]を選択して [NTFS情報 ]タブをクリックします。

2. [操作 ]→ [結合 ]をクリックします。
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[連続するパーティションの結合 ]ダイアログボックスが表示されます。

3. [結合オプション ]グループボックスで、結合したいパーティションをクリックします。
一方のパーティションの内容がもう一方のパーティション内のフォルダに移動します。

異なるオペレーティングシステムを含むパーティションを結合することは避けてくだ
さい。

4. [結合フォルダ ]グループボックスで、保持するほうのパーティションに作成する新し
いフォルダの名前を入力します。

5. 保持するほうのパーティションのファイルシステム種別 (FAT、FAT32、またはNTFS)
をクリックします。

2つのNTFSパーティションを結合する場合は、NTFSオプションが自動的に選択され
ます。

重要： FAT パーティションを結合する場合、FAT32 パーティションにアクセス可
能な場合以外はFAT32パーティションに変換しないように注意してくださ
い。Windows 95の古いリリースはFAT32パーティションにアクセスできま
せん。Windows 95 OSR2とそれ以降のバージョンのWindowsは、FAT32x
パーティションにアクセスできます。

6. [OK]をクリックします。

メインウィンドウのディスクマップに、結合されたパーティションが表示されます。
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パーティションの分割

[分割 ]を使用して、FATまたはFAT32パーティションを2つの連続するパーティションに
分けることができます。1つのパーティション内に大規模なデータセットを持つ場合や
データとアプリケーションが混在する場合は、パーティションの分割が有用である場合が
あります。

新しいパーティションは、元のパーティションの右側に作成されます。元のパーティショ
ンと新しいパーティションが占めるハードディスク領域の合計は、分割前に元のパーティ
ションが占めていた領域と等しくなります。パーティションのファイルシステムは変更さ
れません。たとえば、2GBのFATパーティションを分割した場合、分割後の左右のパー
ティションの合計サイズは2GBで、両方ともFATパーティションです。

パーティションを分割するときには、新しいパーティションに含めるファイルおよびフォル
ダを選択できます。新しいパーティションには、ラベルの指定、基本パーティションか論理
パーティションかの指定、パーティションの新しいサイズの指定を行うこともできます。

1. 分割するパーティションを選択します。
分割できるのは、100MB以上のパーティションだけです。

FATパーティションには少なくとも5%の未使用領域が含まれていなければなりませ
ん。含まれていない場合は、メニューの [分割 ]コマンドが淡色表示になります。FAT32
パーティションを分割する場合は、10%の未使用領域が必要です。

PowerQuestでは、オペレーティングシステムのパーティションを分割したり、
Windowsのフォルダやプログラムファイルを新しいパーティションに移動すること
はお奨めしません。
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2. [操作 ]→ [分割 ]をクリックします。

[分割 ]が [操作 ]メニューで淡色表示 (使用不可 )されるのは、既にハードディスクに許
された上限である4つの基本パーティション (3つの基本パーティションと1つの拡張
パーティションなど )があるときに、さらに基本パーティションを分割しようとする場
合などです。ただし、拡張パーティション内の論理パーティションは分割できます。

3. [データ ]タブをクリックします。

4. [元のパーティション ]グループボックスで、新しいパーティションに移動するファイ
ルとフォルダを選択して、一重右矢印をクリックします。

選択したファイルやフォルダを新しいパーティションから削除するには、左矢印をク
リックします。すべてのファイルとフォルダを新しいパーティションに移動するには、
二重右矢印をクリックします。左矢印をクリックすれば、選択したファイルやフォル
ダを元のパーティションに戻すこともできます。ただし、各パーティションにはそれ
ぞれ最低1つのファイルまたはフォルダが含まれている必要があります。

5. (必要に応じて )新しいパーティションの名前を [ラベル ]テキストボックスに入力し
ます。
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6. 新しいパーティションのパーティション種別を [基本 /論理 ]ドロップダウンリストか
ら選択します。

[分割 ]操作で元のパーティションを基本パーティションから論理パーティションに変
更したり、論理パーティションを基本パーティションに変更することはできません。

7. [サイズ ]タブをクリックします。

8. 右端にあるバーをディスクマップ内の適当な位置に移動したり、[サイズ ]テキストボッ
クスにMBの値を入力することで新しいパーティションのサイズを指定します。

元のパーティションは残りの領域を使用するように調整されます。

元のパーティションと新しいパーティションのいずれも、40MB以上のサイズでなけ
ればなりません。4GBを超えるハードディスクの場合、PartitionMagicはパーティショ
ンのサイズが47MB以上になるように切り上げます。

9. [OK]をクリックします。

新しいパーティションのサイズは、可能な最小サイズと、新しいパーティションに追加す
るファイルの合計バイト数によって決まります。残っている空き領域があれば、パーティ
ション内のデータに基づいて、2つのパーティションに比例配分されます。たとえば、2つ
のパーティションが2GBを使用している場合に、元 (左側 )のパーティションに700MBの
データを含め、新しい (右側 )のパーティションに300MBのデータを含めると、使用可能
な空き領域は1GBになり、元のパーティションには700MB、新しいパーティションには
300MBの未使用領域が配分されます。

パーティション情報の表示

選択したパーティションの状態と構造に関する情報を表示するには、[情報 ]を使用します。

1. 情報が必要なパーティションを選択します。
リモートエージェントが動作している場合は、リモートマシン上のパーティションに
関する情報を表示できます。

2. [操作 ]→ [情報 ]をクリックします。
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[パーティション情報 ]ダイアログボックスが表示されます。

さまざまな情報がタブ別に表示されます。特定のページを表示するには、タブを直接
クリックします。タブは、常にページの最上部に表示されています。各ページは、パー
ティションのファイルシステム別にまとめられています。

3. 見たいページのタブをクリックします。
各ページの内容については、この後で説明します。

4. 内容を確認したら、[閉じる ]をクリックします。

使用状況

[ディスク使用状況 ]ページは、FAT、FAT32、およびNTFSファイルシステムに関しての
み表示されます。このページには、次の情報がバイト単位、メガバイト単位、およびパー
セント単位で表示されます。

� [使用済み ] ― パーティション内の使用済み領域 (クラスタによる浪費領域を含む )
� [空き ] ― パーティション内の空き領域
� [不良 ] ― パーティション内の不良領域
� [合計 ] ― パーティションの総領域 ([使用済 ]、[空き ]、[不良 ]の合計 )

浪費クラスタ

[浪費クラスタ ]ページは、FATおよびFAT32ファイルシステムを使用しているパーティ
ションに関してのみ表示されます。

このページには次の情報が表示されます。
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� [現在のクラスタサイズ ] ― 現在のクラスタサイズ (バイト単位またはキロバイト単位
で表示 )

� [データ ] ― パーティションに格納されているデータ (バイト単位およびメガバイト単
位で表示 )

� [浪費 ] ― パーティション内の浪費領域 (バイト単位およびメガバイト単位で表示 )
� [合計 ] ― 使用済み容量の合計 (バイト単位およびメガバイト単位で表示 )。[データ ]と

[浪費 ]の合計

パーティション情報

[パーティション情報 ]ページは、すべての種類のパーティションに関して表示されます。
これには、空き領域と拡張パーティションも含まれます。このページには次の情報が表示
されます。

� [パーティションの種別 ]には、パーティションやファイルシステムの種別 (FAT、
FAT32、NTFSなど )が16進数とテキストで表示されます。16進数による区別は、パー
ティション種別を表す一般的な方法です。

� [シリアル番号 ]は、パーティションのファイルシステムでシリアル番号が使用されて
いる場合に表示されます。

ページの下段にはパーティションの物理情報が表示されます。

� [先頭物理セクタ ]には、パーティション開始位置の論理番号と場所 (シリンダ、ヘッド、
およびセクタ番地 )が表示されます。

� [最終物理セクタ ]には、パーティション終了位置の論理番号と場所 (シリンダ、ヘッド、
およびセクタ番地 )が表示されます。

� [物理セクタ総数 ]には、パーティションのセクタ数が表示されます。
� [物理ジオメトリ ]には、パーティションが置かれている物理ディスクの合計シリンダ
数、ヘッド数、セクタ数が表示されます。

ファイルシステム別の情報ページ

[パーティション情報 ]ダイアログボックスの最終ページは、選択したパーティションの
ファイルシステムによって変わります。たとえば、ファイルシステムがFATまたはFAT32
の場合は、[FAT情報 ]ページが表示され、NTFSの場合は [NTFS情報 ]ページが表示され
ます。

FAT情報

このページは、FATまたはFAT32ファイルシステムのパーティションに関して表示され
ます。

上段には次の情報が表示されます。

� [セクタ /FAT]には、各ファイルアロケーションテーブルに含まれるセクタ数と、選択
されたパーティションにあるファイルアロケーションテーブルの数が表示されます。
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� [ルートディレクトリの許容量 ]には、ルートディレクトリに指定できるエントリ数と
セクタ数が表示されます。FAT32のルートディレクトリは必要に応じて拡張できるた
め、FAT32パーティションの場合は何も表示されません。

� [先頭FATセクタ ]には、パーティション内のFAT開始位置の論理セクタ値が表示され
ます。

� [先頭データセクタ ]には、パーティション内のデータ部分開始位置の論理セクタ値が
表示されます。

中段には次の情報が表示されます。

� パーティション内にあるファイルのバイト数、ファイル数、および非表示ファイル
の数。

� パーティション内にあるディレクトリのバイト数、ディレクトリ数、および非表示ディ
レクトリの数。

下段の [FATエクステンション ]には、次の情報が表示されます。 
� OS/2拡張属性で使用されているバイト数、および拡張属性の影響を受けるファイル数
とディレクトリ数。

� ロングファイルネームに使用されるバイト数、およびロングファイルネームを使用し
ているファイル数とディレクトリ数。

NTFS情報

このページは、NTFSファイルシステムを使用しているパーティションに関して表示され
ます。上段には次の情報が表示されます。

� [NTFSバージョン ]は、NTFSのバージョン番号を表示します。NTFSバージョンはOS
のバージョンとは一致していません。たとえば、Windows NT 4.0はNTFS version 1.3
を使用します。

� [バイト /NTFSセクタ ]には、選択されたパーティション内の各論理セクタのバイト数
が表示されます物理セクタ単位のバイト数は常に512です。

� [クラスタサイズ ]には、選択されたパーティションにある各クラスタのサイズとセク
タ数が表示されます。

� [先頭MFTクラスタ ]には、マスターファイルテーブル (MFT)の先頭クラスタの論理番
号が表示されます。

� [ファイルレコードのサイズ]には、MFTのファイルレコードのサイズが表示されます。

下段に表示される情報は、Windows NTのCHKDSKでレポートされる内容と似ています。

� パーティション内のファイル数およびこれらに割り当てられているバイト数とクラス
タ数

� ファイルクラスタで浪費されているバイト数
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� インデックス (ディレクトリ )の数と、これらに割り当てられているバイト数とクラス
タ数

� ほかのシステム構造体で使用するために確保されているバイト数とクラスタ数

ディスクエラーのスキャン

MS ScanDiskは、Windows 9xおよびWindows Meに付属するユーティリティであり、
PartitionMagicから実行できます。ScanDiskはパーティションをスキャンしてエラーを検
査し、エラーがあれば修復します。[エラー診断 ]操作もエラーをスキャンしますが、FAT
またはFAT32のパーティションのエラーは修復しません。 

Windows NTを使用している場合は、PartitionMagicからScanDiskの代わりにNT CHKDSK
を実行する必要があります。CHKDSKの画面はScanDiskの画面と異なります。CHKDSK
の詳細については、Windows NTのマニュアルを参照してください。

1. エラーをスキャンするディスクを選択します。
ScanDiskでスキャンできるのは、ドライブレターが割り当てられているパーティショ
ンだけです。非表示パーティション、拡張パーティション、空き領域、またはアクティ
ブなオペレーティングシステムでサポートされていないファイルシステムのパーティ
ションはスキャンされません。

2. メニューバーの [操作 ]→ [MS ScanDisk] (または [NTチェックディスク ])をクリック
します。

[スキャンディスク ]ダイアログボックスが表示されます。

3. [チェック方法 ]ボックスで、[標準 ]または [完全 ]をクリックします。
[完全 ]を選択すると、不良セクタの検査が行われます。
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4. (必要に応じて ) [エラーを自動的に修復 ]をクリックします。

5. [開始 ]をクリックします。
ScanDiskが完了すると、[結果レポート ]ダイアログボックスが表示され、パーティ
ション上のエラー (検出された場合 )に関する情報とその他のディスク統計情報 (ディ
スクの総領域、不良セクタのバイト数、総アロケーション数など )が表示されます。

MS ScanDiskの詳細については、Windowsのヘルプを参照してください。
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第 章4

高度なディスクの操作

この章で説明する内容は次のとおりです。

� ドライブレターの変更

� 不良セクタの再診断

� パーティションの表示および非表示

� ルートディレクトリのサイズ変更 (FATのみ )

� アクティブパーティションの設定

� クラスタサイズの変更
63



64
ドライブレターの変更

[ドライブレターの変更 ]を使用すると、Windows NT/2000/XPで認識され、サポートされ
ているパーティションのドライブレターを変更できます。Windows 9xまたはWindows Me
が動作している場合は、この操作は利用できません。

1. ドライブレターを変更するパーティションを選択します。

2. [操作 ]→ [拡張 ]→ [ドライブレターの変更 ]をクリックします。
[ドライブレターの変更 ]ダイアログボックスが表示されます。

3. [新しいドライブレター ]ボックスに、パーティションに割り当てるドライブレターを
入力するか、選択します。

4. [OK]をクリックします。

不良セクタの再診断

[不良セクタの再診断 ]によって、FATまたはFAT32パーティション上で不良と診断された
セクタを検査し、使用可能な不良セクタを回復することができます。

FATまたはFAT32ファイルシステムでは、一定数のセクタをまとめたクラスタ単位でファ
イル保存用のディスク領域が割り当てられます。不良セクタもクラスタ単位で検索される
ため、クラスタ内の1つのセクタに問題がある場合もクラスタ全体が「不良」と診断され
ます。不良クラスタの有無は [情報 ]を使用して調べることができます。詳細については、
56ページの「パーティション情報の表示」を参照してください。

パーティションの移動やサイズ変更、またはクラスタのサイズを拡張する場合、新しいク
ラスタに一部でも不良と診断されたことがあるクラスタが含まれていると、実際には不良
セクタのないクラスタであっても「不良」と診断されます。同様に、クラスタのサイズを
縮小すると、不良クラスタが複数の不良クラスタに分割されてしまいます。このような作
業を行った後で不良セクタが報告された場合は、[不良セクタの再診断 ]を使って、不良と
診断されたセクタを回復できます。
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1. 再診断するパーティションを選択します。

2. [操作 ]→ [拡張 ]→ [不良セクタの再診断 ]をクリックします。
[不良セクタの再診断 ]ダイアログボックスに、不良と診断されたセクタを再診断して
不良セクタがない場合は回復するとの説明が示されます。

3. このまま診断を続けるには、[OK]をクリックします。
不良と診断されたセクタの中には、場合によって正常に機能しない不安定なセクタが
あります。[不良セクタの再診断 ]では、このような不安定なセクタは健全なセクタと
診断されます。これらのセクタが正常に機能しなかった場合は、データが失われる可
能性があります。最新のハードディスクでは、自動的に不良セクタを検出して不良セ
クタを再マップするため、一般的に不良セクタは見られません。最新のハードディス
クで不良セクタに関するエラーメッセージが返された場合は、ディスクを交換するこ
とをお奨めします。

パーティションの表示および非表示

[パーティションを非表示にする ]によって、好ましくないアクセスからパーティションを
保護できます。この操作はFAT、FAT32、およびNTFSのパーティションで実行できます。 

パーティションを非表示にした場合は、次にコンピュータを起動したときにそのパーティ
ションにドライブレターが割り当てられません。

1. 非表示にするパーティションを選択します。
リモートエージェントが動作している場合は、リモートマシン上のパーティションを
表示または非表示にできます。

2. [操作]→[拡張]→[パーティションを非表示] (または[パーティションを表示])をクリッ
クします。

Windows NT/2000/XPが動作している場合以外は、複数の基本パーティションを表示
にするとマシンが起動できなくなることがあります。

[パーティションを非表示にする ]ダイアログボックスに、ドライブレターが変更され
る可能性があるという警告メッセージが表示されます。

3. パーティションを非表示にする場合は、[OK]をクリックします。

Windows 9xおよびWindows Me上では、パーティションの表示および非表示によって他の
パーティションのドライブレターが変更されてしまうことがあります。これによって、コ
ンピュータの起動やアプリケーションの実行が不可能になる場合があります。そのような
場合のために、DriveMapperを使って、パーティションの表示または非表示の結果変更さ
れたドライブレター参照を自動的に更新することをお奨めします。
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ハードディスクに複数の基本パーティションがある場合は、デフォルトで1つのみ表示さ
れます。[アクティブ設定 ]を使用すると、選択された基本パーティションが表示され、他
の基本パーティションは非表示になります。複数の基本パーティションを表示することは
可能ですが、お奨めしません。

Windows NT/2000/XPでは、パーティションが自動的に非表示にはなりませんので、複数
の基本パーティションを表示状態にすることができます。注意： BootMagicを使用した場
合、デフォルトでは1つしか基本パーティションを表示させることができません。詳細に
ついては、BootMagicのマニュアルを参照してください。

ルートディレクトリのサイズ変更 (FATのみ )
[ルートのサイズ変更 ]を使用すると、FATパーティションのルートディレクトリに保存で
きる最大エントリ数を変更できます。ルートエントリの数は、パーティションの初期化時
に設定されます。サブディレクトリやFAT32パーティションの場合と異なり、数が自動的
に拡張されることはありません。Microsoftのロングファイルネームをルートディレクトリ
に使用している場合は、ルートエントリの数を増やすことも検討してください。この操作
の間に、パーティション内部のデータが破壊されることはありません。

1. ルートディレクトリのサイズを変更するパーティションを選択します。

2. [操作 ]→ [拡張 ]→ [ルートのサイズ変更 ]をクリックします。
[ルートサイズの変更 ]ダイアログボックスが現れ、使用されているエントリ数と現在
の最大数が表示されます。

3. [ 新しい容量 ] ボックスに、設定するルートディレクトリのエントリ数を入力するか、
選択します。

入力した数は現在のクラスタアラインメントを維持する値に丸められます。

4. [OK]をクリックします。
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ルートディレクトリの容量を増やしたときに、パーティションの先頭にある数ファイルを
移動してしまうことがあります。たとえば、DOS, Windows 95/98のオペレーティングシス
テムがインストールされている場合、IO.SYSやMSDOS.SYSなどのファイルを移動して
しまいます。ルートディレクトリが起動パーティションにあり、ルートディレクトリのサ
イズを変更した後で起動できなくなった場合は、SYS.COMを実行して、移動されたファ
イルをディスクの先頭に戻してください。

アクティブパーティションの設定

[アクティブ設定 ]を使用すると、あるパーティションをコンピュータの起動元であるアク
ティブパーティションとして設定できます。PowerQuestにはパーティションをアクティブ
にする方法が、PartitionMagic (Windows版または緊急用ディスク版 )、BootMagic、PQBoot
の複数あります。ここでは、PartitionMagicからアクティブパーティションを変更する方法
について説明します。

ハードディスク上で一度にアクティブにできるパーティションは1つだけです。また、パー
ティションからコンピュータを起動するためには、パーティションが最初のハードディス
クに存在し、そのパーティションにオペレーティングシステムがインストールされている
ことが必要です。コンピュータを起動すると、最初のハードディスクのパーティションテー
ブルが読み込まれ、アクティブなパーティションが検出されて、そのパーティションから
起動します。

重要： パーティションをアクティブにする前に、そのパーティションが起動可能なパー
ティションであることを確認します。パーティションが起動可能でない場合や、
起動可能かどうかがわからない場合は、必ず起動ディスクを用意しておいてくだ
さい。

パーティションにオペレーティングシステムをインストールする場合、パーティションを
アクティブにする必要があります。

パーティションの表示や非表示を行えないWindows 9xおよびDOSのFDISKプログラムと
は異なり、PartitionMagicではFAT、FAT32、およびNTFSの基本パーティションを非表示
にすることができます。他の基本パーティションを非表示にすることにより、複数のオペ
レーティングシステムのインストールや、アクティブに設定するパーティションの選択が
簡単になります。たとえば、Windows 95を使用しているシステムで、別のパーティション
にWindows NTをインストールする場合は、Windows 95のパーティションを縮小して、基
本パーティションをもう1 つ作成します。これをアクティブなパーティションとして設定
してから、Windows NTのインストールディスクからコンピュータを起動します。

1. アクティブに設定するパーティションを選択します。

2. コンテキストメニューの [操作 ]→ [拡張 ]→ [アクティブ設定 ]をクリックします。
(Windows NT/2000/XPのみ) IDEハードディスクとSCSIハードディスクが一緒に使用
されている場合は、先頭ディスクを起動ドライブとして認識するとは限りません。
Partition MagicはWindowsから報告された順序でドライブを表示します。その結果、
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起動デバイスがドライブ1、2などと表示されます。PartitionMagicは、アクティブパー
ティションが存在しないと間違って報告することもあります。 どのドライブが起動ド
ライブであるかを必ず確認しておいてください。

[アクティブパーティション設定 ]ダイアログボックスが表示されます。

3. [OK]をクリックします。

クラスタサイズの変更

[クラスタのサイズ変更 ]を使用すると、FATパーティションとFAT32パーティションのク
ラスタサイズを変更できます。クラスタのサイズを縮小すると、ハードディスクの浪費領
域を回復できる場合があります。

FATとFAT32パーティションでは、すべてのファイルが「クラスタ」と呼ばれる割り当て
単位で格納されます。パーティションの各ファイルには、最低1つのクラスタが割り当て
られます。クラスタのサイズは、パーティションのサイズによって決まります。パーティ
ションに格納されたファイルのサイズがパーティションのクラスタサイズのちょうど整数
倍であった場合を除き、ファイルには浪費領域が含まれます。パーティションが大きけれ
ばクラスタも大きくなり、浪費領域も増えます。詳細については、オンラインヘルプを参
照してください。

1. クラスタのサイズを変更するパーティションを選択します。

2. [操作 ]→ [拡張 ]→ [クラスタサイズの変更 ]をクリックします。
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[クラスタサイズの変更 ]ダイアログボックスが表示されます。

Partition Magicでは、各クラスタサイズについて以下の情報を表示します。

� 現在選択されているパーティションに対してそのクラスタサイズを選択した場合
に、どのくらいの領域が使用され、どのくらいの領域が浪費されるかを棒グラフと
パーセンテージによって示します。

� 浪費領域 (メガバイト単位 )

� パーティションサイズの許容範囲 (メガバイト単位 )などの情報

� クラスタサイズから要求されるパーティションがパーティションのデータやファイ
ルに対して小さすぎる場合は、[備考 ]列に「不適切」と表示されます。64KBのク
ラスタサイズはWindows NT/2000/XPでしか使用できないため、64KBクラスタサ
イズの [備考 ]列には「不適切」と表示されます。64KBクラスタサイズにすること
も可能ですが、お奨めしません。詳細については、23ページの「Windows NT/2000/XP
用64K FATクラスタを使用可能する」を参照してください。

[クラスタサイズの変更 ]ダイアログボックスの下部には、現在のクラスタサイズと新
規クラスタサイズ、および現在のパーティションサイズと新規クラスタサイズに基づ
いた新規パーティションサイズに関する情報が表示されます。

3. ダイアログボックスに表示されている情報に基づいて、使用する (使用可能な )クラス
タサイズを決定して、[新規クラスタサイズ ]ドロップダウンリストから選択します。
PartitionMagicでは、パーティションとクラスタのサイズに関し、オペレーティングシ
ステムおよびファイルシステムの制限に従っています。選択したパーティションに対
して、無効なクラスタのサイズを選択することはできません。

データベースやスワップファイルなど、サイズの大きい1つのファイルが格納された
パーティションに対して、最小のクラスタサイズを使用しないでください。
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小さいクラスタサイズを選択すると、パーティションのサイズも縮小され、パーティ
ションの隣接する位置に空き領域ができます。新しいパーティションを作成すること
によって、この空き領域を使用できます。

FAT16パーティションはクラスタサイズに合うように自動的にサイズ変更されます。

警告： Windows NTまたはWindows 2000で2GB以上4GB以内のディスクを使用
する場合のみ、64Kクラスタサイズを選択できます。

4. [OK]をクリックします。

クラスタサイズのデフォルト値

パーティションのクラスタサイズは、次の表に示すパーティションのサイズに基づいて、
DOSのFORMAT操作によって設定されます。

DOSおよびWindowsのFATクラスタサイズのデフォルト値
パーティションサイズ (MB) FATの種類 クラスタあたりの

セクタ数
クラスタサイズ

0-15 12ビット 8 4K
16-127 16ビット 4 2K

128-255 16ビット 8 4K
256-511 16ビット 16 8K

512-1,023 16ビット 32 16K
1,024-2,047 16ビット 64 32K
2,048-4,096 16ビット 128 64K*

* Windows NTおよびWindows 2000でディスク容量が2～4GBの場合のみ使用で
きます。

Windows 95 OSR2、Windows 98、Windows Me、および
Windows 2000のFAT32クラスタサイズのデフォルト値

パーティションサイズ (GB) クラスタあたりの
セクタ数

クラスタサイズ

0.256- 8.01 8 4K
8.02-16.02 16 8K

16.03-32.04 32 16K
> 32.04 64 32K
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第 章5

パーティションの変換

この章で説明する内容は次のとおりです。

� パーティションを変換する手順

� FATパーティションからFAT32への変換

� FATパーティションからNTFSへの変換

� FAT32パーティションからFATへの変換

� FAT32パーティションからNTFSへの変換

� FAT/FAT32パーティションから4K境界割り当てへの変換

� NTFSパーティションからFATまたはFAT32への変換

� パーティションの論理または基本パーティションへの変換
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パーティションを変換する手順

以下のファイルシステム形式を変換できます。

� FATパーティションをFAT32に
� FATパーティションをNTFSに (Windows NT/2000/XPのみ )
� FAT32パーティションをFATに
� FAT32パーティションをNTFSに (Windows 2000/XPのみ )
� FAT/FAT32を4K境界割り当てに
� NTFSパーティションをFATに
� NTFSパーティションをFAT32に

基本パーティションを論理パーティションに変換したり、論理パーティションを基本パー
ティションに変換することもできます。

重要： PartitionMagic を緊急用ディスクから実行している場合は、FAT または FAT32
パーティションをNTFSに変換することはできません。

重要： 圧縮ドライブのファイルシステム種別を変換することはお奨めしません。最初に
ドライブの圧縮を解除してから、変換を実行してください。

基本的な変換手順 (ステップ1～5)を以下に示します。ただし、各ファイルシステム種別
に対して、変換を開始する前に知っておく必要のある情報があります。変換手順を実行す
る前に、この章の対応する見出しを参照してください。

1. 変換するパーティションを選択します。

2. [操作 ]→ [変換 ]をクリックします。
[パーティションの変換 ]ダイアログボックスが表示されます。

3. [変換先 ]で、パーティションの変換後のファイルシステムを選択します。
変換するパーティションのファイルシステム形式によって、一部のオプションが淡色
表示になっている場合があります。
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パーティションを基本パーティションまたは論理パーティションに変換する場合は、
78ページの「パーティションの論理または基本パーティションへの変換」を参照して
ください。 

4. [OK]をクリックします。

FATパーティションからFAT32への変換
FAT32パーティションはFATパーティションより浪費ディスク領域が少なくなります。詳
細については、68ページの「クラスタサイズの変更」を参照してください。ただし、次の
点に注意してください。

� FAT32パーティションにあるファイルにアクセスするには、Windows 95 OEM Service
Release 2、Windows 98、Windows 2000、またはWindows XPが必要です。上記のオ
ペレーティングシステムのいずれかがマシンにインストールされていても、それ以外
のオペレーティングシステムを使用している場合はFAT32パーティションにアクセ
スできません。

� コンピュータの中には、すべてのメモリ内容をディスクに保存するレジューム機能(ス
リープモード )を備えているものもあります。この機能でFATパーティションが必要
となる場合があるため、FAT32に変換する前にコンピュータのマニュアルを参照する
か、メーカーに問い合わせてください。

� FAT32パーティションの最小推奨サイズは256MBです。

このプロセスの手順は、72ページに示されています。

FATパーティションからNTFSへの変換
この変換はWindows NT、Windows 2000、Windows XPでのみ可能です。

[FATからNTFSへの変換 ]を実行すると、FATパーティションをNTFSに変換するための
Microsoft Convertユーティリティが起動します。この変換を行うには、Windows NT/2000/
XP上で動作している必要があります。この変換は緊急用ディスクからは実行できません。

複数のOSを起動する場合、FATからNTFSへの変換は慎重に行う必要があります。NTFS
にアクセス可能なのはWindows NT/2000/XPのみであり、DOSやWindows 9x、または
Windows Meを起動すると、変換したパーティションのデータにはアクセスできません。

[OK]をクリックした後、未実行の操作がなく、Windows 2000がパーティションをロックで
きる (開いているファイルがない )場合は、FATパーティションが変換されます。未実行の
操作がある場合は、まずそれらの操作を適用した後で、FATからNTFSへの変換を実行して
ください。操作を適用しないと、FATファイルの変換前に変更を適用するかどうか尋ねる
メッセージが表示されます。変更を適用して変換を行う場合は、[OK]をクリックします。
PowerQuest PartitionMagic 73



74
開いているファイルがある場合は、変換ユーティリティがドライブに排他アクセスできな
いことを示すメッセージが表示され、即座に変換を行うかどうか尋ねられます。「Y」と入
力すると、コンピュータはシャットダウンし、変換は再起動時に行われます。

FAT32パーティションからFATへの変換
FATファイルシステムによりファイル記憶装置にディスク領域を割り当てる仕様であるた
め、この変換を完了するには、パーティションには少なくとも300～400MBの未使用領域
が必要です。FATパーティションは2GBに制限されているため、パーティションは約1.7GB
以下のデータを持つ必要があります。コマンドがダイアログボックスで淡色表示されてい
る場合は、一部のデータを削除して変換を有効にする必要があります。

FAT32パーティションに2GBを超えるデータが収められている場合、このメニューコマン
ドは淡色表示になります。パーティションサイズが2GBより大きく、収められているデー
タが2GB未満である場合は、パーティションを変換してもデータは失われません。ただ
し、新しいパーティションは2039MBになります。

この時点で、ルートディレクトリのエントリ数が多すぎるというPartitionMagicのメッセー
ジが表示されることがあります。これは、FAT32パーティションの場合と異なり、FATパー
ティションでは、ルートディレクトリに格納できるエントリに上限があるためです。この
場合、ルートディレクトリにあるファイルの一部を別の場所に移動またはコピーし、変換
を再開します。

FAT32パーティションからNTFSへの変換
この変換はWindows 2000、Windows XPでのみ可能です。

[FAT32からNTFSへの変換 ]を実行すると、FAT32パーティションをNTFSに変換するた
めのMicrosoft Convertユーティリティが起動します。この変換を行うには、Windows 
2000/XP上で動作している必要があります。

DOS、Windows 9x、またはWindows Meを起動した場合、NTFSパーティションのデータ
にはアクセスできません。

このプロセスの手順は、72ページに示されています。

[OK]をクリックした後、未実効の操作がなく、Windows 2000/XPがパーティションをロッ
クできる (開いているファイルがない )場合は、FAT32パーティションが変換されます。未
実行の操作がある場合は、まずそれらの操作を適用した後で、FAT32からNTFSへの変換
を実行してください。操作を適用しないと、FAT32パーティションの変換前に変更を適用
するかどうか尋ねるメッセージが表示されます。変更を適用して変換を行う場合は、[OK]
をクリックします。
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開いているファイルがある場合は、変換ユーティリティがドライブに排他アクセスできな
いことを示すメッセージが表示され、即座に変換を行うかどうか尋ねられます。「Y」と入
力すると、コンピュータはシャットダウンし、変換は再起動時に行われます。

FAT/FAT32パーティションから4K境界割り当てへの変換 
NTFSパーティションとは異なり、FATまたはFAT32パーティションの最初のクラスタは、
パーティションの先頭には配置されません。代わりに、すべてのFATクラスタは、システ
ム領域に指定されたセクタグループの後に置かれます。このシステム領域に必要なセクタ
数は可変であるため、最初のクラスタは特定の境界に割り当てられないことがあります。

FATまたはFAT32からNTFSへの変換操作中に、システム領域内のすべてのセクタはクラ
スタに変換される必要があります。作成されるNTFSパーティションのクラスタサイズは、
システム領域内のセクタ数に依存します。システム領域内のセクタ数が8の倍数の場合、
NTFSのクラスタサイズは最大4Kまで可能です (8セクタx512バイト /セクタ=4K)。セク
タ数が8の倍数でない場合、NTFSへの変換では、より小さいセクタサイズを使用する必
要があります。

FATまたはFAT32のパーティションを4K境界割り当てに変換する場合、操作処理ではシ
ステム領域内のセクタ数を診断し、セクタ数が8の倍数かどうかを確認します。セクタ数
が8の倍数でない場合、システム領域内のセクタ数をパディングして値を調整し、それに
合わせてすべてのデータクラスタを移動します。これにより、後でパーティションをNTFS
に変換する場合、作成されるNTFSパーティションが4Kクラスタを持つことができます。

NTFSパーティションからFATまたはFAT32への変換
NTFSパーティションからFATへの変換では、DOSまたはWindows 9x/Me/NT/2000/XPか
らパーティションの内容を表示できます。

NTFSパーティションからFAT32への変換では、Windows 95b/98/Me/2000/XPからパーティ
ションの内容を表示できます。ただし、FAT32パーティションは Windows 95aおよび
Windows NTではアクセスできません。

重要： NTFSからFATに変換すると、ファイルシステム固有の情報が失われます。詳細
については、76ページの「FATまたはFAT32に変換するときに失われるNTFS情
報」を参照してください。

変換に失敗した場合は、76ページの考えられる原因の一覧を参照してください。
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NTFSパーティションからFATまたはFAT32への変換についての制限
NTFSは、FATやFAT32より更に拡張されたファイルシステムです。そのため、パーティ
ションで使用するNTFSの機能、データタイプ、およびパーティションサイズによって、
変換を完了できない場合もあります。

エラーメッセージが返され、変換が停止した場合は、一般的に次のような原因が考えられ
ます。

� 変換対象のファイルシステムが現在のパーティションサイズに合っていません。
FAT32パーティションは256MBより大きくなければなりません。また、FATパーティ
ションは2GB未満でなければなりません。

� メモリ上に残された、NTFS パーティションのデータが、まだハードディスクに書き
込まれていません。

� Windows 2000/XPのNTFSパーティションには、圧縮ファイル、スパース(無駄なブロッ
クを含む )ファイル、リパースポイント、または暗号化ファイルが含まれています。こ
のような場合、スパースファイルを解凍または移動 (または削除 )して変換を繰り返す
ことができます。

� ファイルシステムに、クラスタの損失やファイルのクロスリンクなどのエラーが発生
しています。問題を解決してから、変換をやり直してください。

� パーティション上で変換に必要な一時領域が不足しています。変換の最後の手順が完
了するまでの間、NTFSシステムファイルとFAT32システムファイルの両方が必要に
なります。更に、NTFSのFRSには外部クラスタに移動して保存する必要のあるデー
タが含まれています。

FATまたはFAT32に変換するときに失われるNTFS情報
パーティションで使用する機能、データタイプ、およびパーティションサイズによっては、
NTFSからFATまたはFAT32への変換が完了した後で、データや機能が失われる度合いに
ついて警告が表示される場合があります。

警告 説明

エラー 変換は不可能です。変換するパーティションがNTFSの拡張機能を使
用しているため、予想外のデータや機能の損失が発生する場合があり
ます。次のような場合にエラーが表示されます。

� いずれかのファイルに複数のデータストリームがあります。
� リンク

� 拡張属性

� ファイルのユーザー定義属性

� デバイスエントリ

� ボリュームに無駄なブロックを含むファイルが存在します。不良

セクタファイル以外の、無駄なブロックを含むファイルは、変換
停止の原因になります。
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警告 変換は可能です。変換の警告はエラーほど重大ではありませんが、FAT
やFAT32でサポートしていないNTFS固有の機能が失われる場合があ
ります。この警告は、次のような場合に表示されます。

� ディスク使用割り当て - NTFSでは、ユーザー用のディスク領域の
大きさを制限する機能がサポートされています。変換後には、す
べてのユーザーがすべてのハードディスク領域にアクセスできる
ようになります。

� アクセスコントロールリスト - ファイルにアクセスできる全ユー
ザーの一覧を保持するファイル属性です。変換後には、すべての
ユーザーがすべてのファイルにアクセスできます。

� アクセスコントロールリストの索引 - 特定のアクセス権限が割り
当てられているすべてのファイルのリストです。変換後には、す
べてのユーザーがすべてのファイルにアクセスできます。

� FASTインデックスファイル - このファイルはWindows 2000で作
成される場合があります。変換後には、キーワードの索引すべて
が失われます。

� 旧バージョンのファイル - NTFSにはファイルの各バージョンを
保存する機能がありますが、ファイルの現バージョンのみが変換
されて保存されます。

警告なし 変換は可能です。ただしファイルに与えられる機能は、NTFSパーティ
ションの場合は、FAT/FAT32よりも多くなります。Windows NT 4.0を
使用してNTFSパーティションからFATパーティションにファイルを
コピーした場合は、失われる機能に関する警告は表示されません。ま
た、変換されない特定の機能に関する警告も表示されません。それは
次のような機能です。

� NTFSによって内部でのみ使用される標準ジャーナルファイル - 
このファイルはNTFSファイルシステムに加えられた変更のトラ
ンザクションログです。変換後には、ジャーナルファイルは失わ
れます。

� NTFS独自のファイル属性 - NTFSおよびFATには、[読み取り専
用 ]、[アーカイブ ]、[隠しファイル ]、[システム ]などの標準ファ
イル属性があります。NTFSでは、これ以外に追加ファイル属性
を設定可能です。変換後には、そのような追加ファイル属性は失
われます。

警告 説明
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パーティションの論理または基本パーティションへの変換 
ハードディスクの基本パーティション数が制限に達してしまい、基本パーティションを論
理パーティションに変更する必要が生じる場合もあります。論理パーティションを作成す
ると、自動的に拡張パーティションに置かれます。その拡張パーティション内に更に論理
パーティションを作成し、ディスクの最大パーティション数を増やすことができます。

オペレーティングシステムをインストールするために、論理パーティションを基本パー
ティションに変換する場合があります。起動可能パーティションにできるのは基本パー
ティションだけです。

重要： アクティブな基本パーティション (たとえば、Windows NT/2000システムパーティ
ション )を論理パーティションに変換すると、コンピュータがハードドライブから
起動しなくなります。

1. ツールバーにある [ディスク ]ドロップダウンリストから、変換するパーティションが
あるディスクを選択します。

2. ディスクマップ、パーティションリスト、またはツリービューで、変換するパーティ
ションを選択します。

3. ツールバーの [操作 ]→ [変換 ]をクリックします。
[パーティションの変換 ]ダイアログボックスが表示されます。

警告なし
(続き )

� NTFS独自のファイルの日付 - 最終更新日はFATの日付に変換さ
れます。変換後には、作成日、最終アクセス日、および最終更新
日 (ただし日付の変更のみ )が失われます。

� 信頼性の高い変更ジャーナル - このジャーナルファイルは
Windows 2000における新機能です。変換後には、このファイルは
失われます。

警告 説明
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4. [基本 ]または [論理 ]をクリックします。

5. [OK]をクリックします。

選択した基本パーティションと既存の論理パーティションの間にほかの基本パーティショ
ンがある場合は、基本パーティションを論理パーティションに変換することができません。

変換すると基本パーティションの数が4つを超えてしまう場合、またはパーティションの
左側に1つまたは複数の論理パーティションがあり右側に1つまたは複数の論理パーティ
ションがある場合は、論理パーティションを基本パーティションに変換することができま
せん。
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第 章6

ウィザードの使用

この章で説明する内容は次のとおりです。

� 概要

� ウィザードの実行

� 新規パーティションの作成ウィザード

� パーティションサイズの変更ウィザード

� 空き領域の再配置ウィザード

� パーティションの結合ウィザード

� パーティションのコピーウィザード
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概要

PartitionMagicには、一般的な作業を行うためのウィザードが5つ用意されています。ウィ
ザードは、[操作 ]メニューを使用して手動で作業を行うのに代わる、別の方法を提供します。

ウィザードの実行

ウィザードを実行するには2つの方法があります。

� メニューバーを使う場合は、[ウィザード ]をクリックし、実行したいウィザードをク
リックします。

� または、PartitionMagicのメインウィンドウで目的のウィザードのアイコンをクリック
します。ウィザードアイコンがメインウィンドウで表示されていない場合は、[表示 ]
→ [ウィザードボタン ]をクリックします。

変更設定の適用

ウィザードが完了すると、入力した変更設定がメインウィンドウのディスクマップとパー
ティションリストに反映されます。ただし、実際に適用するまでは変更はシステムに反映
されません。

ウィザードを使って入力した変更を適用 (またはキャンセル )するには 3つの方法があり
ます。

� ツールバーの をクリックして変更を適用するか、ツールバーの をクリック
して変更を元に戻します。

� [一般]→[変更の適用] (または[すべての変更の破棄]または[最後の変更を元に戻す])を
クリックします。

� メインウィンドウの下部にある [変更の適用 ]または [最後の変更を元に戻す ]アイコン
をクリックします。アイコンがメインウィンドウの下部に表示されていない場合は、
[表示 ]→ [ウィザードボタン ]をクリックします。

1つのウィザードを実行してから、別のウィザードを実行するかまたは他のパーティショ
ン操作を行った後で変更の適用 (または変更の破棄 )を行うと、すべての未実行の変更を一
度に適用または破棄することができます。

ウィザードアイコンを非表示にする

PartitionMagicのメインウィンドウの下部にあるウィザードボタンの表示 /非表示を切り替
えることができます。ウィザードボタンを非表示にすると、パーティションリストの表示
領域が広くなります。

1. [表示 ]→ [ウィザードボタン ]をクリックします。

選択した設定は、リセットするまで有効になります。
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新規パーティションの作成ウィザード

新規パーティションの作成ウィザードは、新しい基本または論理パーティションを作成し
ます。

新しいパーティションを作成する場合は、次の点に注意する必要があります。

� 新しいパーティションを作成するとドライブレターが変更される場合があります。た
とえば、ハードドライブ上に1つの基本パーティション (C:)がありCD-ROMドライブ
が1つ (D:)あるときに、ハードドライブに新しい論理パーティションを作成すると、
コンピュータの再起動後は新しいパーティションがD:となり、CD-ROMドライブが
E:に変わります。その結果、ハードドライブ上のプログラムでCD-ROMにリンクさ
れていたものは、ファイルのパスが変わってしまったため動作しなくなる可能性があ
ります。このような場合、DriveMapperを実行してエラーを修復できます。

� 新しいパーティションに対して選択したファイルシステムによって、そのパーティ
ションにアクセス可能なオペレーティングシステムシステムが決まります。ウィザー
ドのダイアログボックスに、選択した項目に関する情報が表示されます。たとえば
FAT32パーティションの作成を選択した場合、FAT32パーティションはWindows 95
OEM Service Release 2、Windows 98、Windows Me、およびWindows 2000で使用さ
れるがWindows 3.xおよびDOSではそれにアクセスできない旨がウィザードによって
表示されます。ダイアログボックスに表示される情報には十分注意してください。誤っ
てデータにアクセスできなくなるような事態も考えられます。

� Windows NTをインストールする前に、Windows NTが認識するすべてのパーティショ
ンがシリンダ1024よりも前で終わっていることを確認してください。そうでないと、
Windows NTをインストールすることができず、すべてのパーティションが壊れてい
るというメッセージが表示されます。すべてのパーティションをサイズ変更および移
動できない場合は、MicrosoftのWebサイトにある記事 ID:Q197667を参照し、最新の
ドライバを入手してから、Windows NTをインストールする必要があります。

� ウィザードから変更を適用してコンピュータを再起動すると、オペレーティングシス
テムによって新しいパーティションにドライブレターが割り当てられます。この段階
で、新しいパーティションにデータを保存したりオペレーティングシステムをインス
トールすることができます。

新しく作成した基本パーティションにオペレーティングシステムをインストールする場合
は、38ページの「新しいオペレーティングシステムのインストール」を参照してください。
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パーティションサイズの変更ウィザード

パーティションサイズの変更ウィザードはパーティションのサイズを変更するために使用
します。このウィザードでは、その結果が同じディスクの他のパーティションにどのよう
に影響するかを指定することができます。たとえばパーティションC:とD:があり、C:の
サイズを大きくする場合、D:の領域をC:に割り当てることができます。

ウィザードを使用せずにパーティションのサイズを変更する方法については、28ページの
「パーティションのサイズ変更と移動」を参照してください。

空き領域の再配置ウィザード

空き領域の再配置ウィザードは、ハードディスク上の空き領域が各パーティションで同じ
になるように、空き領域を再配置します。空き領域とは、パーティション内の未使用領域
や、どのパーティションにも割り当てられていない領域を意味します。

1つのハードディスク上の空き領域を一度に再配置することができます。複数のディスク
にまたがって空き領域を再配置することはできません。

ウィザードを使用せずに空き領域を再配置する方法については、28ページの「パーティ
ションのサイズ変更と移動」を参照してください。

パーティションの結合ウィザード

パーティションの結合ウィザードは、2つの隣接するFAT、FAT32、またはNTFSパーティ
ションを結合するために使用します。2つのパーティションを選択すると、最初のパーティ
ションが拡大されて2番目のパーティションを取り込みます。2番目のパーティションの内
容は、最初のパーティションにフォルダとして追加されます。

パーティションを結合したら、DriveMapperを実行してドライブレターの参照を更新する
ことをお奨めします。ウィザードは、DriveMapperを自動的に実行するようにユーザーを
促します。

パーティションのコピーウィザード

パーティションのコピーウィザードは、パーティションを複製するために使用します。コ
ピーされたパーティションは、元のパーティションと同じサイズ、同じファイル種別で、
同じデータを含んでいます。パーティションのコピーは、コピー先のハードディスクと空
き領域を指定して実行します。必要に応じて、ウィザードは隣接するパーティションのサ
イズを変更して、コピーを実行するために十分な領域を作成します。
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第 章7

PartitionMagic Proの機能
この章では、PartitionMagic Proでのみ利用できる以下の機能について説明し
ます。

� リモートエージェント

� スクリプト処理

� コマンドラインスイッチ
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リモートエージェント

重要： リモートエージェントはPartitionMagic Proでのみ利用可能です。PartitionMagic
の市販版では回線機能は実行できません。

リモートエージェント (RA)は、リモートマシン上で動作するDOSアプリケーションであ
り、PartitionMagicはTCP/IP接続を使用して回線経由でリモートエージェントにアクセス
できます。リモートエージェントを使用すると、以下のことが可能です。

� リモートエージェント起動ディスクが動作しているリモートマシンと、PartitionMagic
が動作しているWindowsマシンの間で、パーティションをコピーまたは移動する。

� リモートパーティションを削除する。

� リモートパーティションを作成する。

� リモートパーティションの状態を診断する。

過大なネットワークトラフィックが生じるため、リモートエージェントを使用してリモー
トマシン上の1つのハードディスクから同じマシン上の別のハードディスクにパーティ
ションをコピーまたは移動することはできません。

3段階の手順
[一般 ]メニューの [リモートエージェントの接続 ]コマンドの使用は、次の3段階の手順か
らなります。

1. Boot Disk Builderプログラムを使用してリモートエージェント起動ディスクを作成し
ます。詳細については、87ページの「リモートエージェント起動ディスクの作成」を
参照してください。

このディスクを使用してリモートマシンを起動することにより、PartitionMagicが動作
するコンピュータがリモートマシンと通信できるようになります。

2. 手順 1で作成したリモートエージェント起動ディスクを使用して、リモートマシンを
起動します。詳細については、91ページの「リモートエージェント起動ディスクの使
用」を参照してください。

3. [リモートエージェントの接続 ]オプションを使用して、PartitionMagicが動作している
マシンからリモートマシンにアクセスします。詳細については、92ページの「リモー
トマシンにアクセスする」を参照してください。

これで、Windowsマシンとリモートマシンの間で操作を行うことが可能になります。メイ
ンウィンドウの左側のツリービューとパーティションリストにリモートドライブ上のパー
ティションが表示され、ローカルパーティションと同様に選択できます。
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リモートエージェント起動ディスクの作成

リモートエージェントを実行するには、リモートエージェント起動ディスクを作成する必
要があります。このディスクは、Boot Disk BuilderまたはDOSバッチファイルで作成でき
ます。

Boot Disk Builder

Boot Disk Builderを使って、リモートエージェントを実行するための起動ディスクを作成
できます。Boot Disk Builderは、PartitionMagic Proのインストール時にインストールされ
ます。PartitionMagicの市販版では、リモートエージェントは利用できません。

1. Windowsのタスクバーから、[スタート ]→ [プログラム ]→ [PowerQuest PartitionMagic
Pro 7.0]→ [Boot Disk Builder]をクリックします。

2. Boot Disk Builderウィンドウで、[次へ ]をクリックします。
既に作成して保存した設定ファイルを使用するために、Boot Disk Builderのメイン画
面から [ファイル ]→ [設定のロード ]をクリックし、使用する設定ファイル (*.BDC)を
選択して、[開く ]をクリックします。
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3. ネットワークアダプタが表示されている場合は、手順 7に進みます。ネットワークア
ダプタが表示されていない場合は、[追加 ]をクリックします。ネットワークアダプタ
のドライバ情報ファイル(*.INF)を指定して、[次へ ]をクリックし手順4を続行します。

4. リストから 1つまたは複数のネットワークアダプタを選択して、[次へ ]をクリックし
ます。

5. Novell NetWare DOSクライアントのドライバファイルを指定し、[次へ ]をクリックし
ます。

6. [完了 ]をクリックします。

7. 使用するネットワークアダプタをリストボックスから選択します。
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8. [次へ ]をクリックします。

9. DHCPサーバーを使用する場合は、[DHCPサーバーから IPアドレスを取得します ]を
クリックします。この場合、ネットマスクとデフォルトゲートウェイは自動的に提供
されます。

DHCPサーバーがない場合は、IPアドレスとサブネットマスクを指定します。

ネットワークのフレームタイプとして、Ethernet IIが表示されます。
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10. [次へ ]をクリックします。

11. DOS 起動ディスクを作成するドライブレターをクリックするか、[ 起動ディスクの内
容をフォルダにコピーします ]をクリックしてフォルダのフルパスを指定します。

12. 初期化済みのディスクを挿入します。
起動ディスクが既にあり、Boot Disk Builderに付属のCaldera DOSファイルの代わり
に通常のDOSファイルを使用したい場合は、次の手順を実行します。

a. 起動ディスクを挿入し、[ツール ]→ [DOS参照ディスクのロード ]→ [A:から ]をク
リックします。挿入した起動ディスクのファイルが、Boot Disk Builderのインス
トール先のREFDISKディレクトリにコピーされます。リモートエージェントに必
要なファイル以外でファイルが多すぎる場合は、CONFIG.SYSファイルと
CONFIG.SYSファイルで起動されるドライバ以外をすべて削除できます。

b. ダイアログボックスの下部にある [DOSファイルの参照ディスクの使用 ]を選択し
ます。

c. 起動ディスクを取り出して、リモートエージェント起動ディスクとして使用する
フォーマット済みディスクを挿入します。最初に挿入した起動ディスクを取り出
さないと、Boot Disk Builderはその上にファイルを上書きしてしまいます。

13. 後で使用するために選択内容を保存しておくには、[ファイル ]→ [設定の保存 ]をク
リックし、ファイルに名前を付けて保存します。
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14. 選択した内容を変更する場合は、[戻る ]をクリックします。変更する必要がなければ、
[完了 ]をクリックして起動ディスクを作成します。
選択したネットワークインターフェイスカードによっては、ネットワークファイルと
リモートエージェントファイルに2枚のディスクが必要な場合があります。2枚目の
ディスクが必要な場合は、メッセージが表示されます。

起動ディスクが作成が終了したら、別の起動ディスクを作成することができます。

起動ディスクを使用すると、リモートエージェントが起動し、IPアドレス設定を指定でき
ます。それにより、�回線を通じた �操作が可能になります。

起動ディスクのファイル

リモートエージェント起動ディスクには、以下のファイルが含まれています。

リモートマシンに起動可能パーティションがある場合は、起動ディスクからそのパーティ
ションにファイルをコピーして、ハードディスクからリモートエージェントをDOSの下で
実行することもできます。

リモートエージェント起動ディスクの使用

1. リモートマシンのフロッピードライブにリモートエージェント起動ディスクを挿入し
て、マシンを起動します。

[Remote Agent]ダイアログボックスが表示されます。リモートエージェントは
Windowsマシン上のPartitionMagicからの接続を待っています。

リモートマシンの IPアドレスの指定

リモートマシン上で最初にリモートエージェントを実行するときには、ネットワークの環
境設定を指定しなければならないことがあります。

1. [Remote Agent]ダイアログボックスで、[Settings]をクリックします。

2. DHCPサーバーを使用する場合は、[Obtain an IP address from DHCP Server]をクリッ
クします。

� NICドライバ
� AUTOEXEC.BAT
� COMMAND.COM
� CONFIG.SYS
� HIMEM.SYS
� IBMBIO.COM
� KICKNIC.COM
� LSL.COM

� MOUSE.COM
� MOUSE.INI
� NET.CFG
� PING.EXE
� RA.EXE
� RAHELP.TXT
� WATTCP.CFG
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または、[Specify an IP address]をクリックし、静的なローカルアドレス、ネットマ
スク、およびデフォルトゲートウェイを入力します。

3. [Save]をクリックします。 
[Local Settings]ダイアログボックスで指定した情報は、起動ディスクのWATTCP.CFG
ファイルに保存されます。

これでリモートエージェントが使用可能になり、Windowsマシン上のPartitionMagic Proか
らの接続を待ちます。接続が確立されると、Windowsマシンからパーティションのコピー
などの操作をリモートマシンに送信できます。

リモートマシンにアクセスする

リモートエージェント起動ディスクを使ってリモートマシンを起動すると、Windowsマシ
ン上のPartitionMagic Proからリモートマシンにアクセスできるようになります。

1. WindowsマシンからPartitionMagic Proを起動します。

2. [一般 ]→ [リモートエージェントの接続 ]をクリックするか、ツールバーの をク
リックします。

3. リモートエージェントが動作しているマシンのローカル IPアドレスを入力します。

4. [接続 ]をクリックします。

5. リモートマシン上で実行する操作を選択します。
メニュー上で淡色表示になっている操作は実行できません。
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スクリプト処理

PowerQuest PartitionMagic Proスクリプトを使用してコンピュータ上のパーティションと
ボリュームを変更できます。スクリプトとは、実行する処理操作を定義したテキストステー
トメントが記述されているASCIIテキストファイルです。ScriptBuilderまたはテキストエ
ディタを使用して、スクリプトファイルを作成できます。 

スクリプト処理の詳細については、PartitionMagic Proオンラインヘルプ、または
PartitionMagic Pro CDのDocsフォルダにあるPMSCRIPT.PDFファイルを参照してください。

緊急用ディスクからのスクリプトの実行

PartitionMagic Proを使用している場合は、緊急用ディスクの内容を修正してPartitionMagic
がスクリプトファイルで自動的に実行されるようにできます。

1. PartitionMagic 7.0ディスク1にあるAUTOEXEC.BATファイルを開きます。

2. PQMAGICを含む行を次のように編集します。「SCRIPT.TXT」は実行したいスクリプ
トファイルの名前で置き換えてください。

PQMAGIC /CMD=SCRIPT.TXT

重要： PQMAGICコマンドを含む行の最後にはハードリターンを入れないでくださ
い。AUTOEXEC.BATファイルにそれ以外の変更を加えてはなりません。

3. AUTOEXEC.BATファイルを保存します。

4. AUTOEXEC.BATファイルをPartitionMagic 7.0ディスク2とディスク3にコピーし
ます。

このファイルの内容は2枚のディスク上で同じにする必要があります。内容が違って
いる場合、PartitionMagicが正しく動作しません。

1枚目のディスクから起動すると、PartitionMagicは指定されたスクリプトファイルを
実行します。スクリプトの詳細については、PartitionMagicヘルプを参照してください。

コマンドラインスイッチ

PartitionMagic Proには、PartitionMagicの市販版で提供されるコマンドラインスイッチに
加え、ここで説明するコマンドラインスイッチがあります。

PartitionMagicの市販版とPro版でサポートするスイッチの一覧については、8ページの「コ
マンドラインスイッチ」を参照してください。

次のコマンドラインオプションは、特に断りがない限り、Windows版とDOS (緊急用ディ
スク )版のPartitionMagic Proでサポートされます。複数のオプションを指定する場合、そ
の順序は重要ではありません。
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スイッチ 説明

/CMD スクリプトファイル名をプログラムに渡すために使用されるパラメー
タです。たとえば、PQMAGIC /CMD=script.txtは、PartitionMagic
を起動し、script.txtと呼ばれるスクリプトを実行します。

/ERR 重要： /ERRパラメータは、PartitionMagic Proの緊急用ディスクバー
ジョンでのみ使用できます (PQMAGIC.EXE)。

エラーパラメータは、プログラムがエラー終了した場合に作成される
ファイルを指定するために使用します。多くの操作では、スクリプト実
行の後にマシンを再起動する必要があるため、PartitionMagic内のエ
ラーメッセージを常に表示できるわけではありません。/ERRスイッチ
を指定してプログラムがエラーで終了すると、/ERRで指定したファイ
ルにエラー番号が置かれます。PartitionMagicがエラーなしで終了した
場合、/ERRパラメータを指定したとしても、そのエラーファイルは削
除されます。このパラメータを使うと、エラーファイルの有無を調べる
プログラムを作成して、スクリプトの実行に成功したかどうかを判断で
きます。/ERRスイッチの代わりに /LOGスイッチを使用すると、発生
するエラーはエラーの説明と一緒にログファイルに表示されます。前述
のパラメータとともにエラーパラメータを使用する構文は、次のとおり
です。

PQMAGIC /CMD=SCRIPT.TXT /LOG=RESULTS.FIL 
/ERR=ERROR.FIL

/LOG スクリプトからプログラムを実行する場合は、すべての処理をログに記
録しておくようにしてください。/LOGパラメータは、/CMDパラメー
タを使ってスクリプト実行中の内容を正確に調べるときに最も有用で
す。/LOGパラメータを使用して、スクリプトコマンドのすべての実行
結果を出力するログファイル名を指定します。指定したファイルには、
実際にキーボードから入力してプログラムを実行したかのように、各コ
マンドとそのコマンドの結果が出力されます。 

RESULTS.FILというログを指定する場合、コマンドラインは次のよう
になります。

PQMAGIC /CMD=SCRIPT.TXT /LOG=RESULTS.FIL

重要： ログファイルが作成されたパーティションを変更しないでく
ださい。ログファイルは、PQMAGICを実行したパーティショ
ン上に作成されます。このパーティションを変更する場合は、
/LOGスイッチを使用しないでください。/LOGスイッチを使
用すると、パーティションが損傷します。
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/NRF このパラメータを使用してファイル名を指定すると、そのファイルが存
在する場合、スクリプトの実行を中止できます。このパラメータをログ
インスクリプトまたは autoexec.batに指定するとにより、プログラムが
2回実行されるのを避けることができます。/LOGファイルまたは /ERR
ファイルを指定した場合、/NRFパラメータによってこれらのファイル
が検索され、ファイルが存在するとプログラムは実行されません。たと
えば、/ERRオプションが含まれた前述のパラメータを使用してスクリ
プトを実行すると、プログラムは既に一度実行されているので、
RESULT.FILが存在する場合、次に示す構文によりプログラムの実行を
中止できます。

複数のファイルの有無を調べる必要がある場合は、/NRFパラメータを
コマンドラインで複数回使えます。

PQMAGIC /CMD=SCRIPT.TXT /LOG=RESULTS.FIL 
/ERR=ERROR.FIL /NRF=RESULTS.FIL 

/SCO このパラメータは、スクリプトの構文をチェックするために使います。
このパラメータによって、操作が実行される前に常にパーティションが
選択されていることが確認され、すべてのスクリプトコマンドの構文が
チェックされます。選択されたパーティションステートメントで指定さ
れているボリュームラベルが一意かどうかもチェックされます。実際に
スクリプトが実行されることはありません。構文チェックでは、移動す
る領域がないのにパーティションを移動しようとしたといった論理エ
ラーを検出しません。

このパラメータは、必要に応じて /LOGファイルと一緒に使用できます。
構文チェックが正しく行われた場合は、それを示すステートメントが表
示されます。/SCOパラメータの使用方法は以下のとおりです。

PQMAGIC /CMD=SCRIPT.TXT /SCO

スイッチ 説明
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第 章8

PartitionMagicユーティリティの
使用

この章で説明する内容は次のとおりです。

� DriveMapperによるドライブレター参照の変更

� PQBootによる起動可能パーティションの変更
97



98
DriveMapperによるドライブレター参照の変更
パーティションを作成、結合、削除、非表示、または表示すると、ドライブレターが変更
される場合があります。その場合、アプリケーションのショートカット、初期設定ファイ
ル、およびレジストリ項目が誤ったドライブを参照するため、アプリケーションが動作し
なくなります。DriveMapperは、ドライブレターの参照を簡単に更新できるようにするウィ
ザードです。 

重要： DriveMapper は、ドライブレターの割り当てを変更しません。オペレーティング
システムに割り当てられたドライブレターへの参照を変更するだけです。

DriveMapperは、次の条件がすべて満たされた場合は自動的に実行されます。

� ドライブレターの割り当てに影響するような変更をシステムに適用した。
� Windows 95またはWindows 98上で作業している。
� ハードディスクにはFATパーティションまたはFAT32パーティションのみが含まれる。
� 複数のCD-ROMドライブまたはリムーバブルドライブを使用していない。

DriveMapperを手動で実行するには

1. PartitionMagicのメインウィンドウから、[ツール]→[DriveMapper]をクリックします。
Windowsタスクバーから、[スタート ]→ [プログラム ]→ [PowerQuest PartitionMagic]
→ [DriveMapper]をクリックすることもできます。

オペレーティングシステムとしてWindows NTまたはWindows 2000/XP Professionalだけ
を使用している場合は、DriveMapperの代わりに [ドライブレターの変更 ]を使用すること
をお奨めします。[ドライブレターの変更 ]を使うと、パーティションにドライブレターを
恒久的に設定でき、他のパーティションの追加や削除によるドライブレターへの影響がな
くなります。ただし、パーティションを結合または分割すると、Windows NT/2000/XPで
[ドライブレターの変更 ]を使用した場合でもドライブレターが変更されます。

Windows 3.1またはWindows 95/98でデスクトップ環境を変えるユーティリティをインス
トールしてある場合は、ファイルがWindowsのシステムファイルと異なるドライブに格納
されていると、DriveMapperでパスを調整できないことがあります。DriveMapperは
Windowsプログラムであるため、Windowsがロードされていないと実行できません。デス
クトップファイルを格納しているドライブのドライブレターが変更されると、Windowsを
起動できなくなる可能性があります。

オペレーティングシステムでドライブレターを割り当てる方法の詳細については、121
ページの「CD-ROMにドライブレターを割り当てる」を参照してください。
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複数のオペレーティングシステムに対するDriveMapperの使用
複数のオペレーティングシステムが動作している場合は、DriveMapperを使用せずにアプ
リケーションを再インストールすることをお奨めします。以下のような問題があるため、
複数のオペレーティングシステムに対してDriveMapperを使用することは困難であり、エ
ラーが発生しやすくなります。

� ドライブレターの割り当てはオペレーティングシステムでサポートされるファイルシ
ステムに基づいています。すべてのFAT32およびNTFSパーティションをすべての
FATパーティションの後に配置しないと、現在動作しているオペレーティングシステ
ムに基づいてドライブレターが変更され、DriveMapperがどのように変更を行うべき
か正しく判断できなくなる場合があります。

� レジストリ設定は、現在のオペレーティングシステムに対してのみ変更されます。
DriveMapperを別のオペレーティングシステムから手動で実行する場合、ファイルの
参照は既に現在のオペレーティングシステムに変更されているため、変更するとその
他のオペレーティングシステムでエラーが誘発されます。

� DriveMapper を実行すると、非表示パーティションに含まれるファイルは更新されま
せん。異なるオペレーティングシステムに対して複数の基本パーティションを使用し
ている場合は、更新されるアクティブな基本パーティションだけが表示されます。

正しい順序によるドライブレターの変更

DriveMapperは正しい順序でドライブレターを変更する必要があります。そうしないと、元
の参照を他のドライブレターの変更に使用する前に置き換えてしまう可能性が生じます。

たとえば、ハードディスクに2つのパーティション (基本パーティションC:と論理パーティ
ションD:)があり、1つのCD-ROMドライブE:がある場合を考えます。ここでC:とD:の
間に論理パーティションを作成します。すると、ドライブレター D:はE:に変更され、E:
はF:に変更されます。しかし、いくつかのファイル (ショートカットなど )内の参照はまだ
元のドライブレター割り当てを反映しています。DriveMapperは、まずドライブE:の参照
をF:に変更してから、ドライブD:の参照をE:に変更する必要があります。

DriveMapperは自動的に変更を正しい順序で行います。したがって、DriveMapperが選択
したとおりの順序で変更を適用することを強く推奨します。
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PQBootによる起動可能パーティションの変更
PQBoot (英語版のみ )を使用すると、起動可能な基本パーティションをすばやく簡単に切
り替えることができます。PQBootは、アクティブパーティションを一時的に変更するだ
けで、BootMagicを使用したくないユーザーに適しています。BootMagicの詳細について
は、103ページの「BootMagicの使用」を参照してください。

1. (Windows 95/98/Me、Windows NT workstation、またはWindows 2000/XP Professional
の場合 ) [スタート ]→ [プログラム ]→ [PowerQuest PartitionMagic 7.0]→ [PQBoot]
をクリックします。Windows 95/98/Meでは、PQVXD.VXDがPQBOOT32.EXEと同
じディレクトリにある場合のみPQBoot32が実行されます。

(DOSの場合 ) DOSプロンプトを表示します。PQBOOT.EXEまたはPQBOOTX.EXE
を含むディレクトリに変更し、「PQBOOT」または「PQBOOTX」と入力してEnter キー
を押します。

未使用領域が制限されたフロッピーディスクに収まる高速で規模の小さい実行可能
ファイルを望むならPQBOOTを使用します。ただし、PQBOOTはFATまたはFAT32
のパーティションのボリュームラベルを正しく表示しない場合があり、 NTFSパー
ティションのボリュームラベルはまったく表示しません。

実行可能ファイルのサイズとスピードが重大でない場合はPQBOOTXを使用します。
PQBOOTXは、FAT、FAT32、およびNTFSパーティションのすべてのボリュームラ
ベルを表示します。

2. Windowsを使用している場合はメッセージが表示され、PQBootがMS-DOSモードで
実行されること、そして処理を続けると他のプログラムがすべて終了されることが示
されます。処理を続ける場合は、[はい ]をクリックします。
PQBootはすべての基本パーティションの一覧を表示します。 

3. すべての起動可能なパーティションの一覧を表示しますので、起動可能な基本パー
ティションにするパーティションの ID番号を入力します。ID番号は最初の列に表示
されています。

[Status]列を見て、パーティションが起動可能であることを確認します。

4. Enterキーを押します。 
PQBootはパーティションをアクティブにし、コンピュータを再起動します。Windows
NT上で複数の表示された基本パーティションを保持する必要がある場合は、PQBoot
を /Mスイッチとともに使用する必要があります。
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PQBootのコマンドラインスイッチ
PQBootではいくつかのコマンドラインスイッチが使用できます。これは、アクティブに
したいパーティションの ID番号またはボリューム名を知っている場合に便利です。スイッ
チを使用する場合は、PQBootをDOSプロンプトから実行します。サポートされているス
イッチは次のとおりです。

� /Aを指定すると、再起動せずにパーティションをアクティブにできます。
� /Mによって、各パーティションの表示 /非表示の状態が保持されます。複数の表示され
たパーティションを検索するWindows NTの場合は、/Mスイッチを指定してPQBoot
を起動する必要があります。

� /P:<番号>を指定すると、パーティションの ID番号を使ってアクティブパーティショ
ンを選択できます。

� /Sを指定すると、ID番号やボリューム名などのパーティション情報が表示されます。

� /V:<ラベル>を指定すると、パーティションのボリュームラベルを使ってアクティブ
パーティションを選択できます。

� /?を指定すると、スイッチの簡単な説明と使い方の例が表示されます。

たとえば、利用可能な2つ目の起動可能パーティションを再起動せずにアクティブに設定
するには、「PQBOOT /P:2 /A」と入力します。

コマンドラインスイッチによるPQBootの実行

1. DOSプロンプトを表示します。

2. PQBootを含むディレクトリに移動します。通常は、
C:¥ProgramFiles¥PowerQuest¥PartitonMagic 7.0¥UTILITYまたは
C:¥ProgramFiles¥PowerQuest¥PartitonMagic Pro 7.0¥UTILITY (PRO版 )です。

3. (DOSの場合 )「PQBOOT switch」か「PQBOOTX switch」と入力します。switch
のところに該当するスイッチを入力します。

(Windows 95以上の場合 )「PQBOOT32 switch」と入力します。
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第 章9

BootMagicの使用
この章で説明する内容は次のとおりです。

� はじめに

� BootMagicの設定

� BootMagicのパスワードの設定

� BootMagicメニューへのOSの追加

� BootMagicメニューからの項目の削除

� メニュー項目のプロパティの変更

� デフォルトOSの設定

� 別のハードディスクからの起動

� 起動時間の設定

� BootMagicの無効化

� BootMagicメニューの使い方

� BootMagicによるオペレーティングシステムのインストール
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はじめに

PowerQuestのBootMagicは、1台のPC上で複数のオペレーティングシステムを実行できる
強力なディスク管理ツールです。コンピュータを起動または再起動するたびに、BootMagic
メニューに起動可能なOS (オペレーティングシステム )のリストが表示されます。環境設定
プログラムを使用して、BootMagicメニューに表示されるOSを簡単に選択できます。デ
フォルトOSや起動時間など、起動時の各種のオプションも設定できます。 

BootMagicでは、OS間を簡単に切り替えることができます。作業中に別のOSが必要に
なったときに、すぐに変更できます。新しいOSを試す場合も、必要に応じて古いOSにい
つでも切り替えることができるので、リスクを避けることができます。

BootMagicのシステム構成
次の表は、BootMagicをインストールして使用するために推奨される最小限のシステム構
成です。

ハードウェア /ソフトウェア 最低要件 推奨

プロセッサ Intel/486SX 486以上

RAM 4MB (Windows 9ｘおよび
Windows NT/2000には追
加メモリが必要 )

16MB以上

ハードディスク空き領域 10MB 10MB

CD-ROMドライブ 何倍速でも可 何倍速でも可

3.5インチフロッピー
ディスクドライブ

3.5インチフロッピー
ディスクドライブ

3.5インチフロッピー
ディスクドライブ

オペレーティングシステム Windows 95、Windows 
98、Windows Me、
Windows NT 4.0、
Windows 2000、Windows 
XP、DOS 5.0以降

Windows 95、Windows 
98、Windows Me、
Windows NT 4.0、
Windows 2000、Windows 
XP、DOS 5.0以降

モニタ VGA Super-VGA

ポインティングデバイス なし Microsoftマウスまたは
互換ポインティング
デバイス
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サポートされているオペレーティングシステム

BootMagicは次のOSをサポートしています。

BootMagicのインストール
BootMagicは、Windows 95、Windows 98、Windows Me、Windows NT 3.51/4.0、Windows
2000 Professional、Windows XP、およびDOS 5.0以降からインストールできます。

重要： BootMagicは、最初のハードディスクのFATまたはFAT32基本パーティションに
インストールします。BootMagicのインストール時には最初のハードディスクから
起動しなければなりません。そうしないと、正常に動作しない可能性があります。

1. CD-ROMドライブにPartitionMagic CDを挿入します。

Windows 95、Windows 98、Windows Me、Windows NT 4.0、Windows 2000、または
Windows XPでは、CD-ROMドライブにCD-ROMを挿入すると、セットアッププロ
グラムが自動的に起動されます。

2. PartitionMagic CDからインストールする場合は、PartitionMagicセットアップ画面で
[インストール ]をクリックし、[BootMagic]をクリックします。BootMagicインストー
ルプログラムが起動します。

DOSを使用している場合は、「drive:¥BTMAGIC¥DOS¥INSTALL.EXE」と入力し
ます。ここで「drive」はCD-ROMドライブのドライブレターです。

3. 画面に表示される指示に従ってBootMagicをインストールします。

BootMagicをインストールすると、BootMagicによってシステムのハードディスクが検索
されます。このとき、パーティションテーブルが参照され、現在インストールされている
各オペレーティングシステムの情報が集められます。次に、環境設定プログラムが自動的
に実行され、検出されたすべてのOSがBootMagicメニューに追加されます。 

この時点で、メニューのリストに表示された項目の変更が必要になる場合もあります。
BootMagicはほとんどのOSを確実に検出する一方で、非OSパーティションも検出するこ
ともあります。たとえば、最初のディスクにNTFS基本データパーティションがあると、

� Windows 98

� Windows 95

� Windows Me

� Windows NT 4.0

� Windows NT 3.51

� Windows 3.x (DOS 5以降がインストール
されたものに限定 )

� MS-DOS 5.0以降

� Windows 2000

� Windows XP

� MS-DOS 6.1以降
� Open DOS

� Linux

� BeOS

� ほかの大部分のバージョンのDOS

� その他のPC互換OS
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そのパーティションがWindows NTとして検出されることがあります。データパーティ
ションは、OSを含まずにデータだけを含むパーティションです。同様に、FAT16または
FAT32の基本データパーティションがMS-DOSまたはWindows 95/98として検出される場
合があります。データパーティションは起動できないので、メニューリストから削除する
必要があります。ほかのOSを追加または削除したり、OS名とアイコンを分かりやすく変
更することもできます。パスワード、新しい起動時間、または別のデフォルトOSを設定
することもできます。

メニューのリストからOSでないパーティションを検出する方法については、BootMagicオ
ンラインヘルプの「適切なオペレーティングシステムの検索」を参照してください。環境
設定プログラムの使い方の詳細については、このガイドの107ページの「BootMagicの設
定」またはオンラインヘルプを参照してください。

必要な変更を行った後で、[保存して終了 ]をクリックします。コンピュータを再起動する
と、BootMagicメニューが表示されます。OSを起動するには、BootMagicメニューの対
応するメニュー項目を選択します。

BootMagic緊急用ディスクの作成
インストール中に、BootMagic緊急用ディスクを作成することができます。DOSを使用して
いる場合は、BootMagic DOSのインストール後に「drive:¥BTMAGIC.PQ¥MKRESCUE.BAT」
を実行して、緊急用ディスクを作成します。システムのマスターブートレコード (MBR)を
損傷または上書きしてしまった場合は、緊急用ディスクが必要です。BootMagicを間違えて
無効にし、再び有効にしようとしても環境設定プログラムにアクセスできないときがありま
す。このような場合にも、緊急用ディスクが役立ちます。

警告： お客様が緊急用ディスクを作成していない場合、テクニカルサポートはお役に立
てないことがあります。

緊急用ディスクからBootMagicの環境設定プログラムを起動するには、緊急用ディスクか
ら起動して画面に表示される指示に従います。

環境設定プログラムが起動すると、必要に応じて変更または追加を行うことができます。
[保存して終了 ]をクリックして環境設定プログラムを終了すると、すべての必要なファイ
ルが保存し直され、MBRが書き替えられます。プログラムは、正常な状態に戻ります。

ヘルプの表示

この章で説明しなかったBootMagicのすべての機能の情報については、オンラインヘルプ
を参照してください。 

� Windows環境設定プログラムのヘルプにアクセスするには、メニューバーから
[ヘルプ ]→ [目次 ]を選択します。

� DOS環境設定プログラムのヘルプにアクセスするには、メニューバーから [ヘルプ ]→
[トピック一覧 ]を選択します。

� 画面の各部分に対応したヘルプを表示するには、各ダイアログボックスの右下の
[ヘルプ ]をクリックするか、F1 キーを押します。
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BootMagicの設定
BootMagicの環境設定プログラムは、DOS用のバージョンとWindows用のバージョンの2
つがあります。2つのバージョンは、インターフェースが多少異なるだけで機能は同じです。

BootMagicの環境設定プログラムは、次の方法に従って手動で起動できます。

� Windowsで[スタート]→[プログラム]→[PowerQuest BootMagic]→[BootMagic 環境
設定 ]を選択します。

� DOSで、「drive:¥BTMAGIC.PQ¥CONFIG.BAT」を実行します。

� PartitionMagicのメインウィンドウから、[ツール ]→ [BootMagic 環境設定 ]をクリック
します。

環境設定プログラムを実行すると、BootMagicのメインウィンドウが表示されます。 

このウィンドウで、環境設定プログラム、BootMagicメニュー、または各メニュー項目の
パスワードを設定できます。ほかのオプションとして、BootMagicメニューのOSの追加
と削除、BootMagicでのOSプロパティの変更、デフォルトOSの設定、起動時間の設定、
BootMagicの無効化を行うこともできます。各オプションについて、以下に簡単に紹介し
ます。バックグラウンドのビットマップを変更することもできます。BootMagicの環境設
定の詳細については、オンラインヘルプを参照してください。
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BootMagicのパスワードの設定
BootMagicでは、環境設定プログラム、BootMagicメニュー、または各メニュー項目をパ
スワードで保護できるようになりました。

1. BootMagicのメインウィンドウで、[オプション ]メニューをクリックします。

2. 環境設定プログラムを保護するには、[環境設定パスワードの設定 ]を選択します。
BootMagicメニューを保護するには、[起動時用パスワードの設定 ]を選択します。

3. [古いパスワード ]テキストボックスに現在のパスワードを入力します。
設定済みのパスワードがない場合、[古いパスワード ]テキストボックスは空白のまま
無効状態になります。

4. [新しいパスワード ]テキストボックスに新しいパスワードを入力します。

5. [ 新しいパスワードの確認 ] テキストボックスに新しいパスワードをもう一度入力し
ます。

6. [OK]をクリックします。

パスワードを削除するには、古いパスワードを入力して、新しいパスワードのフィールド
を空白にします。

BootMagicメニューの項目別にパスワードを設定するには、メニュー項目のプロパティを
変更します。詳細については、110ページの「メニュー項目のプロパティの変更」 または
BootMagicオンラインヘルプを参照してください。

BootMagicメニューへのOSの追加
1. BootMagicのメインウィンドウで、[追加 ]をクリックします。

[BootMagicにOSを追加 ]ダイアログボックスが表示されます。

2. (必要に応じて ) [拡張 ]チェックボックスをチェックすると、ハードディスク上のすべ
てのパーティションが表示されます。これには、OS (論理パーティション上のLinux
など )を含むパーティションとして認識されなかったパーティションも含まれます。

3. BootMagicメニューに追加するOSを選択します。

BootMagicで検出したOSが存在していなかったり、存在していても名前が異なること
があります。必要なOSとパーティションを検索する方法については、BootMagicオン
ラインヘルプの「適切なオペレーティング システムを判断する」を参照してください。
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警告： BootMagicメニューには、OSがインストールされていないパーティション
を追加しないでください。OSがインストールされていないパーティション
からはコンピュータを起動できません。OSがインストールされていない
パーティションを追加してコンピュータを起動しようとすると、画面には何
も表示されません。 
この場合は、Ctrl+Alt+Deleteを押して、コンピュータをソフトブートします。
次に、BootMagicメニューからDOSまたはWindowsを起動します。その後、
BootMagicの環境設定プログラムを実行して、BootMagicメニューからOSで
ないメニュー項目を削除します。 

4. [OK]をクリックします。
BootMagicの [メニュー項目のプロパティ ]ダイアログボックスが表示されます。

5. 必要なメニュープロパティを定義し、[OK]をクリックします。 
起動メニューのプロパティの定義方法については、BootMagicオンラインヘルプの
「BootMagicメニュー項目のプロパティ」を参照してください。
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BootMagicメニューからの項目の削除
1. BootMagicのメインウィンドウで、[BootMagic起動メニュー ]のリストから、削除す
る項目を選択します。

2. [削除 ]をクリックします。
OSは、BootMagicメニューから削除されてもシステムからは削除されません。OSは、
そのパーティションに残るので、必要になったときに再びメニューに追加できます。

メニュー項目のプロパティの変更

1. BootMagicのメインウィンドウで、変更する項目を選択します。

2. [プロパティ ]をクリックします。

3. 必要に応じてプロパティを変更し、[OK]をクリックします。 
各プロパティの詳細については、BootMagicオンラインヘルプの「BootMagicメニュー
項目のプロパティ」を参照してください。 

デフォルトOSの設定
デフォルトの初期起動OSは、BootMagicをインストールしたホームパーティションのOS
が、システムデフォルトとして自動的に選択されます。起動時間が経過する前に別のOS
を選択しなかった場合、または起動時間が [なし ]に設定されている場合は、このOSから
BootMagicが自動的に起動します。 

起動時間の詳細については、次の「起動時間の設定」を参照してください。

1. BootMagicのメインウィンドウで、システムデフォルトとして設定するOSを選択し
ます。

2. [初期起動に設定 ]をクリックします。

別のハードディスクからの起動

最初のハードドライブ上にないオペレーティングシステムを起動するには、拡張パーティ
ションの非表示を有効にする必要があります。拡張パーティションの非表示を有効にする
には、[オプション ]→ [拡張パーティションの非表示 ]をクリックします。このオプション
が選択されていない場合(デフォルト)は、最初のハードディスクからしか起動できません。
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起動時間の設定

BootMagicのデフォルトの起動時間は30秒です。起動時間は変更できます。

� 起動時間を設定しない場合は、[なし ]を選択します。BootMagicメニューが表示され
ずに、デフォルトOSが自動的に起動します。 

� 起動時間を無制限に設定するには、[無制限 ]を選択します。起動するOSを指定するま
で起動メニューが表示されます。 

� 1～99秒の間で起動時間を設定するには、[時間設定 ]を選択します。起動時間として設
定された秒数が経過するまでにOSを指定しないと、デフォルトOSが起動します。 

起動時間を [なし ]または [時間指定 ]に設定する場合は、有効なOSをシステムデフォルト
として必ず指定してください。デフォルトOSを指定しないと、システムを起動できません。

起動時間を [なし ]に設定した後で、BootMagic環境設定プログラムを実行できないOSを
初期起動OSとして選択すると、環境設定を変更してほかのOSを起動することができなく
なります。この場合は、左のShift キーを押しながらコンピュータを起動します。タイマの
設定がオーバーライドされて、BootMagicメニューが表示されます。この1回の起動に限
り、[無制限 ]オプションと同じようにタイマが無視されます。

BootMagicメニューでDOSまたはWindowsを選択し、BootMagic環境設定プログラムを実
行して、初期起動OSまたは起動時間を変更できます。

BootMagicの無効化
状況に応じてBootMagicを無効にする場合があります。たとえば、OSの起動に関する問
題を診断するためにシステムを繰り返し再起動する場合、または別のオペレーティングシ
ステムをインストールする場合、BootMagicが毎回ロードされると不便です。BootMagic
を無効にすると、BootMagicのMBR (マスターブートレコード )は、オリジナルのMBRの
コピーに置き換えられます。

BootMagicを無効にしても、環境設定の内容には影響しません。BootMagicが再び有効に
なるまで、現在のすべての設定内容が保存されます。

1. BootMagicのメインウィンドウで、[BootMagicを有効にする ]チェックボックスをオ
フにします。 

このチェックボックスのチェックを一度消した場合、次にチェックするまでの間、環
境設定オプションが使用不可になり、BootMagicは無効となります。 

2. [保存して終了 ]をクリックし、変更を保存して環境設定プログラムを終了します。 
コンピュータを再起動すると、BootMagicはロードされず、初期起動OSが自動的に
起動されます。
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BootMagicを再び有効にするには、ハードディスクまたはBootMagic緊急用ディスクから
環境設定プログラムを実行します。BootMagicのメインウィンドウで、[BootMagicを有効
にする ]チェックボックスをオンにします。BootMagicを再び有効にすると、現在のMBR
のコピーが保存され、BootMagicのMBRが再インストールされます。リブートすると、
BootMagicは正常にロードされます。以前のすべての環境設定内容が復元されます。

BootMagic緊急用ディスクの作成方法については、106ページの「BootMagic緊急用ディス
クの作成」を参照してください。

BootMagicメニューの使い方
BootMagicのインストール後は、コンピュータを起動するたびにBootMagicメニューが表
示されます。BootMagicメニューには、起動用として設定されたすべてのOSが表示され
ます。各OSは、ユーザーが指定した名前とアイコンで識別されます。デフォルトOSが自
動的に強調表示されますが、表示されているOSのどれでも選択することができます。起
動するOSをクリックしてください。方向キーを使用してOSを選択し、Enter キーを押す
こともできます。

目的のOSが表示されていない場合は、BootMagic環境設定プログラムを実行して、その
OSをメニューに追加します。メニューのリストにOSを追加する方法については、108ペー
ジの「BootMagicメニューへのOSの追加」を参照してください。

BootMagicによるオペレーティングシステムのインストール
BootMagicを使用すると、マシンの起動時に複数のオペレーティングシステムから容易に
選択できるだけでなく、複数のOSを簡単にシステムにインストールすることができます。
基本パーティションまたは論理パーティションへのインストールの詳細については、
BootMagicオンラインヘルプの「BootMagicを使って新しいオペレーティングシステムを
インストールする」を参照してください。OS別のインストール問題に関するヘルプトピッ
クを参照することもできます。
第9章 : BootMagicの使用



付録A

他のプログラムと一緒に

PartitionMagicを使用する
この付録で説明する内容は次のとおりです。

� Norton Utilities

� ディスク圧縮ユーティリティ

� オペレーティングシステム起動ユーティリティ

� ウィルス検出ソフトウェア

� ドライブオーバーレイソフトウェア

� SoundBlaster

� GoBack
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Norton Utilities

PartitionMagicとNorton製品は一緒に使用しても安全に動作させることができます。問題
を避けるために役立つ情報を以下に示します。

Norton Disk Doctor

拡張パーティションがドライブの最終域まで及んでいる場合、Norton Disk Doctor (NDD)
が以下のメッセージを表示することがあります。�An extended partition has invalid 
parameters and probably is inaccessible.Correct this situation if you are unable to access 
partitions on hard disk 1. Do you wish to correct this problem?�このメッセージが表示されな
いようにするには、PartitionMagicでドライブの最終域にある論理パーティションと拡張
パーティションのサイズを変更して、ドライブの最終域より前に空き領域を確保します。

また、パーティションを削除、移動、またはサイズ変更すると、NDDはユーザーが誤って
パーティションを削除したのかもしれないと判断します。そのため、次のメッセージが表
示されます。�If you are unable to access a disk that you previously could, you should revive
this partition.Would you like to revive this partition?�誤ってパーティションを削除したので
あれば、[はい ]を選択します。NDDを実行するたびにこのメッセージが表示されるのを避
けるには、以下の手順を実行してください。

1. [いいえ ]をクリックします。 
NDDは次のメッセージを表示します。�You have chosen not to revive the partition. 
Do you want Norton Disk Doctor to mark the partition so it doesn�t ask about it again?�

2. [はい ]をクリックします。 
[Create Undo File]ダイアログが表示されます。

3. [Skip Undo File]をクリックします。アンドゥファイルの作成には多数のディスケット
が必要です。 

NDDは次のメッセージを表示します。�If you wish to undelete this partition at a later 
time, use the /UNDELETE switch�

4. [OK]をクリックします。 
NDDは次のメッセージを表示します。�Partition information has been changed! 
Would you like to restart your computer?�

5. [Restart Your Computer]をクリックします。

Norton AntiVirus

Norton AntiVirus (NAV)は、パーティションテーブルやブートレコードが変更されると、
ウィルスの攻撃があったと判断し、自動的に再予防措置を実行しようとします。変更を修
復するかどうかの選択肢が表示された場合、[Repair]を選択しないでください。その代わ
り、PartitionMagicの使用後に予防措置を実行してください。
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Norton SystemWorks

Norton SystemWorksがインストールされているシステム上で、PartitionMagicを使用でき
ます。ただし、PartitionMagicを緊急用ディスクから起動する必要があります。Norton 
SystemWorksがインストールされている場合にWindows上でPartitionMagicを実行しよう
とすると、ディスク書き込みエラーが出力される場合があります。

ディスク圧縮ユーティリティ

PartitionMagicは一部のディスク圧縮ユーティリティとは安全に使用できます。問題を避け
るために役立つ情報を以下に示します。

警告： 圧縮パーティションを結合しないでください。ホストパーティションを失います。

DriveSpaceとDriveSpace 3
PartitionMagicとDriveSpaceを一緒に使用するには、まずWindows 95またはWindows 98
でDriveSpaceまたはDriveSpace 3ドライブのサイズを変更しなければなりません。そのた
めに、以下の手順を実行します。

1. Windowsのデスクトップで [マイコンピュータ ]をダブルクリックします。

2. 変更するドライブを右クリックして、メニューから [プロパティ ]をクリックします。

3. [圧縮 ]タブをクリックします。

4. [圧縮 ]メニューから [詳細設定 ]をクリックします。

5. [詳細プロパティ ]メニューから [ドライブスペースの実行 ]をクリックします。
物理ドライブ、圧縮ドライブ、およびホストドライブの一覧が表示されます。

6. 変更したい圧縮ボリュームを選択します。

7. メニューの上部にある [ドライブ ]をクリックします。

8. [ドライブ ]メニューから [空き領域の調整 ]をクリックします。 
[空き領域の調整 ]メニューが表示されます。メニューの下部にスライドバーがあり
ます。

9. 圧縮領域を増加させる (圧縮ボリュームを拡大する )には、スライドバーを左に動かし
ます。非圧縮領域を増加させる (圧縮ボリュームを縮小する )には、スライドバーを右
に動かします。

圧縮ドライブのホストを縮小したい場合は、バーを右に動かしてホスト上の非圧縮領域
を増加させます。その後で、PartitionMagicのサイズ変更 /移動機能を使ってホストの
パーティションを小さくすることができます。既にパーティションのサイズを大きくし
ていて、圧縮ボリュームに領域を追加したい場合は、スライドバーを左に動かします。
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オペレーティングシステム起動ユーティリティ

OS/2のデュアルブートとシステムコマンダー(2.0以上 )はともに、PartitionMagicによって
行われた起動セクタ変更に対応します。PartitionMagicで変更したドライブにシステムコマ
ンダーをインストールする場合は、バージョン2.06以上が必要です。また、BootMagicを
利用することも出来ます。詳しくは、(株 )ネットジャパンへお問い合わせください。

既にコンピュータにシステムコマンダーがインストールされている場合は、複数の基本
パーティションが同時に表示されないように構成する必要があります。表示設定された複
数の基本パーティションが作成されないようにシステムコマンダーを構成するには、シス
テムコマンダーメニュー上の各オペレーティングシステムについて以下の手順を実行し
ます。

1. [Operating System Selection]メニューでオペレーティングシステムを選択します。

2. Alt+Sを押します。 

3. [Local Special Options]→ [Primary partitions accessible on drive 0]をクリックし
ます。

画面には、[All]、[Auto] (デフォルト )、および [None]の3つのオプションが表示され
ます。

4. [None]をクリックします。 
これで、選択したオペレーティングシステムが起動すると、ほかの基本パーティショ
ンは表示されなくなります。 

5. メニュー上の各オペレーティングシステムについて、手順1～4を繰り返します。

ウィルス検出ソフトウェア

PartitionMagicは、マスターブートレコードとパーティションの起動セクタを変更します。
ウィルス検出ソフトウェアは、PartitionMagicの変更対象がブートコードではなくパーティ
ションテーブルであることを検出できなければなりません。しかし、実際には、
PartitionMagicの変更処理がウィルスの侵入と誤って判断される場合があります。このよう
な問題が発生したら、PartitionMagicの使用中はウィルス検出ソフトウェアを停止し、ソフ
トウェアメーカーに問題の発生状況を連絡してください。 

マザーボードには、BIOSにウィルス検出ソフトウェアを搭載しているものがあります。こ
れがPartitionMagicの動作不良の原因となる場合は、BIOSのウィルス検出ソフトウェアを
無効にしてからPartitionMagicを再起動してください。
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ドライブオーバーレイソフトウェア

Ontrack DDO、Microhouse EZ-DriveまたはPro-Drive、Maxblast、WD DDO、Seagate DDO
などのドライブオーバーレイソフトウェアを使用すると、コンピュータがより大きなディ
スクドライブにアクセスできるようになります。PartitionMagicがこれらのソフトウェアと
互換性を持つのは、ドライブオーバーレイソフトウェアがPartitionMagicよりも前にロー
ドされている場合だけです。

コンピュータをディスケットから起動する場合、ドライブオーバーレイソフトウェアが
ロードされないため、PartitionMagicはドライブから正しい情報を得ることができません。
ディスケットから起動した場合でも、以下の手順でドライブオーバーレイソフトウェアを
ロードできます。

1. ハードディスクから起動するときと同じようにコンピュータを起動します。 

2. 画面に指示が表示されたら、スペースまたはCtrl キーを押します。

3. ドライブオーバーレイソフトウェアの情報が表示され、ディスケットから起動するオ
プションが表示されます。このオプションを選択して、画面に指示が表示されたら起
動ディスケットを挿入します。

SoundBlaster

SoundBlaster Liveサウンドカード用のDOSドライバは、起動モードに入る必要のある
PartitionMagicの操作と衝突する場合があります。CONFIG.SYSファイルと
AUTOEXEC.BATファイルでSoundBlasterドライバをコメントアウトして、PartitionMagic
での作業が終わるまでSoundBlasterドライバをアンロードすることをお奨めします。

GoBack

RoxioのGoBackソフトウェアで監視されるハードディスク上のパーティションを変更す
る必要があるとき、まずGoBackを無効 (オフ )にする必要があります。 

1. GoBackのメインメニューから、[オプション ]→ [GoBackを使わない ]をクリックし
ます。

ハードディスク上でパーティションの変更を開始する前に、まずコンピュータを再起動し
て、PartitionMagicを開始する必要があります。PartitionMagicで変更を終了したら、GoBack
を再度有効にします。

PowerQuestのすべてのパーティション管理ユーティリティと完全な互換性を保つシステ
ム復旧ソフトウェアの場合、PowerQuestのSecondChanceソフトウェアを使用する必要が
あります。
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付録B

トラブルシューティング

この付録で説明する内容は次のとおりです。

� 一般的なトラブルシューティング

DOS上でPartitionMagicを実行するためにメモリを解放する

CD-ROMにドライブレターを割り当てる

SCSIハードディスクでPartitionMagicを使用する

PqRPパーティション

診断エラーを解決する

パーティションテーブルエラーを解決する

パーティションテーブルとウィルス

サイズを変更したパーティションから起動できない

� PartitionInfoによる診断レポートの作成

� エラーメッセージと対処方法
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一般的なトラブルシューティング

DOS上でPartitionMagicを実行するためにメモリを解放する
DOS版のPartitionMagic実行ファイルを使用するには、コンピュータのアドレス空間の最
初の640KB (コンベンショナルメモリ )のメモリのうち、585KB以上が必要です。十分な
コンベンショナルメモリが確保できない場合にメモリを解放する方法は数種類あります。

MEMMAKERを実行する (MS-DOSのみ )

MEMMAKERは、DOSの起動時にロードされるデバイスドライバやプログラムの設定を
変えることなく、コンベンショナルメモリを節約するようにコンピュータを自動的に設定
するプログラムです。MEMMAKERは、できるだけ多くのアプリケーションをコンベン
ショナルメモリからハイメモリに移動することによって、コンベンショナルメモリを確保
します。MEMMAKERを実行するには、DOSプロンプトで「MEMMAKER」と入力しま
す。以降は、画面に表示される指示に従って操作します。

MEMMAKERは、DOS 5.0から6.22まででのみ使用できます。Windows 95やWindows 98
のDOSモードでは使用できません。

F8 キーを使用して、プログラムがロードされないようにする (MS-DOS6.2x以上 )

コンピュータを起動した直後、DOSの起動中にF8 キーを押します。CONFIG.SYSファイ
ルとAUTOEXEC.BATファイルに記述されているコマンドが1つずつ読み取られ、これら
のコマンドを実行するかどうかを確認するメッセージが表示されます。デバイスドライバ
をロードするコマンドや、PartitionMagicの実行に必要ないTSRプログラムに対してN キー
を押すと、ソフトウェアがメモリにロードされません。

オペレーティングシステム圧縮ファイルを削除する

DOS 6.2x、Windows 95、またはWindows 98を使用していて、システムにDriveSpace、
DoubleSpace、Stackerなどを使った圧縮ドライブがない場合は、作成する起動ディスケッ
トからオペレーティングシステム圧縮ファイルDRVSPACE.BINまたはDBLSPACE.BINを
削除することができます。それによってコンベンショナルメモリが解放されます。なぜな
ら、DOS 6.22、Windows 95、およびWindows 98は、CONFIG.SYSとAUTOEXEC.BATの
内容に関係なくこれらのファイルをメモリにロードするからです。

DRVSPACE.BINおよびDBLSPACE.BINは隠しシステムファイルです。これらのファイル
を削除するには、以下の手順を実行します。

1. 起動ディスケットをディスケットドライブに挿入します。

2. DOSプロンプトを表示します。 

3.「A:」と入力します。Enterキーを押します。画面に「A:¥>」と表示されます。

4.「ATTRIB -R -H -S *.BIN」と入力して、Enter キーを押します。

5.「DEL *.BIN」と入力して、Enterキーを押します。
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CD-ROMにドライブレターを割り当てる
コンピュータにCD-ROMドライブまたはその他のリムーバブルメディアがある場合は、ド
ライブレターの割り当てが原因で生じる問題について注意する必要があります。

Windows NT上では、PartitionMagicでドライブレターの割り当てを変更できます。それ以
外の場合、これはオペレーティングシステムの機能となります。オペレーティングシステ
ムはドライブレターを次の順番で割り当てます。(1)各ハードディスク上で最初に認識した
基本パーティション、(2)各ハードディスク上のすべての論理パーティション、(3)各ハー
ドディスク上のその他の基本パーティション、(4) CD-ROMドライブおよびその他すべて
の種類のリムーバブルメディア。 

通常、固定ディスクに続いて、すべてのリムーバブルメディアにドライブレターを割り当
てる必要があります。

CD-ROMは最後にドライブレターが割り当てられるドライブであるため、ハードディスク
上でパーティションの追加や削除を行うとCD-ROMドライブのドライブレターに影響が
およびます。場合によっては、オペレーティングシステムによりCD-ROMドライブにドラ
イブレターが割り当てられないこともあります。そのような場合は、以下の手順で対処し
てください。

Windows 95/98を使用していて、CD-ROMに対してWindows 95/98のドライバを使用して
いる場合：

1. ツールバーから [スタート ]→ [設定 ]→ [コントロールパネル ]をクリックします。

2. [システム ]をダブルクリックします。

3. [デバイスマネージャ ]タブをクリックします。

4. [CD-ROM]をダブルクリックします。 

5. CD-ROMドライブの名前をダブルクリックします。

6. [設定 ]タブを選択します。 

7. [開始ドライブ文字 ]ボックスおよび [終了ドライブ文字 ]ボックスで、「Z」を入力また
は選択します。OSはそれ以外の使用可能なドライブレターをすべて割り当てるまでは
「Z」を使用しないため、パーティションを変更してもCD-ROMのドライブレターが
無効になることはなくなります。 

8. [OK]をクリックして [設定 ]ページを閉じます。 

9. [OK]をクリックして [システムのプロパティ ]ダイアログボックスを閉じます。

10. コンピュータを再起動するかどうかを確認するメッセージが表示されたら、[はい ]を
クリックします。
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DOSまたはWindows 3.xを使用している場合、またはWindows 95/98を使用しているが
CD-ROMドライバをDOSでロードしている場合：

1. DOSプロンプトを表示します。

2.「EDIT C:¥CONFIG.SYS」と入力します。 
CONFIG.SYSファイルがDOSのエディタプログラムで開きます。LASTDRIVE=drive
という行を探します。ここで、driveは任意のアルファベットです。この「drive」の部
分を「Z」に変更します。これによって、OSは「Z」までのすべてのドライブレター
を割り当てることができます。

3. CONFIG.SYSファイルにLASTDRIVE=driveという文が含まれていない場合は、単に
「LASTDRIVE=Z」と入力して追加します。

4. [ファイル ]→ [終了 ]を選択します。 

5. ファイルの保存を確認するメッセージが表示されたら、[はい ]をクリックします。C:¥>
プロンプトに戻ります。

6.「EDIT C:¥AUTOEXEC.BAT」と入力します。 

7. AUTOEXEC.BATファイルがDOSのエディタプログラムで開きます。「MSCDEX」と
いう語を含む行を探します。「/L:drive」というパラメータがこの行の終わりに表示さ
れています。ここで、「drive」は、PartitionMagicで変更を加える前にCD-ROMに割
り当てられていたドライブレターです。この「drive」の部分を「Z」に変更します。
OSはそれ以外の使用可能なドライブレターをすべて割り当てるまでは「Z」を使用し
ないため、パーティションを変更してもCD-ROMのドライブレターが無効になること
はなくなります。詳細については、DOSプロンプトで「HELP MSCDEX」と入力して
ください。

コンピュータがネットワークに接続されている場合、ネットワークにログインしたと
きに「Z」やその他のアルファベットの終わりのほうの文字がネットワーク検索ドラ
イブに割り当てられることがあります。そのような場合は、ネットワーク検索ドライ
ブに使用されている最後の文字の直前の文字をCD-ROMに割り当ててください。

8. [ファイル ]→ [終了 ]を選択します。 

9. ファイルの保存を確認するメッセージが表示されたら、[はい ]をクリックします。

10. DOSプロンプト (C:>)が表示されたら、マシンを再起動します。

SCSIハードディスクでPartitionMagicを使用する
PartitionMagicをSCSIハードディスク上で使用するには、ソフトウェア割り込み13をサ
ポートするSCSIコントローラカードが必要です。ほとんどのSCSIコントローラでは、カー
ド上のBIOSでソフトウェア割り込み13のサポートを有効にできます。これができない
SCSIコントローラでは、メーカーに問い合わせてアダプタがソフトウェア割り込み13を
サポートできるかどうかを確認してください。一般的な規則として、FDISKを使ったディ
スクのパーティション分割が可能であれば、PartitionMagicを使うことも可能です。
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PqRPパーティション
PartitionMagicの動作中にコンピュータが異常終了した場合、メイン画面のパーティション
リストにPqRPまたはPQFLEXというパーティションが表示されることがあります。
PartitionMagicはPqRPファイルシステムやPQFLEXラベルを持つパーティションをこのよ
うに示すので、パーティションが変更されていることが分かります。PqRPパーティショ
ンは不安定であると考えてください。PqRPパーティションからデータを回復したい場合
は、テクニカルサポートにご連絡ください。

診断エラーを解決する

PartitionMagicは、パーティションを変更する前にパーティションの状態を詳細に診断しま
す。[エラー診断 ] および [情報 ]を使用して同様の診断操作を実行し、問題が発見されたと
きにエラーメッセージを表示させることができます。詳細については、50ページの「パー
ティションのエラー診断」と56ページの「パーティション情報の表示」を参照してくださ
い。これらの診断は、オペレーティングシステムのCHKDSK、ScanDisk、またはAUTOCHK
ユーティリティで行われる診断と同様のものです。

PartitionMagicによるパーティションの診断は変更後にも行われます。通常は起こりません
が、データが失われる可能性もあります。通常問題となるのは軽微なファイルシステムエ
ラーであり、これはCHKDSK /F /R (Windows 95/98を使用している場合はScanDisk)を使え
ばデータを失うことなく修復できます。それ以外のエラーについては、バックアップコピー
からファイルを復元する必要があります。この問題が引き続き検出される場合は、(株 )ネッ
トジャパンのテクニカルサポートに連絡してください。

パーティションに対して [診断 ]を実行したときにエラーメッセージが表示された場合は、
まずハードディスクのバックアップを作成し、その後、オペレーティングシステムの
CHKDSKプログラムをエラーの発生したパーティションで実行します。1回目の実行では、
/Fスイッチは使用しないでください。MS-DOS 6.x、Windows 95、またはWindows 98を使
用している場合は、ScanDiskを実行します。通常の場合、CHKDSKおよびScanDiskは
PartitionMagicと同じ問題を検出します。ただし、DOSのCHKDSKプログラムでは拡張属
性の問題は検出されません。 

CHKDSKまたはScanDiskの診断結果が [エラー診断 ]と異なる場合は、(株 )ネットジャパ
ンのテクニカルサポートに連絡してください。

CHKDSKまたはScanDiskと [エラー診断 ]の診断結果が同じ場合、/Fスイッチを指定して
CHKDSKを実行するか、ScanDiskを実行して、問題を修復します。次に、/Fスイッチを
指定しないで再度CHKDSKを実行し、パーティションに問題がなくなったことを確認し
ます。OS/2の場合は、この手順 (/Fスイッチを指定しないでCHKDSKを実行 )を2回実行
します。

CHKDSKにより、パーティションに問題がないことが報告されたら、再度 [エラー診断 ]
を実行します。PartitionMagicで引き続き問題が検出される場合は、パーティションを再初
期化して、バックアップコピーからファイルを復元します。
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パーティションテーブルエラーを解決する

パーティションテーブルエラーは番号100から199までのエラーです。ほとんどの場合、
パーティションテーブルエラーは、エラーのない新しいパーティションテーブルを作成し
て解決する必要があります。一般には、(1)ウィルスに感染していないことを確認する (次
の節を参照 )、(2)エラーの発生したパーティションにあるデータのバックアップを作成す
る、(3)パーティションを削除する、(4)パーティションを新規作成する、(5)データを復元
する、という手順を実行します。FDISKプログラムは最新版のDOSから実行する必要が
あるかもしれません。初期のバージョンでは、HPFSパーティションや非表示のパーティ
ションを削除できない場合があります。また、OS/2のFDISKプログラムを使用すると、
パーティションが壊れていると認識して変更を行えない場合があります。

場合によっては、パーティションテーブルエラーを別な方法で解決できることもあります。
PartitionInfoを実行して、パーティション上のエラーを確認します。(株 )ネットジャパン
のテクニカルサポートでは、パーティションテーブルエラーの解決のお手伝いをいたしま
す。support@netjapan.co.jp宛てに電子メールでPartitionInfoレポートをお送りください。
PartitionInfoの詳細については、125ページの「PartitionInfoによる診断レポートの作成」
を参照してください。

パーティションテーブルとウィルス

1つのオペレーティングシステムで行われたパーティションの変更が他のオペレーティン
グシステムに反映されていない場合、マスターブートレコード (MBR)ウィルスに感染して
いる可能性があります。

最新のウィルスに対応したウィルス検出ユーティリティを実行します。ウィルスが検出さ
れた場合は、データが失われている可能性があります。ウィルスを除去する前に、すべて
のオペレーティングシステムを順に起動し、PartitionMagicの [診断 ]オプションでパーティ
ションの状態を確認します。異常のないパーティションのファイルのバックアップを作成
します。ウィルスの除去作業を実行し、もう一度 [診断 ]オプションでパーティションを診
断します。再度異常が発見されたパーティションは削除して作成し直します。最後に、オ
ペレーティングシステムを再インストールして、必要に応じてバックアップファイルを復
元してください。

サイズを変更したパーティションから起動できない

FATパーティションのサイズを変更すると、パーティションの先頭にあるいくつかのファ
イルを移動してしまう場合があります。たとえば、DOS、 Windows 95、 Windows 98のオペ
レーティングシステムがインストールされている場合は、IO.SYSやMSDOS.SYSなどの
ファイルを移動させてしまう可能性があります。起動パーティションをサイズ変更した後
で起動できなくなった場合は、DOSまたはPartitionMagic緊急用ディスクからSYS.COM
を実行します。
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PartitionInfoによる診断レポートの作成
PartitionInfoは、ハードディスクパーティションテーブルの内容を示すレポートを作成し
ます。レポートの情報は、パーティションに関するさまざまな問題の解決に役立ちます。

PartitionInfoは、Windows 95、Windows 98、Windows Me、Windows NT 4.0 Workstation、
およびWindows 2000 Professionalで実行できます。DOSまたはWindows 3.xを使用してい
る場合は、PARTINFO.EXEを実行してください (126ページを参照 )。

PartitionMagicを起動するたびに、PQ_DEBUG.TXTというスナップショットファイルが作
成されます。このファイルには、マシン上のすべてのディスクおよびパーティションに関
する情報が書き込まれます。このファイルは、一般的にはWindows¥Systemフォルダ
(Windows 95/98の場合 )または%system root%¥system32ディレクトリ (Windows NT/2000
の場合 )に保存されます。PQ_DEBUG.TXTファイルは、PartitionMagicに関する問題の解
決をPowerQuestテクニカルサポートに依頼するときに役に立ちます。

1. [スタート ]→ [プログラム ]→ [PowerQuest PartitionMagic 7.0]→ [PartitionInfo]をク
リックします。 

PartitionInfoウィンドウが表示されます。このウィンドウには、パーティションとディ
スクのジオメトリに関する情報と、ディスクおよびパーティションのエラーが表示さ
れます。ディスクジオメトリ情報には、マスターブートレコードと拡張パーティショ
ンブートレコードから得られたデータが含まれます。
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実際に問題となるのは、画面上部のボックスに表示されるエラーだけです。下の2つ
のボックスに表示される警告と情報は気にしなくてもかまいません。

2. [ドライブ ]ドロップダウンリストから、情報を表示するディスクを選択します。

3. PartitionInfoレポートは、ファイルとして保存したり、印刷できます。

4. PartitionInfoを終了するには、[Close]をクリックします。

PARTINFO.EXEによる診断レポートの作成
1枚目の緊急用ディスクからPARTINFO.EXEを実行して、パーティション情報を取得する
こともできます。PARTINFOプログラムでは、基本的にはPartitionInfoプログラムと同じ
情報が得られますが、GUIインターフェイスではありません。

1. コンピュータをDOSで起動します。

2. 1枚目の緊急用ディスクを挿入します。

3. PARTINFOの実行では、次のオプションを指定できます。

オプション操作の種類 操作手順

レポートをファイルとして
保存する

[Save As]をクリックします。[ファイル名 ]ボック
スに、ファイル名を入力します。[保存 ]をクリック
します。情報は列ごとにタブで区切られて保存され
るので、このファイルをワードプロセッサで開いて、
簡単にレポートの書式を設定できます。

フォントを変更して
レポートを印刷する

[Printer Font]をクリックします。必要なフォント、
フォントスタイル、サイズなどを選択します。[OK]
をクリックします。

プリンタ設定を変更する [File]→ [Printer Setup]をクリックします。印刷の向
きを横方向に設定すると、レポートの右端まで印刷
されます。

レポートを印刷する [Print]をクリックし、[OK]をクリックします。

オプション操作の種類 操作手順

画面にパーティション情報
を表示する

「PARTINFO」と入力して、Enterキーを押します。

プリンタにレポートを直接
送信する

「PARTINFO >LPT1」または「PARTINFO >PRN」
と入力して、Enterキーを押します。
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エラーメッセージと対処方法

PartitionMagicのエラーメッセージと対処方法を、エラーの番号順に示します。エラーメッ
セージは、一定の番号範囲でカテゴリ別にまとめられています。 

その他のエラー (3～38)

#3 メモリ不足

このエラーが発生するのは、極端に大きなパーティション (60 GB)をサイズ変更、
移動、またはコピーしようとした場合です。DOSでEMM386がロードされてい
るときには、それより小さなパーティションの操作でも発生します。EMM386は、
プログラムがアクセスできるメモリの量を制限します。この問題を解決するには、
CONFIG.SYSファイルを開いてEMM386の行をコメントアウトしてください。必
要なメモリ容量の詳細については、4ページの「PartitionMagicのシステム可動条
件」を参照してください。

DOS版のPartitionMagic実行ファイルを使用するには、コンピュータのアドレス
空間の最初の640KB (コンベンショナルメモリ )のメモリのうちの585KB以上と
合計8MBのメモリが必要です。コンベンショナルメモリが不十分な場合の対策に
ついては、120ページの「DOS上でPartitionMagicを実行するためにメモリを解放
する」を参照してください。

#8 DOSのリアルモードでメモリの割り当て /排除ができませんでした
PartitionMagicではDOSエクステンダが使用されています。このため、DOS版の
PartitionMagic実行可能ファイルをDOS、Windows 3.x、Windows 95、および
Windows 98で起動するには、コンピュータのアドレス領域の上位1MB内にある
程度のメモリが必要です。ここに十分なメモリが確保されていないと、
PartitionMagicはハードディスクにアクセスできません。解決方法については、120
ページの「DOS上でPartitionMagicを実行するためにメモリを解放する」を参照
してください。

#27 ドライブをロックできません

Windows 95などのマルチタスキングオペレーティングシステムの場合、パーティ
ションを安全に変更するためには、変更する前にPartitionMagicがパーティション
をロックする必要があります。ハードディスクに他のプロセスで使用中のファイ
ルが含まれていると、PartitionMagicはパーティションをロックできません。
この問題を解決するには、緊急用ディスクで再起動し、「LOCK_C:」と入力して
からPartitionMagicを実行します。 

レポートをテキストファイ
ルとしてフロッピーディス
クに保存する

「PARTINFO >A:¥PARTINFO.TXT」と入力して、
Enterキーを押します。

オプション操作の種類 操作手順
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#29 ロックされたドライブはロックできません

変更するパーティションが置かれているハードディスクがロックされていないこ
とを確認してください。

#34 このベータ版は使用できません

(株 )ネットジャパンでは、PartitionMagicのベータ版や評価版をリリースしていま
す。これらは、製品版と比べて安定性が低いため、有効期限が設定されています。
有効期限を経過すると、ベータ版と評価版は動作しません。 

ディスクアクセスエラー (40～56)
40番から56番のエラーメッセージは、ディスクへアクセスできないときに表示されます。
ほとんどがハードウェア上の問題が原因です。簡単に解決できる問題もありますが、ハー
ドディスクを交換しなければ解決できない場合もあります。PartitionMagicでは、変更処理
を実行する前に主要なエラーは検出されます。このため、ハードディスクを交換する前に
データのバックアップを作成できます。

#45 データにCRCエラーが起こりました
PartitionMagicやその他のプログラムは、ハードディスク上の情報を読み込むとき
に、各セクタに含まれるCRC (巡回冗長性検査 )情報を検査します。CRCテスト
を実行した結果がそのセクタに格納されている値と異なると、CRCエラーが検出
されます。その場合、通常は次の2つのうちいずれかの状況が考えられます。

� 読み込むファイルが何らかの原因で壊れています。
� ファイルの格納に使用されているセクタが不良になったために、そのセクタに
格納されている部分が壊れています。

解決方法は、表面テストを実行して不良セクタが不良と識別されていることを確
認してから、ファイルを読み込んだソフトウェアを再インストールして、システ
ム上のファイルが壊れていない状態にします。更に、/IREスイッチを指定して
PartitionMagicを実行してみる必要があるかもしれません。 

#48 セクタが見つかりません

このエラーメッセージは、特定のセクタからの読み込み、または特定のセクタへ
の書き込みができない場合に表示されます。考えられる原因はさまざまです。

このエラーメッセージが表示された場合は、BIOSがシステム上のオペレーティン
グシステムとハードディスクをサポートしていることを確認してください。また、
該当するドライブに対してScanDiskを完全に実行し、データが不良セクタに書き
込まれないようにします。 

#49 書き込み不良です
#50 読み込み不良です

次の説明は49番と50番のエラーメッセージに共通しています。 
ハードディスク上の特定のセクタへの書き込み /読み込みができません。次の原因
が考えられます。
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� コンピュータからビープ音が鳴ったり、画面の中央に黒いボックスが表示され
ている場合は、コンピュータのBIOSでウィルス防止プログラムがオンになっ
ています。BIOSのウィルス防止プログラムやブートセクタ保護プログラムをオ
フにしてください。

� ウィルス防止プログラム(TSRプログラムまたはDLLプログラム)が動作中です。
ウィルス防止プログラムを終了してから、PartitionMagicを使用してください。

� ハードディスクに不良セクタがあります。この問題は、通常旧式のハードディ
スクでのみ発生します。このハードディスクでScanDiskを実行して、ディスク
をスキャンし、不良セクタがないかどうかを調べてください。不良セクタが発
見された場合は、ドライブの交換をお奨めします。

� PC Toolsでディスクのミラーリングを設定しています。ディスクのミラーリン
グのオプションを無効にしてください。

その他のエラー

#70 Windowsは削除されました
Windows 3.xを使用している場合、PartitionMagic緊急用ディスクを作成してDOS
用のPartitionMagicを起動する必要があります。

#89 EZ-Driveはドライブ上に見つかりましたが、実行されていません
#90 EZ-Driveはドライブ上に見つかりましたが、故障しています
#91 Disk Managerはドライブ～上に見つかりましたが、実行されていません

これらのエラーは、�1つ目のヘッド �のエラーです。解決するには、(株 )ネット
ジャパンのテクニカルサポートに連絡する必要があります。テクニカルサポート
に連絡する前に、DOSプロンプトで「wrprog /bak >x:head1.dat」と入力
してください。ここで、「x:」はマシン上のいずれかのドライブ名です。

wrprog.exeファイルは、PowerQuest製品フォルダのUtility¥DOSフォルダにあり
ます。Windows NTを使用していてDOSを使用できない場合は、PowerQuestソフ
トウェアに対して作成したDOS緊急用ディスクを使用できます。

#98 Windows 2000をハイバーネーション状態にする
#99 Windows Meをハイバーネーション状態にする

ハイバネーションは、システムRAMをファイルに保存し、Advanced Power 
Managementを使用してシステムをシャットダウンする機能です。マシンを次に
起動したときに、ハイバネーションファイルがRAMに読み込まれ、シャットダ
ウン前の状態から実行が開始されます。

ハイバネーションを行ったシステムでは、起動すると、ハイバネーションが行わ
れた時点と同じ状態になっていることが仮定されます。システムのハードウェア
(ディスクおよびディスクパーティションを含む )に何らかの変更が加わっている
と、予期しない結果が生じることがあります。

ハイバネーションモードのシステムに変更を加えることの詳細については、
Microsoft Knowledge Baseの#241354を参照してください。
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このエラーを避けるためには、マシンを通常の方法でシャットダウンしてから、
再起動してください。

パーティションテーブルエラー (100～199)
100番から199番はパーティションテーブルエラーです。解決方法についての一般的な情
報は、124ページの「パーティションテーブルエラーを解決する」と124ページの「パー
ティションテーブルとウィルス」を参照してください。

#100 パーティションテーブルが不良です

マスターブートレコード (MBR)に登録できる拡張パーティションの数は1つで
す。また、各拡張パーティションのブートレコード(EPBR)に登録できる別のEPBR
へのリンクの数は1つです。この制限を超えると、このエラーが発生します。ま
た、複数のパーティションがアクティブ設定になっているときも同じエラーが発
生します。この状況で何らかの変更処理を実行すると、ハードディスクから復元
できるデータの量が減少することがあります。このため、PartitionMagicからハー
ドディスクのパーティションはまったく認識されません。この問題を解決するた
めに、新しく正常なパーティションテーブルを作成する必要がある場合は、124
ページの「パーティションテーブルエラーを解決する」を参照して、手順を確認
してください。

#104 パーティションにセクタがありません

パーティションには必ずセクタを指定してください。パーティションを削除して
から、PartitionMagicを使用してください。 

#105 パーティションが間違った境界線で始まっています

ハードディスクのパーティションテーブルに間違った値が登録されています。
PartitionMagicでは、パーティションの先頭と末端が適切なシリンダの境界内にあ
る必要があります。そうでない場合は、ディスクが部分的に壊れている可能性が
あります。この状況で何らかの変更処理を実行すると、データが失われる可能性
があります。このため、PartitionMagicからハードディスクのパーティションは
まったく認識されません。この問題を解決する手順については、124ページの
「パーティションテーブルエラーを解決する」を参照してください。

#106 パーティションが1セクタ目から始まっていません
エラー #105を参照してください。

#107 パーティションがディスク末端より後ろで始まっています

パーティションを物理的なハードディスク領域よりも誤って拡張したときに、こ
のエラーが発生します。ハードディスクが別のコンピュータやハードディスクコ
ントローラで使用されていたか、BIOSの設定が変更された可能性があります。
ハードディスクの物理ジオメトリは、オペレーティングシステムによってハード
ディスクに割り当てられる論理ジオメトリとは異なるので、注意してください。
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#108 パーティションが最終シリンダで終わっていません

エラー #105を参照してください。

#109 パーティションがディスク末端より後ろで終わっています

エラー #107を参照してください。

#110 パーティションテーブルのセクタ数が一致しません

ハードディスクのパーティションテーブルに、このハードディスクにあるセクタ
数が2種類登録されています。DOSとそれ以外のオペレーティングシステムでこ
のハードディスクを共用している場合、このエラーは深刻です。DOSともう1つ
のオペレーティングシステムで異なる登録値が使用される可能性があるため、
パーティションがほぼ一杯になった時点でデータが失われることがあります。こ
の問題を解決する手順については、124ページの「パーティションテーブルエラー
を解決する」を参照してください。

#111 論理パーティションの先頭が拡張パーティションの領域外にあります

拡張パーティションブートレコード (EPBR)とは、ハードディスク上でパーティ
ションテーブルを格納しているセクタのことです。EPBRパーティションテーブ
ルは特別なテーブルであり、通常は有効なエントリが2つしかありません。1つは
論理パーティションのエントリで、もう1つは次のEPBRへのポインタです。標
準では、論理パーティションのエントリがテーブルの最初のエントリであり、次
のEPBRへのポインタが2番目のエントリとなっています。3番目と4番目のエン
トリは使用されていません。IBMのBoot Managerなどいくつかのユーティリティ
に対しては、このエントリの順番は重要です。このようなユーティリティは、最
初のエントリが論理パーティションであり、2番目のエントリが次のEPBRへのポ
インタであることを前提としているからです。PartitionMagicでEPBRのエントリ
の順序が違っていることが検出されると、エラーの修復を確認するメッセージが
表示されます。エラーを修復するように選択すると、PartitionMagicはEPBRエン
トリの順序を自動的に変更します。

#112 論理パーティションが拡張パーティションの領域外で終わっています

エラー #111を参照してください。

#113 パーティションが重複しています

ハードディスクのパーティションテーブルに間違った値が登録されています。重
複するデータパーティションの一方に書き込みを行うと、もう一方のデータが破
壊される場合があります。

このエラーは、OS/2のFDISKのバグが原因で発生する場合があります。拡張パー
ティション内に空き領域がある場合、OS/2のFDISKプログラムは拡張パーティ
ションに一部重なった基本パーティションを作成することがあります。そのため、
重なった基本パーティションに占有される領域に論理パーティションが作成され
てしまいます。
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基本パーティションが拡張パーティションの末端と重複していても、これが拡張
パーティションの領域内にある論理パーティションと重なっていなければ、パー
ティションテーブルにパッチをあてることで、問題を解決できます。ただし、こ
の作業は必ず資格のあるエンジニアが行ってください。パッチを間違ってあてる
と、ハードディスクにあるデータがすべて破壊されます。ほとんどの場合、この
問題は124ページの「パーティションテーブルエラーを解決する」で説明されて
いる方法で解決できます。

#116 パーティションテーブルの先頭と開始値が一致していません

ハードディスクのパーティションテーブルにパーティションの先頭セクタが2種
類登録されています。このエラーはオペレーティングシステムがパーティション
テーブルの作成時とは別のハードディスクジオメトリを認識したときに発生しま
す。次の原因が考えられます。(1) DOSとOS/2など、種別の異なるオペレーティ
ングシステムがそれぞれ異なるハードディスクジオメトリを認識している、(2)フ
ロッピーディスクから起動したために、ハードディスクから起動したときとは異
なるドライバがロードされている、(3) OS/2 2.xからOS/2 Warpなど、オペレー
ティング システムをアップグレードしたために異なるドライバが使用されるよ
うになった、(4)ハードディスクやコントローラが変更されている、(5) BIOSが
アップグレードされている、(6) BIOSのLBA設定が変更された、(7)ハードディ
スク上のパーティションテーブルがウィルスに感染している。

ほとんどの場合、この問題は124ページの「パーティションテーブルエラーを解
決する」で説明されている方法で解決できます。また、ウィルススキャナーを使
用してパーティションテーブルのウィルスを取り除くこともできます。パーティ
ションの作成後に、トラックのセクタ数やヘッド数が変更されると、データが失
われる可能性があります。

#117 パーティションのドライブレターが確認できません

OS/2の場合、PartitionMagicは変更を行う前に各パーティションのドライブレター
を識別する必要があります。OS/2で各パーティションのドライブレターを識別で
きない理由には、さまざまなものがあります。たとえば、システム上のドライバ
によってドライブレターがデフォルトから変更されている場合や、パーティショ
ンにシリアル番号がない場合などです。

PartitionMagicをWindowsで実行しているときもこのエラーが表示される場合が
あります。

解決方法としては、PartitionMagicをDOSから実行するか、Windows 95または
Windows 98のMS-DOSモードから実行します。PartitionMagicがDOSまたは
MS-DOSモードから実行された場合は、各パーティションのドライブレターを識
別する必要がありません。したがって、このエラーメッセージで示された問題が
唯一の問題である場合は、PartitionMagicは正常に実行されます。
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#120 論理ドライブのチェーンに互換性がありません

このエラーは、一部のオペレーティングシステムで、論理パーティションのチェー
ン接続順序を間違えた場合に発生します。DOS、OS/2、Windows 95、Windows
98、およびWindows NTでは、論理パーティションが昇順でチェーン接続される
必要があります。オペレーティングシステムによっては、この条件が必須でない
こともあります。たとえば、Linux FDISKユーティリティのいくつかのバージョ
ンでは、論理パーティションは作成順にチェーン接続されます。このエラーメッ
セージは非常に危険な状況を示しています。この状況でDOSのFDISKを使用す
ると、いくつかのパーティションが失われる可能性があります。

この問題の解決手順については、124ページの「パーティションテーブルエラー
を解決する」を参照してください。データのバックアップを保存して、パーティ
ションを作成し直す場合、パーティションを削除するためには、そのパーティショ
ンを作成したプログラムを使用しなければならないことがあります。PowerQuest
では、DOS FDISKかPartitionMagicを使ってパーティションを再作成することを
お奨めします。

#121 ドライブの先頭セクタが読めません

ハードディスクの先頭セクタ (シリンダ0、ヘッド0、セクタ1)には、マスター
ブートレコード (MBR)と基本パーティションのテーブルが記録されています。
PartitionMagicが先頭セクタを読み込むときにエラーが発生すると、そのハード
ディスクは変更できません。この問題の解決方法については、エラー #50を参照
してください。

#122 現設定のまたは新規パーティション領域に、不良セクタが見つかりました。操作
を安全に実行できませんので、変更処理は行なっていません

新規パーティション領域または現在のパーティション領域に不良セクタがあるた
め、パーティションを安全に移動できません。このエラーメッセージが表示され
ると同時に、データの損失を避けるために移動処理は中断されます。パーティショ
ンの移動先を変更することによって問題を修復できることがあります。ScanDisk
かCHKDSK /Fを実行してから処理を続行します。ハードディスクに不良セクタ
があるときは、交換した方が安全です。

#140 重複している複数のパーティションがみつかりました。それらのパーティション
は、削除を取り消すことができません

空き領域に2つ以上の削除されたファイルシステムが検出されました。各ファイ
ルシステムが要求している領域が重複しています。それ以外には復元できるパー
ティションがありません。
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ネットワークエラー (200～299)

#202 読み込み不良です
#203 書き込み不良です

ソケット読み込みで、要求された量のデータを読み込めませんでした。または、
ソケット書き込みで、要求された量のデータを書き込めませんでした。ネットワー
ク接続が正しく動作していることを確認してください。操作中にこのエラーが発
生した場合は、操作対象のパーティションおよびパーティションテーブルが壊れ
ている可能性があります。このエラーが発生した場合、対象となるパーティショ
ンを削除し、パーティションテーブルを修復してから、もう一度操作を実行して
ください。

#215 タイムアウトまたはその他のエラーにより接続が切断されました

確立された接続がローカルに強制終了されました。ネットワーク接続が正しく動
作していることを確認してください。操作中にこのエラーが発生した場合は、操
作対象のパーティションおよびパーティションテーブルが壊れている可能性があ
ります。このエラーが発生した場合、対象となるパーティションを削除し、パー
ティションテーブルを修復してから、もう一度操作を実行してください。

#217 タイムアウトにより接続を確立できませんでした

ネットワーク接続がタイムアウトしました。ネットワーク接続が正しく動作して
いることを確認してください。操作中にこのエラーが発生した場合は、操作対象
のパーティションおよびパーティションテーブルが壊れている可能性がありま
す。このエラーが発生した場合、対象となるパーティションを削除し、パーティ
ションテーブルを修復してから、もう一度操作を実行してください。

#218 接続要求が拒否されました

ネットワーク接続が拒否されました。ターゲットマシンによって明確に拒否され
たため、接続を確立できませんでした。このエラーは、PartitionMagicからリモー
トマシンに接続しようとした際、ほかのサーバーが既に接続していた場合に発生
します。現在接続しているサーバーがリモートマシンからの接続を解除するまで、
待つ必要があります。

#220 LSL (Link Support Layer)ドライバとサポートしているNICドライバをロードで
きません

LSLドライバと適切なNICドライバがリモートエージェント起動ディスクに含ま
れていて、リモートエージェントの実行前にロードされていることを確認してく
ださい。
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#221 接続は、ハードを実行しているピアまたは接続解除の失敗によってリセットされ
ました

リモートエージェントによって接続が強制的に切断されました。このエラーは一
般に、リモートホスト上のピアアプリケーションが突然停止されたか、ホストが
再起動されたことを示しています。また、操作の実行中にキープアライブアクティ
ビティが障害を検出したために、接続が切断された可能性もあります。実行中だっ
た操作は失敗します。操作中にこのエラーが発生した場合は、操作対象のパーティ
ションおよびパーティションテーブルが壊れている可能性があります。このエ
ラーが発生した場合、対象となるパーティションを削除し、パーティションテー
ブルを修復してから、もう一度操作を実行してください。

#223 NET.CFGにおいてLink Support Layer (LSL)ドライバのバッファが宣言されて
いません

リモートエージェント起動ディスクのNET.CFG内のLink Support Layer (LSL)ド
ライバに対して、バッファが宣言されていません。NET.CFGファイルを編集し
て、リンクサポートセクションにバッファを宣言してください。

#224 NET.CFGでのLink Support Layer (LSL)ドライバのバッファサイズが小さすぎ
ます

リモートエージェント起動ディスクのNET.CFG内のLink Support Layer (LSL)ド
ライバに対して、バッファサイズが小さすぎます。NET.CFGファイルを編集し
て、リンクサポートのバッファサイズを1600以上にしてください。

#225 LSL (Link Support Layer)ドライバは、ETHERNET_IIフレームをサポートして
いません

リモートエージェント起動ディスクのNET.CFG内のLink Support Layer (LSL)ド
ライバに、ETHERNET_IIフレーム用の設定がありません。.リモートエージェン
トには、Ethernet_IIフレームのサポートが必要です。正しい操作を行うためには、
リモートエージェント起動ディスクのNET.CFGファイルを編集して、リンクド
ライバセクションにETHERNET_IIフレームタイプを指定してください。

診断エラー (500～599)
診断エラーはPartitionMagicがパーティションの状態を診断するときに発生します。一般
的な修復方法については、123ページの「診断エラーを解決する」を参照してください。

#500 サブディレクトリが壊れています

このエラーメッセージに続けて、壊れたサブディレクトリ名が表示されます。該
当するディレクトリとサブディレクトリにあるデータのバックアップを保存して
から、壊れたサブディレクトリを削除してください。
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#501 相互リンクされたファイルが見つかりました

複数のファイルから同じクラスタが要求されています。このエラーがNTFSパー
ティションで発生している場合は、PartitionMagicで問題を修復できます。詳細に
ついては、50ページの「パーティションのエラー診断」を参照してください。
PartitionMagicで問題を解決するには、(1)共有されているクラスタを関連ファイ
ルすべてにコピーする、(2)関連ファイルすべてを削除する、(3)ファイルを1つ残
して、他のファイルをすべて削除する、のいずれかの操作を実行します。

#506 パーティションに十分な空き領域が無いため縮小できません

パーティションのサイズを縮小する場合、ある程度の空き領域が必要です。必要
な容量はハードディスクの内容によって異なります。パーティションから不要な
ファイルや重複しているファイルを削除し、十分な空き領域を確保してから、も
う一度操作してください。

#508 指定されたパーティションの変更処理はできません

パーティションに現在設定されている値と同じ値が入力されました。または、入
力した値がシリンダ制限によって丸められたため、値が現在値と同じになってし
まいました。より大きい変更値を入力してください。

#509 カレントまたは新しい領域に不良セクタが見つかりました

指定されたとおりにサイズを変更するために、PartitionMagicによりファイルシス
テム領域の拡張が試みられましたが、新規領域内に不良セクタが検出されました。
いったん、パーティションを移動してから、サイズを変更してください。この問
題が発生しても、データが失われることはありません。

#510 このファイルシステムのバージョンには対応していません

この新しいバージョンのファイルシステムで処理を実行するには、PartitionMagic
のバージョンアップが必要です。アップデートされたバージョンのPartitionMagic
については、www.netjapan.co.jpを参照してください。

バッチエラー (600～633)

#600 バッチファイルが見つかりません
#601 バッチファイル書き込み中のエラー
#602 バッチファイルが見つかりません

PartitionMagicではパーティションの変更処理をすべて設定してから、[適用 ]ボタ
ンをクリックして、まとめて実行することができます。この場合、PartitionMagic
は実行の準備としてコマンドリストファイル (「バッチファイル」と呼ばれる )を
ディスクに書き込み、実行の際にこのファイルを読み込みます。変更の影響を受
けるすべてのパーティションでロックが確保できる場合は、ただちに読み込みま
す。すべてのロックが確保できない場合は、コンピュータの再起動後に特別な「再
起動」モードで読み込みます。Windows 95版、Windows 98版、およびWindows
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NT Workstation版のPartitionMagicでは、バッチファイルはWindows¥Systemディ
レクトリに格納されます。DOS版では、PartitionMagicの起動元のディレクトリ
に格納されます。バッチファイルの名前はPQ_SM40.PQBです。
これらのエラーメッセージはバッチファイルの作成や書き込みができなかったと
きや、コマンドファイルの実行時にファイルが見つからなかったときに表示され
ます。緊急用ディスクからPartitionMagicを実行する場合は、それらが書き込み保
護になっていないことを確認します。問題の原因を特定できない場合は、
PowerQuestのテクニカルサポートに連絡してください。  

#603 不明なバッチ操作

PartitionMagicが理解できない操作がバッチファイルに含まれていました。ネット
ジャパンのテクニカルサポートに問い合わせてください。

#625 バッチ構造は変更されました

通常の場合、エラー 625は、コマンドを実行するためにシステムが起動モードに
入る必要があるときに発生します。エラー 625が発生する場合、ネイティブの
Windows版のPartitionMagicにおいて認識されるディスクのジオメトリが起動
モード版の場合と異なっています。データを失う危険性があるため、安全のため
にPartitionMagicは変更を適用できません。
このエラーの原因となるハードウェア構成に共通する特徴は、Windowsでは認識
できても、起動モード環境では認識できないSCSIやリムーバブルドライブなどの
ハードディスクを持つシステムだという点です。

次のような解決方法があります。

� 起動モードで実行せずに、操作がネイティブのWindowsモードで実行されるよ
うにします。PartitionMagicが起動モードに入るのは、パーティションをロック
できない場合、すなわち、パーティション上に開いているファイルがある場合
だけです。[変更の適用 ]ボタンをクリックする前に、すべての操作を
PartitionMagicがロックできるドライブに限定するように試みてください。

� 問題のあるドライブは、おそらくSCSI、またはリムーバブルドライブです。こ
のドライブのBIOS設定を変更して、構成を変えます。これにより、ネイティ
ブ環境と起動モード環境で同じハードディスク構成が検出されるようになりま
す。これがうまくいかない場合は、問題のあるドライブを一時的に無効にする
こともできます。

通常このエラーは、PartitionMagicの実行中に他のアプリケーションがディスク構
成を変更したことを示しています。PartitionMagicの実行中には他のアプリケー
ションがロードされないようにしてください。
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ユーザーの操作エラー (950～999)

#950 ディスクドライブが見つかりません

使用しているコンピュータには、パーティションを作成できるハードディスクは
ありません。フロッピーディスクドライブや多くのリムーバブルメディアドライ
ブは、パーティションの作成機能をサポートしていません。PartitionMagicを使用
して、このようなドライブにあるディスクに操作を実行することはできません。

#951 無効な値が入力されました

この操作で指定された範囲外の値が入力されました。または、入力した値がシリ
ンダ制限によって丸められたため、範囲外の値になってしまいました。表示され
ている範囲を確認して、値を再入力してください。

#952 入力された値と現設定値が同じです。変更処理は実行していません

エラー #508を参照してください。

#963 指定された操作は現在無効です

PartitionMagicでは、すべての操作をすべてのパーティションに対して実行できる
わけではありません。たとえば、HPFSパーティションをNTFSには変換できませ
ん。また、ハードディスク上に十分な空き領域がなければ、パーティションを作
成することができません。

Windowsでは、使用できないオプションはメニューに表示されないか、淡色表示
になります。しかし、DOS版のPartitionMagicでスクリプトを実行している場合、
メニューは表示されないため、どの操作が使用可能であるか知ることができませ
ん。本書の該当する項目を参照するか、オンラインヘルプの制限に関する項目で、
操作が使用できない理由が説明されている部分をお読みください。

#967 指定された値は有効範囲外です

このエラーは、スクリプトからPartitionMagic Proを実行する場合にのみ発生しま
す。サイズ変更または移動の際に指定された値が可能な最小値と最大値の間にな
い場合は、スクリプトの実行が停止し、このエラーが表示されます。

#968 無効なボリュームラベルが入力されたため、削除処理を実行しません

PartitionMagicでパーティションを削除するには、対象となるパーティションのボ
リュームラベルを入力する必要があります。このエラーは、入力されたボリュー
ムラベルが、削除するパーティションのボリュームラベルと一致しない場合に表
示されます。

#969 無効なボリュームラベルが入力されたため、処理を続行できません

PartitionMagicで既存のパーティションを初期化するには、対象となるパーティ
ションのボリュームラベルを入力する必要があります。このエラーは、入力され
たボリュームラベルが、初期化するパーティションのボリュームラベルと一致し
ない場合に表示されます。
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#970 不良セクタ診断の設定値が無効です

このエラーは、プロフェッショナル版のPartitionMagicでスクリプトの実行中にの
み発生します。スクリプトコマンドSET DEFAULT BAD SECTOR TEST STATE
の後にONまたはOFFが指定されていないと、このエラーが表示されます。

#971 入力されたラベルが長すぎます

ボリュームラベルを入力すると、ラベルの有効性をチェックする機能が働きます。
このメッセージはラベルが長すぎた場合に表示されます。ラベルは11文字以内で
なければなりません。

#972 ラベルに無効な文字があります

ボリュームラベルを入力すると、ラベルの有効性をチェックする機能が働きます。
このメッセージはラベルに無効な文字が使用されていた場合に表示されます。ボ
リュームラベルには [ * ? : < > | + = ; ¥ / � , ]は使用できません。 

#973 ボリュームラベルの先頭に空白は使用できません

ボリュームラベルを入力すると、ラベルの有効性をチェックする機能が働きます。
このメッセージはラベルの先頭にスペースが入っている場合に表示されます。 

#974 指定されたルートサイズは有効範囲外です

このエラーは、プロフェッショナル版のPartitionMagicでスクリプトの実行中にの
み発生します。[作成 ]、[フォーマット ]、または [ルートサイズ変更 ]を使用した
ときに、指定したルートエントリ数がパーティションの許容範囲内にないと、こ
のエラーメッセージが表示されます。通常、有効な範囲は64から1,024までです。

#975 指定クラスタサイズは対象パーティションで使用できませんでした

このエラーメッセージは、プロフェッショナル版のPartitionMagicでスクリプトの
実行中にのみ表示されます。多くのコマンドにはクラスタサイズオプションがあ
ります。スクリプトコマンドで無効なクラスタサイズ (パーティションのタイプ
とサイズに対して )が指定されると、このエラーが表示されます。

#976 現在の領域に指定されたファイルシステムは作成できません

このエラーメッセージは、プロフェッショナル版のPartitionMagicでスクリプトの
実行中にのみ表示されます。[作成 ]または [フォーマット ]コマンドを使用する場
合は、ファイルシステムタイプも選択する必要があります。現在使用可能な領域
で、指定したタイプのファイルシステムまたはパーティションが作成できない場
合に、このエラーが表示されます。

#977 選択されたパーティションは無効です

このエラーメッセージは、プロフェッショナル版のPartitionMagicでスクリプトの
実行中にのみ表示されます。[パーティションの選択 ]コマンドで選択されたパー
ティションが有効なパーティションでない場合に、このエラーが表示されます。
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#978 最終操作の後に適切なパーティションに戻れません。スクリプトが中断されま
した

このエラーメッセージは、プロフェッショナル版のPartitionMagicでスクリプトの
実行中にのみ表示されます。PartitionMagicは、各操作の後で、正しいパーティ
ションがまだ選択されているかどうかを確認します。PartitionMagicが適切なパー
ティションを選択できない場合、スクリプト処理を終了して、このエラーを表示
します。

#986 パーティションの情報が取得できません

このエラーが最も一般的に発生する状況は、MS-DOSベースのTSR (起動終了後
に常駐するプログラム )がバックグラウンドで動作しているときです。そのよう
なTSRは、Config.sysまたはAutoexec.batファイルに含まれています。
その1つの例がSUBSTコマンドです。SUBSTは、パスをドライブレターに関連
付けるために使用されます。このコマンドは「仮想ドライブ」を作成し、これは
追加のローカルドライブとしてアクセスできます。SUBSTコマンドは「汚い」ま
たは「破壊的な」TSRに分類されており、PartitionMagicのロード時に同時にロー
ドすることはできません。

この問題を解決するには、Config.sysまたはAutoexec.bat内でSUBSTコマンドを
ロードする行をコメントアウトします。PartitionMagicを実行した後は、SUBST
を元どおりにしてもかまいません。

問題の原因となる「汚い」または「破壊的な」TSRは、ほかにもあります。SUBST
コマンドを使用していないのにこのエラーが表示される場合は、Join、Append、
またはAssignコマンドが含まれていないかどうかを確認し、含まれている場合は
コメントアウトしてください。

このエラーは、C:ドライブが圧縮されている場合に表示されることもあります。C:
ドライブが圧縮されている場合は、ドライブの圧縮を解除するか、PartitionMagic
を緊急用ディスクから起動します。

このエラーは、複数のパーティションテーブルエラーが発生している場合に表示
されることもあります。上記の解決方法がいずれも適用できない場合は、
PartitionInfoまたはPARTINFOを実行して、(株 )ネットジャパンのテクニカルサ
ポートにレポートを送ってください。PartitionInfoおよびPARTINFOの詳細につい
ては125ページの「PartitionInfoによる診断レポートの作成」を参照してください。

#993 パーティションに開いているファイルが含まれています。オペレーティングシス
テムの診断ユーティリティを使用してください

このエラーを修復するには、システムにあるウィルス防止プログラムを無効にし
て、DOSからScanDiskを実行します。
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NTFS診断エラー (1500～1699)
1500～1699番のエラーはNTFS特有の診断エラーメッセージで、PartitionMagicを使って
パーティションの状態を診断したときに表示されます。PartitionMagicの [エラー診断 ]オ
プションを実行することで、解決できるエラーもあります。詳細については、50ページの
「パーティションのエラー診断」と123ページの「診断エラーを解決する」を参照してくだ
さい。

この節では、「属性」という言葉は「読み込み専用」、「隠し」、「システム」などを示すもの
ではありません。ファイルのデータストリームの1つを指して使われます。

#1501 NTFSのバージョンが不正です
PartitionMagicが対応していないバージョンのNTFSファイル形式でパーティショ
ンが作成されています。

#1503 NTFSクラスタサイズ不良です
NTFSのクラスタサイズには512、1,024、2,048、4,096、8,192、16,384、32,768、
65,536バイトのいずれかを指定してください。

#1512 再起動レコードが一致していません

ジャーナルファイルに異なる2つの再起動エントリが記述されています。
Windows NT Workstationが正しくシャットダウンされていない場合に、このエ
ラーが起きることがあります。この問題を解決するには、Windows NT Workstation
を再起動し、[シャットダウン ]コマンドを使用してシャットダウンしてください。

#1513 ファイルレコード中の属性の位置が不正です

このエラーは、2001年より前にリリースされたPowerQuest製品にのみ発生しま
す。通常は、影響を受けるディスク上でCHKDSK /Fを実行することでこの問題
を解決できます。

#1516 パーティションが不正に終了しました

ジャーナルファイルの再起動レコードに不正終了フラグが付けられています。
Windows NTオペレーティングシステムがパーティションに書き込みをしている
間に、停電、またはシステムクラッシュが起きたため、このエラーが発生した可
能性があります。Windows NTを再起動して、「CHKDSK /F」を実行し、問題を
修復してください。

#1527 更新のシーケンス番号が無効です

バッファに保管されている更新のシーケンス番号が一致しません。Windows NT
オペレーティングシステムがパーティションに書き込みをしている間に、停電、
またはシステムクラッシュが起きたため、このエラーが発生した可能性がありま
す。Windows NT Workstationを再起動して、「CHKDSK /F」を実行し、問題を修
復してください。
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#1529 ディレクトリエントリー情報が一致していません

ファイルレコードに記録されたファイル属性とディレクトリエントリに記録され
ているファイル属性が異なります。このエラーがシステムファイル (ファイル0～
10)で発生している場合は、Windows NT のCHKDSKで修復することはできませ
ん。オペレーティングシステムを再起動すると、Windows NTによって、パーティ
ションのルートディレクトリが再構築されます。

#1538 連続した領域がないため移動できません

このパーティションには、連続させて保管する必要のあるファイルのコピーが入
るだけの、まとまった空き領域がありません。このエラーメッセージは、通常、
[サイズ変更 ]オプションを使用してパーティションを縮小したときに表示され
ます。

#1539 ファイルサイズが一致していません

ファイルレコードに記録されたシステムファイル (ファイル0～15)のサイズが、
ルートディレクトリのディレクトリエントリに記録されたサイズや、データスト
リームのサイズと一致しません。

#1544 外部属性の中に外部属性リストがあります

外部ファイルレコードに外部属性リストが入っています。

#1545 ファイル属性の順番が間違っています

ファイルの属性は数値形式の昇順に並べられている必要があります。

#1546 常駐または非常駐型以外の属性があります

属性の常駐フラグに常駐または非常駐以外の値が使用されています。

#1547 実行制限の不正です

最上位クラスタと最下位クラスタの差よりも大きなクラスタが実行に使用されま
した。

#1548 ファイルテーブルのエントリー数が16に達していません
ファイルテーブルには最低でも16以上のエントリが必要です。

#1549 ファイルテーブルのエントリー数が40億を超えています
ファイルテーブルには40億を超すエントリは記録できません。
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#1604 ファイルの親にファイルがありません

ファイルの親ディレクトリに、このファイルへの参照が含まれていないか、ファ
イルのサイズ、日付、時刻などの情報が、ファイルの親ディレクトリが持つ情報
と一致していません。このエラーは、PartitionMagicの [診断 ]オプションを実行
することで解決できます。詳細については、50ページの「パーティションのエ
ラー診断」を参照してください。このエラーを修復すると、PartitionMagicによ
り、ファイルの親ディレクトリ情報が更新されます。

#1609 クラスタを損失しました

ボリュームビットマップには、どのファイルからも要求されていない、つまり使
用されていないクラスタが使用中であると表示されています。このエラーは、
PartitionMagicの [診断 ]オプションを実行することで解決できます。詳細につい
ては、50ページの「パーティションのエラー診断」を参照してください。
PartitionMagicでは、破損クラスタを削除、またはルートディレクトリにあるファ
イルに保存することにより、このエラーを修復することができます。保存した場
合、ファイル名はFILEXXXX.PQEになります。XXXXには0000から9999まで
の数字が入ります。

#1630 属性ヘッダのサイズが無効です

ファイルサイズ情報が不正です。このエラーは、PartitionMagicの [診断 ]オプショ
ンを実行することで解決できます。詳細については、50ページの「パーティショ
ンのエラー診断」を参照してください。このエラーを修復すると、PartitionMagic
により、正しいファイルサイズ情報が計算されます。

#1644 システムファイルシーケンス番号の不良です

システムファイルに間違ったシーケンス番号があります。システムファイルの
シーケンス番号は1から15まででなければなりません。この問題はWindows NT
のCHKDSKでは検出されない場合がありますが、Windows NTを再起動したとき
に該当パーティションがマウントなくなります。

#1647 ルートディレクトリのインデックスにエラーがあります

ルートディレクトリのインデックスに間違いがあります。Windows NTの
CHKDSKを実行してもこのエラーは解決されません。Windows NTを再起動する
と、このパーティションのルートディレクトリが自動的に再構築されます。

#1681 データが圧縮または分散されています

ファイルが圧縮されているため、NTFSファイルシステムをFATまたはFAT32に
変換できません。すべてのファイルの圧縮を解除しないと、変換は実行できませ
ん。圧縮されているファイルのFRS番号が示されます。
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#1687 オブジェクトインデックスがあります

Windows 2000によって作成されたオブジェクトインデックスを持つファイルが
見つかりました。たとえば、ユーザーがディスク領域クオータを割り当てた可能
性があります。FATおよびFAT32ファイルシステムはオブジェクトインデックス
をサポートしていないため、パーティションをFATまたはFAT32に変換した場
合、この情報は保存されません。該当ファイルのFRS番号が示されます。

FAT診断エラー (2000～2099)
診断エラーはPartitionMagicがパーティションの状態を診断するときに発生します。一般
的な修復方法については、123ページの「診断エラーを解決する」を参照してください。

#2001 FATのコピーを認識できません
このエラーを解消するには、ScanDiskを実行してください。
ウィルスが原因で、このエラーが発生することもあります。ウィルススキャナー
を実行して、ウィルスを駆除してください。

#2002 FATに無効なエントリーがあります
通常このエラーは、該当するパーティションに対してScanDiskを完全に実行する
ことで修復できます。

#2003 ファイルサイズとファイルのFAT割り当てが一致しません
このエラーを修復するには、ScanDiskまたはCHKDSKを実行します。

#2005 いくつかのクラスタを損失しました

このエラーを修復するには、ScanDiskまたはCHKDSKを実行します。

#2012 パーティションに対してFATファイルシステムが大きすぎます
このエラーは次のような場合に発生します。

� パーティションのセクタ数が65,536を超えています。そして、起動セクタの
bsHugeSectsフィールド (NotronのDISKEDITユーティリティでは �Big total 
number of sectors�)には、パーティションテーブルに示されているよりも多くの
セクタがこのパーティションにあると示されています。

� パーティションのセクタ数は65,536以下ですが、起動セクタのbsSectsフィール
ド (NotronのDISKEDITユーティリティでは �Total sectors on disk�)には、パー
ティションテーブルに示されているよりも多くのセクタがこのパーティション
にあると示されています。

この状況で、FATファイルシステムからパーティションの外側にある存在しない
領域や他のパーティションに属する領域を使用しようとすると、データが失われ
る可能性があります。ファイルデータはパーティションの領域外に存在する可能
性があるため、起動セクタにパッチをあてるだけでは、問題は解決できません。
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このエラーを解決するには、パーティションにあるデータすべてのバックアップ
を保存してから、このパーティションを削除します。この後、パーティションを
再度作成し、データを復元します。また、Norton Disk Doctorでこのエラーを解決
できたという報告もあります。

#2013 FATジオメトリのコンポーネントが不良です
このエラーは次のような場合に発生します。

� ハードディスクにあるクラスタ数が、FATでの制限値を超えています。起動セ
クタのセクタ数、FAT数、ルートエントリ数、予約セクタ数、クラスタ1つあ
たりのセクタ数に誤った値が設定されている可能性があります。

� FAT のセクタ数が小さすぎて、ハードディスクにあるクラスタが格納できま
せん。

専門知識のあるエンジニアであれば、単純なパッチをあてることで、ハードディ
スクを修復できるでしょう。また、パーティションにあるデータのバックアップ
を保存し、パーティションを削除してから、これを再度作成して、ファイルを復
元することもできます。

#2024 OS/2の拡張属性ファイルが壊れています
このエラーが発生するのは、OS/2でプログラムが誤ってOS/2拡張属性ファイル
に書き込みまたは上書きを行った場合だけです。このエラーが発生した場合は、
データのバックアップを保存してから、このパーティションを削除します。この
後、パーティションを再度作成し、データを復元します。

#2027 ルートディレクトリのエントリ数が多い為、FAT32パーティションをFAT16
パーティションに変更できません。いくつかのファイルをルートディレクトリか
らサブディレクトリに移動してから、再度実行してください

1ファイルに複数のエントリを使用するロングファイルネームがエラーの原因と
考えられます。このエラーを解決するには、ルートディレクトリエントリの一部
をサブディレクトリに移動して、ディスクのフラグメンテーションを解消してく
ださい。 

#4002 ボリューム定義テーブルにはNetWareボリュームシグネチャがありません
エラー #3を参照してください。
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BootMagicエラー (8000～8999)
これらのエラーは、�1つ目のヘッド �のエラーです。解決するには、(株 )ネットジャパン
のテクニカルサポートに連絡する必要があります。テクニカルサポートに連絡する前に、
DOSプロンプトで「wrprog /bak >x:head1.dat」と入力してください。ここで、
「x:」はマシン上のいずれかのドライブ名です。

wrprog.exeファイルは、PowerQuest製品フォルダのUtility¥DOSフォルダにあります。
Windows NTを使用していてDOSを使用できない場合は、PowerQuestソフトウェアに対し
て作成したDOS緊急用ディスクを使用できます。

オペレーティングシステムエラー (10,000以降 )
10,000番以降のエラー番号はオペレーティングシステムエラーを表します。オペレーティ
ングシステムエラーの番号は、10,032 - 10,000 = 32のように、表示されたエラー番号から
10,000を引いたものです。エラーの解決方法の詳細については、オペレーティングシステ
ムのマニュアルを参照してください。
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付録C

テクニカルサポート

この付録では、テクニカルサポートについて説明します。

� テクニカルサポートへ連絡する前に

� テクニカルサポートフォーム

� テクニカルサポートを受けるための条件

� テクニカルサポートの連絡先

� 旧バージョンのサポート期間について

� 補足
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テクニカルサポートへ連絡する前に

(株 )ネットジャパンでは、総合的なテクニカルサポートを実施しています。但し、テクニ
カルサポートへご連絡いただく場合は、その前に本書で解説している問題への対処方法を
参照し、お試しください。ハードディスクに関連した問題については、ハードディスクの
メーカー、または購入先のお店にお問い合わせください。また、本書の発行後に変更され
た情報がREADME.TXTファイルに入っています。こちらも先に参照してください。

テクニカルサポートフォーム

本書の解説に適切な解決法が見つからなかった場合は、パッケージに同梱されている『ユー
ザー登録とテクニカルサポートのご案内』に「テクニカルサポートフォーム」があります
ので、その用紙に必要事項をご記入の上、ファックスまたはEメールにてお送りください。

注意： PartitionMagicの CD-ROMの中には、パーティション診断ソフト PARTINFOが
入っています。エラーが出た場合には、PARTINFO を実行し、解析した情報を
テキストにしてEメールあるいはファックスにて弊社のテクニカルサポートまで
お送りください。
DOSプロンプトにて、

PARTINFO > ドライブ名 :¥PARTINFO.TXT

を実行する事で、解析した情報がテキストとして作成されます。

または、「PartitionInfoによる診断レポートの作成」を参照願います。

テクニカルサポートを受けるための条件

本書の解説では問題解決に至らなかった場合は、以下の方法でテクニカルサポートへご連
絡ください。ここでサポートを受けられるのは、PartitonMagicの登録ユーザーに限られて
います。無償サポートを受けられる期間は、ご登録日から90日間まで、とさせていただき
ます。また、Pro版の無償サポート期間はサポートに架電してから45日間で、別途有償に
て年間契約サポートサービスも用意しております。
付録C: テクニカルサポート



テクニカルサポートの連絡先

注意： テクニカルサポートへお問い合わせなさる際には：

� テクニカルサポートフォーム (シリアル番号を必ず明記してください。)

� PARTINFOまたは PartitionInfoの結果 (前ページを参照してください。) 

� 症状 (同梱のテクニカルサポートフォーム、もしくはそれに準拠したもので、
なるべく手順がはっきりわかるようにお願いします。) 

上記の資料をお送りください。 (電話でお問い合わせなさる際も、お手元にこれら
をご用意ください。) これらの情報がそろっていない場合には、ご回答できないこ
ともございます。

ファックス 03-3864-5230 (Pro版は03-3864-5244)

上記に記載された内容と、発生した問題の概略をお送りください。

Eメール support@netjapan.co.jp (Pro版はenterprise-support@netjapan.co.jp)

Eメールでのメッセージも受け付けています。
送付先は、support@netjapan.co.jpです。また、弊社Webサイト (www.netjapan.co.jp) や
PowerQuest社Webサイト (www.powerquest.com)にも情報が掲載されていますので、お問
い合わせいただく前にご参照ください。

郵便

郵送先：〒101-0032　東京都千代田区岩本町2-18-3
(株 ) ネットジャパン

テクニカルサポートまで

電話 03-3864-5290 (Pro版は03-3864-5266)

このサービスは、休日・祝日を除く月曜から金曜日の10:00から12:00、13:00から17:00の
間に実施していますが、混雑が予想されますので、緊急の場合以外は極力お避けください。

旧バージョンのサポート期間について

旧バージョンのサポートは、新バージョンがリリースされてから120日間、また、製品の
販売中止または他製品への統合から180日間を限度とします。
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補足

� JISキーボード(通常日本で販売されているものは全てこれです)を使用している場合、
英語MS-DOSを起動させた時に、� : �や � ¥ �を入力する方法は次のとおりです。

� : �の入力方法：Shiftキーを押しながら � ;+れ �が表示されたキーを押します。

� ¥ �の入力方法：� ]}む �が表示されたキーを押します。

� 本書は開発中の画面をもとに作成しています。お手元の製品の画面表示と異なる場合
がある旨、ご了承ください。
付録C: テクニカルサポート



索引
数字
4K境界割り当て

FAT/FAT32パーティションからの変換 75
64Kクラスタ 23

使用 69

B
Boot Disk Builder 87
BootMagic 103

インストールする 105
オンラインヘルプ 106
起動時間、設定する 111
緊急用ディスクの作成 106
システム可動条件 104
設定する 107
トラブルシューティング 109
パスワードを設定する 108
別のハードディスクからの起動 110
無効化 111
メニューから項目を削除する 110
メニュー項目のプロパティの変更 110
メニューにオペレーティングシステムを

追加する 108
BootMagicの無効化 111
BootMagicメニュー項目を削除する 110
BootMagicを設定する 107

C
CD-ROM、ドライブレターを割り当てる 121

D
Disk Doctor、Norton 114
DOS

PartitionMagicを起動する 7
DriveMapper 36, 98

パーティションの結合後に実行する 84
DriveSpaceとPartitionMagicの互換性 115

F
FAT/FAT32パーティション

4K境界割り当てへの変換 75
FAT16x 21
FAT32xファイルシステム 22
FAT32対応システム 23
FAT32ファイルシステム 22

現在のオペレーティングシステムが

サポートしているかどうか 23
パーティション、FATに変換する 74
パーティション、関連する情報 57

FAT情報 58
FATファイルシステム 21

FAT32に変換する 73
FAT32を変換する 74
NTFSに変換する 73
Windows NTで64Kクラスタを使用する 

23
クラスタサイズ、64K 69
クラスタのサイズ、説明 68
クラスタのサイズ、変更する 68
クラスタの浪費領域 57
診断エラーメッセージ 144
パーティションでOS/2拡張属性エラーが
発生 51

パーティション、関連する情報 57
パーティション、サイズを変更する 31

FDISK、関連するエラーメッセージ 131, 133

G
GoBack 117

I
Info 56

FAT情報 58
NTFS情報 59
クラスタの浪費領域 57
ディスク使用状況 57
パーティション情報 58
PowerQuest PartitionMagic 151



152
J
JISキーボード 150

L
LILO 43
Linux

新しいパーティションにインストールする 
38

起動可能パーティションの作成、要件 37
パーティション作成後に起動できない 38, 

44
ファイルシステム 22
論理パーティションの作成、シナリオ 42

M
MS ScanDisk 60

N
Norton utilities 114

AntiVirus 114
Disk Doctor 114
SystemWorks 115

NT CheckDisk 60
NTFS

診断エラーメッセージ 141
パーティション、関連する情報 59
パーティション、診断する 8
ファイルシステム 22

NTFSシステムのパーティションに対する
7.8GB制限 30

NTFSパーティション
FATまたはFAT32に変換する 75
関連する情報 57
最小サイズ 32

O
OS/2

FDISK、関連するエラー 130, 131
PartitionMagicを起動する 7
関連するエラーメッセージ 131, 132, 145
デュアルブート 116

P
PARTINFO 126
PartitionInfoプログラム 125
PartitionMagic

PartitionInfoプログラム 125
アンインストールする 11
システム可動条件 4
プログラム設定、項目を設定する 23
他のプログラムとの互換性 114

PartitionMagic Proの機能 11
PartitionMagicでサポートされているファイル
システム 21

PartitionMagicとデュアルブートの互換性 116
PartitionMagicとドライブオーバーレイソフト
ウェアの互換性 117

PartitionMagicに対してハードディスクを
読み出し専用にする 24

PartitionMagicのアンインストール 11
PQ_DEBUG.TXTファイル 125
PQBoot 100

コマンドラインスイッチ 101
複数の表示された基本パーティションと

ともに使用する (Windows NT) 101
PQFLEXパーティション 123
PqRPパーティション 123

R
READMEファイル 26

S
ScanDisk 60
SCSIハードディスク、PartitionMagicを
使用する 122

SoundBlaster Live DOSドライバ 117
SystemWorks 115

U
Unformatted (未フォーマット )パーティション 

22
USBのサポート 18



W
Windows

PartitionMagicをインストールする 4
PartitionMagicを起動する 7
WindowsでのDriveSpaceの使用 115
エラーの診断、解決する 123
ドライブレター、変更 98

Windows 2000
緊急用ディスクを実行する 7
ダイナミックディスク 18

Windows 2000 Professional、Windows XP、また
はWindows Meのハイパネーション状態 7

Windows 95、オペレーティングシステム圧縮
ファイルを削除する 120

Windows Me、ハイパネーション状態 7
Windows NT

64K FATクラスタ 23
CheckDisk 60
PQBootを使用する 101
新しいパーティションにインストールする 

38
インストールできない 40
エラーメッセージ、関連する 141
基本パーティションの作成 (シナリオ ) 39
ドライブレターの変更 64

Z
Zipディスク、PartitionMagicを使用する 18

あ
アイコン、ウィザード～を非表示にする 82
空き領域 22, 57

BootMagicをインストールするのに必要な 
104

関連するエラーメッセージ 136, 142
再配置、ウィザードの使用 84
パーティションの移動に必要な 29
パーティションのサイズ変更に必要な 31
表示された 58

空き領域の再配置ウィザード 84
空き領域、再配置する 84
アクティブに設定する 67
新しいオペレーティングシステムへの対応

新規パーティションの作成を参照。

圧縮ユーティリティとPartitionMagic 115

い
移動する

パーティション 28
パーティション、起動可能 30
パーティション、シナリオ 32

インストールする
BootMagic 105
PartitionMagic、Windows 4
Windows NT、トラブルシューティング 40
オペレーティングシステム 38
オペレーティングシステム、複数の 67

インターフェイス、概要 14
インデックス、ルートディレクトリのエラー 

143

う
ウィザード

空き領域を再配置する 84
概要 14, 82
実行する 82
新規パーティションの作成 83
パーティションの結合 84
パーティションのコピー 84
変更設定を適用またはキャンセルする 82
メイン画面のボタンを非表示にする 82

ウィザードボタンを非表示にする 82
ウィザードを実行する 82
ウィザードを使って作業を自動化する 82
ウィルス検出ソフトウェア 116
ウィルス、除去する 124
PowerQuest PartitionMagic 153



154
え
エラーメッセージ 127

FAT 144
NTFS固有の 141
OS/2固有の 131, 132, 145
空き領域、関連する 136, 142
診断 135
その他 127, 129
ディスクアクセス 128
ネットワーク 134
パーティションテーブル 130
バッチ 136
ユーザーの操作 138

エラーをスキャンする 60
エラー、解決する

診断 123
パーティションテーブル 124, 125
マスターブートレコード 124

お
オペレーティングシステム

BootMagicでデフォルトを設定する 110
BootMagicによってサポートされている 

105
BootMagicメニューに追加する 108
新しいパーティションを作成する 37, 83
インストールする 38
複数をインストールする 67

オペレーティングシステム起動ユーティリティ
BootMagic 103
システムコマンダー 116
デュアルブート 116

オンラインヘルプ 25
BootMagic 106

か
回線接続 86
拡張Xファイルシステム 21
拡張オペレーション

アクティブに設定する 67
クラスタサイズの変更 68
ドライブレターの変更 64
パーティションの表示または非表示 65
不良セクタを再診断する 64
ルートのサイズ変更 66

拡張属性

関連エラー 51, 145
関連する情報 59

拡張パーティション 21
[拡張パーティションの非表示 ] 110
可動条件、システム 4

き
起動可能なパーティション

FAT、トラブルシューティング 124
Linux、トラブルシューティング 38, 44
NT、トラブルシューティング 30
作成する 37

起動可能パーティション間で切り替える 100
起動コード境界 38
起動コード領界 15
起動時間、BootMagic用に設定する 111
起動スイッチ 8, 93
起動スイッチ、PartitionMagic

PartitionMagic CDのPMSCRIPT.PDFを
参照。

起動スイッチ、PQBoot 101
起動ディスク、BootMagic起動ディスクの作成 

106
起動、BootMagicメニューと 112
機能、新しい 1
基本パーティション

表示または非表示 66
論理パーティションに変換 78

緊急用ディスク
BootMagic 106
PARTINFOを実行する 126
PartitionMagicを起動する 7
Windows 2000 Professional、Windows XP、
またはWindows Me上での起動 7

起動に使用する、ハードディスクが

圧縮されている場合 140
作成する 5
システム可動条件 4
スクリプトを実行する 93
内容 6
容量が足りない 8

緊急用ディスクを作成する 5

く
クラスタ

64K 23
64K、使用 69
FAT、必要なサイズ 70
サイズ 68



サイズを変更する 68
クラスタサイズ 58, 59, 70
クラスタの浪費領域 57
クラスタ、不良 64

け
警告 76

こ
コピーする

パーティション 48
パーティション (ウィザード ) 84
パーティションをリモートエージェントと

の間で 86
コマンドラインスイッチ 8, 93

PQBoot 101
コンテキストヘルプ 25
コンベンショナルメモリ、解放する 120

さ
最終物理セクタ 58
サイズ変更操作 28
サウンドカードドライバ、PartitionMagicと
互換性がない 117

削除したパーティションを復元する 45
サポート、USBドライブ 18

し
システム可動条件 4

BootMagic 104
システムコマンダー 116
シナリオ

Linuxパーティションの作成 42
パーティションのサイズ変更と移動 32
パーティションを作成する 41

詳細、表示 20
状態の診断、ディスク 28
状態を診断する、パーティション 50
処理の実行、一般的な処理 17
新機能 1
新規パーティションの作成ウィザード 83
診断

エラーメッセージ 135
エラーを解決する 123

診断レポート 126

す
スイッチ 93
スクリプト処理

オンラインヘルプを参照。

スクリプトを作成する 93
ScriptBuilderを検出できない 11
緊急用ディスクから実行する 93

ステータスバー 16

せ
セクタ、不良 129, 139
セクタ、不良箇所を再診断する 64
選択する

操作 19
パーティション 18
物理ディスク 18

先頭FATセクタ 59
先頭MFTクラスタ 59
先頭データセクタ 59
先頭物理セクタ 58

そ
操作

MS ScanDisk 60
NT CheckDisk 60
移動 28
コピー 48
サイズ変更 28
削除 44
作成 34
情報 56
診断 50
選択する 19
未実行の操作の表示 20
元に戻す 19
ラベル 46

操作手順の概要 17
ソフトウェア要件 4

た
ダイナミックディスク 18

ち
重複したパーティション、修復する 131
PowerQuest PartitionMagic 155



156
て
ディスクアクセスに関するエラーメッセージ 

128
ディスク圧縮ユーティリティ、DriveSpace 115
ディスク使用状況 57
ディスク状態の診断 28
ディスク領域、浪費部分を調べる 57, 70
ディスク、選択する 18
ディスク、ダイナミック (Windows 2000) 18
データの損失、その原因 23, 51, 65, 124, 131, 

132, 144
データの保護 1
データパーティション 105
テクニカルサポート 147
テクニカルサポートへ連絡する前に 148
手作業でクラスタのサイズを変更する 68
手順の概要 17
デフォルトのオペレーティングシステム 110

起動時間を設定する 111

と
ドライブレター

DriveMapperで再マッピングする 98
Windows NTにおける変更 64
パーティションリストの 15
変更 36
問題、変更によって生じる 98

ドライブレターの変更 64
ドライブレターを再マッピングする 98
トラブルシューティング 119

FATまたはFAT32に変換すると失われる
NTFSの機能 76

Linux 38, 44
PartitionMagicがインストールされた
パーティションを非表示にする 7

PartitionMagicが起動モードで
クラッシュする 117

PartitionMagicのDOS版 8
SystemWorksがインストールされているマ
シンにおけるディスク書き込みエラー 
115

Windows NTをインストールできない 40
回線機能が実行できない 11
起動時にコンピュータがフリーズする 109
緊急用ディスク、ディスク1の容量が
足りない 8

コンピュータが起動しない 5

サイズ変更したパーティションから

起動できない 124
入力した変更設定が消えたように見える 

82
パーティションの削除を元に戻したが、

削除前と同じではない 46
ワークステーションが起動できない 30

ね
ネットワークエラー 134

は
パーティション

NTFSを診断する 8
PqRP 123
アクティブ 16
アクティブ、設定 67, 100
移動する 28
移動する、シナリオ 32
ウィザードを使用して作成する 83
エラーをスキャンする 60
起動可能な 37, 67, 100
基本、表示または非表示 66
結合する 52
コピーする 48
サイズ変更の制限 31
サイズを変更する 28
サイズを変更する、シナリオ 32
削除する 44, 138
削除を元に戻す 45
作成する 34
作成、シナリオ 41
サポートされるファイルシステム 21
シュレッドする 44
状況 16
状態を診断する 50
情報 56
初期化する 47, 138
シリアル番号 58
選択する 18
重複、修復する 131
で64K FATクラスタを使用する 23
データ 105
名前を付ける 46
バックアップを作成する 48
非表示 16
表示または非表示 65
複数の基本パーティションを表示する 65, 

116



分割 54
変更設定を適用する 20
メインウィンドウ内のマップ 15

パーティション種別 58
パーティション情報 58

PartitionInfoプログラムを参照。
パーティションテーブル

ウィルスを除去する 124
エラーメッセージ 130
エラーを解決する 124, 125

パーティションに名前を付ける 46
パーティションの数を少なくする 52
パーティションの結合 52

ウィザード 84
パーティションのサイズを変更する

サイズ変更したパーティションから

起動できない 124
シナリオ 32
制限 31

パーティションの削除 44
パーティションの削除を元に戻す 45

制限 46
パーティションの初期化 47
パーティションのバックアップの作成 48
パーティションの非表示 65
パーティションの表示 65
パーティションの複製 48
パーティションの分割 54
パーティションマップ 15
パーティションリスト

アスタリスク (*)、説明 15
状況 16
ドライブレター 15

パーティションリストのアスタリスク (*) 15
パーティションを作成する 34

ウィザードの使用 83
起動可能な 37
シナリオ 41
その結果生じるドライブレターの変更 36
ファイルシステム 83

パーティションをシュレッドする 44
パーティションを破壊する 44
パーティションをリモートエージェントとの間

で移動する 86
パーティション、診断する 50
ハードウェア要件。システム可動条件を参照。

ハードディスク

SCSI、PartitionMagicを使用する 122
USBのサポート 18
ジオメトリ 1, 130, 132
初期化する 47

ハードディスク、読み出し専用 24
パスワード

BootMagic用に設定する 108
変更する 11

パスワードの変更 11
パスワード保護 10

削除する 11
バッチエラーに関するメッセージ 136
バッチファイル

スクリプト処理を参照。

バッチファイル、緊急用ディスクから実行する 
93

ひ
非常用ディスク

緊急用ディスクを参照。

表示メニュー 14

ふ
ファイルシステム、ウィザードによって表示さ

れる情報 83
ファイルレコードのサイズ 59
物理ジオメトリ 58
物理セクタ総数 58
物理ディスク、選択する 18
不良セクタ 24

再診断する 64
不良セクタ診断を省略する 24
不良セクタを再診断する 64
プログラム設定 23

FAT32対応システム 23
FAT上のOS/2 EAエラーを無視する 23
WindowsNT用 64K FATクラスタを
使用する 23

ウィザードボタン、非表示にする 82
ハードディスクの保護設定をする 24
不良セクタ診断を省略する 24
PowerQuest PartitionMagic 157



158
へ
別のハードディスクからのOSの起動 110
ヘルプ、オンライン 25
ヘルプ、コンテキスト 25
変換する 73

FAT/FAT32から 4K境界割り当てに 75
FAT32をFATに 74
FATをFAT32に 73
FATをNTFSに 73
NTFSパーティションをFATまたは

FAT32に 75
NTFSをFATまたはFAT32に , 制限 76
基本パーティションを論理パーティ

ションに 78
変更設定をキャンセルする 20

ウィザードから 82
変更設定を適用する 20

ウィザードから 82
変更設定を保留にする 20
変更設定、適用する 20

ほ
ボリューム、名前を付ける 46

ま
マスターファイルテーブル 59
マスターブートレコード 130, 133
マスターブートレコードウィルス、除去する 

124

み
未実行の操作、表示 20
未使用領域、再配置する 84

め
メインウィンドウ

概要 14
緊急用ディスク 16
ステータスバー 16

メインウィンドウのパーティションリスト 15
メモリ、PartitionMagicを実行するために
解放する 120

も
元に戻す 19

ゆ
ユーティリティ 6
ユーティリティ、オペレーティングシステム

AUTOCHK 123
CHKDSK 50, 59, 123
FDISK 131, 133
NT CheckDisk 60
ScanDisk 60, 123

よ
読み出し専用、ハードディスクを設定する 24

ら
ラベル 46

り
リスト、パーティション。パーティション

リストを参照。

リムーバブルメディア、PartitionMagicを
使用する 18

リムーバブルメディア、ドライブレターを

割り当てる 121
リモートエージェント 86

エラー 134
概要 86
起動ディスクを使わずに実行する 91
起動ディスク、Windowsで作成する 87
起動ディスク、使用する 91

リモートエージェント用の起動ディスク

Windowsで作成する 87
含まれるファイル 91

リモートエージェント用の起動ディスクを

作成する 87
リモートサーバー

リモートエージェントも参照。

る
ルートディレクトリ

FAT、容量 59
インデックス、エラー 143
サイズを変更する 66
ロングファイルネーム 66

ルートディレクトリのサイズを変更する 66



れ
例

パーティションのサイズ変更と移動 32
パーティションを作成する 41

レター、ドライブ。ドライブレターを参照。

ろ
浪費領域を回復する 68
浪費領域、回復する 68
ロングファイルネーム 66
PowerQuest PartitionMagic 159


	序章
	PartitionMagicとは何か?
	新機能
	電子版ユーザーガイドの利用

	第 1 章: はじめに
	PartitionMagicのシステム可動条件
	Windows上でPartitionMagicをインストールする
	緊急用ディスクの作成
	PartitionMagicを実行する前に
	PartitionMagicの実行
	緊急用ディスクによるPartitionMagicの起動
	準備
	緊急用ディスクの制約

	コマンドラインスイッチ

	PartitionMagicのパスワードの設定
	パスワードの入力
	パスワードの変更

	PartitionMagic Proのみが提供する機能
	PartitionMagicのアンインストール

	第 2 章: PartitionMagicの基本事項
	PartitionMagicのメインウィンドウ
	パーティション情報
	ディスクマップ
	パーティションリスト

	ウィザード

	緊急用ディスクのメインウィンドウ
	手順の概要
	ハードディスクの選択
	リムーバブルメディアでのPartitionMagicの使用
	Windows 2000ディスク

	パーティションの選択
	操作項目の選択
	操作を元に戻す
	未実行の操作の表示
	システムへの変更設定の適用
	サポートされるファイルシステム
	PartitionMagicのプログラム設定項目の変更
	Windows NT/2000/XP用64K FATクラスタを使用可能する
	FAT上のOS/2 EAエラーを無視する
	不良セクタ診断を省略する
	ハードディスクの保護設定をする

	ハードドライブのデフラグの実行
	ヘルプの表示
	コンテキストヘルプ
	README ファイル


	第 3 章: パーティションの管理
	ディスク状態の診断
	パーティションのサイズ変更と移動
	パーティションのサイズ変更に関する注意
	シナリオ1：論理パーティションへの空き領域の追加
	構成例
	目的
	手順
	結果

	シナリオ2：基本パーティションへの空き領域の追加
	構成例
	目的
	手順
	結果


	パーティションの作成
	ドライブレターの変更の管理
	起動可能なパーティションを作成する
	新しいオペレーティングシステムのインストール
	シナリオ1：Windows NT Workstationの基本パーティションの作成
	システム構成例
	目的
	手順
	結果

	シナリオ2：セカンダリハードディスクに論理パーティションを作成
	システム構成例
	目的
	手順
	結果

	シナリオ3：Linux論理パーティションの作成
	システム構成例
	目的
	手順
	結果


	パーティションの削除
	パーティションの削除を元に戻す
	パーティションの削除を元に戻すことについての制限

	パーティションラベルの変更
	パーティションの初期化
	パーティションのコピー
	パーティションのエラー診断
	パーティションの結合
	パーティションの分割
	パーティション情報の表示
	使用状況
	浪費クラスタ
	パーティション情報
	ファイルシステム別の情報ページ
	FAT情報
	NTFS情報


	ディスクエラーのスキャン

	第 4 章: 高度なディスクの操作
	ドライブレターの変更
	不良セクタの再診断
	パーティションの表示および非表示
	ルートディレクトリのサイズ変更(FATのみ)
	アクティブパーティションの設定
	クラスタサイズの変更
	クラスタサイズのデフォルト値


	第 5 章: パーティションの変換
	パーティションを変換する手順
	FATパーティションからFAT32への変換
	FATパーティションからNTFSへの変換
	FAT32パーティションからFATへの変換
	FAT32パーティションからNTFSへの変換
	FAT/FAT32パーティションから4K境界割り当てへの変換
	NTFSパーティションからFATまたはFAT32への変換
	NTFSパーティションからFATまたはFAT32への変換についての制限
	FATまたはFAT32に変換するときに失われるNTFS情報

	パーティションの論理または基本パーティションへの変換

	第 6 章: ウィザードの使用
	概要
	ウィザードの実行
	変更設定の適用
	ウィザードアイコンを非表示にする

	新規パーティションの作成ウィザード
	パーティションサイズの変更ウィザード
	空き領域の再配置ウィザード
	パーティションの結合ウィザード
	パーティションのコピーウィザード

	第 7 章: PartitionMagic Proの機能
	リモートエージェント
	3段階の手順
	リモートエージェント起動ディスクの作成
	Boot Disk Builder
	起動ディスクのファイル

	リモートエージェント起動ディスクの使用
	リモートマシンのIPアドレスの指定

	リモートマシンにアクセスする

	スクリプト処理
	緊急用ディスクからのスクリプトの実行

	コマンドラインスイッチ

	第 8 章: PartitionMagicユーティリティの使用
	DriveMapperによるドライブレター参照の変更
	複数のオペレーティングシステムに対するDriveMapperの使用
	正しい順序によるドライブレターの変更

	PQBootによる起動可能パーティションの変更
	PQBootのコマンドラインスイッチ
	コマンドラインスイッチによるPQBootの実行



	第 9 章: BootMagicの使用
	はじめに
	BootMagicのシステム構成
	サポートされているオペレーティングシステム
	BootMagicのインストール
	BootMagic緊急用ディスクの作成
	ヘルプの表示

	BootMagicの設定
	BootMagicのパスワードの設定
	BootMagicメニューへのOSの追加
	BootMagicメニューからの項目の削除
	メニュー項目のプロパティの変更
	デフォルトOSの設定
	別のハードディスクからの起動
	起動時間の設定
	BootMagicの無効化
	BootMagicメニューの使い方
	BootMagicによるオペレーティングシステムのインストール

	付録 A: 他のプログラムと一緒にPartitionMagicを使用する
	Norton Utilities
	Norton Disk Doctor
	Norton AntiVirus
	Norton SystemWorks

	ディスク圧縮ユーティリティ
	DriveSpaceとDriveSpace 3

	オペレーティングシステム起動ユーティリティ
	ウィルス検出ソフトウェア
	ドライブオーバーレイソフトウェア
	SoundBlaster
	GoBack

	付録 B: トラブルシューティング
	一般的なトラブルシューティング
	DOS上でPartitionMagicを実行するためにメモリを解放する
	MEMMAKERを実行する(MS-DOSのみ)
	F8キーを使用して、プログラムがロードされないようにする(MS-DOS6.2x以上)
	オペレーティングシステム圧縮ファイルを削除する

	CD-ROMにドライブレターを割り当てる
	SCSIハードディスクでPartitionMagicを使用する
	PqRPパーティション
	診断エラーを解決する
	パーティションテーブルエラーを解決する
	パーティションテーブルとウィルス
	サイズを変更したパーティションから起動できない

	PartitionInfoによる診断レポートの作成
	PARTINFO.EXEによる診断レポートの作成

	エラーメッセージと対処方法
	その他のエラー(3～38)
	#3 メモリ不足
	#8 DOSのリアルモードでメモリの割り当て/排除ができませんでした
	#27 ドライブをロックできません
	#29 ロックされたドライブはロックできません
	#34 このベータ版は使用できません

	ディスクアクセスエラー(40～56)
	#45 データにCRCエラーが起こりました
	#48 セクタが見つかりません
	#49 書き込み不良です
	#50 読み込み不良です

	その他のエラー
	#70 Windowsは削除されました
	#89 EZ-Driveはドライブ上に見つかりましたが、実行されていません
	#90 EZ-Driveはドライブ上に見つかりましたが、故障しています
	#91 Disk Managerはドライブ～上に見つかりましたが、実行されていません
	#98 Windows 2000をハイバーネーション状態にする
	#99 Windows Meをハイバーネーション状態にする

	パーティションテーブルエラー(100～199)
	#100 パーティションテーブルが不良です
	#104 パーティションにセクタがありません
	#105 パーティションが間違った境界線で始まっています
	#106 パーティションが1セクタ目から始まっていません
	#107 パーティションがディスク末端より後ろで始まっています
	#108 パーティションが最終シリンダで終わっていません
	#109 パーティションがディスク末端より後ろで終わっています
	#110 パーティションテーブルのセクタ数が一致しません
	#111 論理パーティションの先頭が拡張パーティションの領域外にあります
	#112 論理パーティションが拡張パーティションの領域外で終わっています
	#113 パーティションが重複しています
	#116 パーティションテーブルの先頭と開始値が一致していません
	#117 パーティションのドライブレターが確認できません
	#120 論理ドライブのチェーンに互換性がありません
	#121 ドライブの先頭セクタが読めません
	#122 現設定のまたは新規パーティション領域に、不良セクタが見つかりました。操作を安全に実行できませんので、変更処理は行なっていません
	#140 重複している複数のパーティションがみつかりました。それらのパーティションは、削除を取り消すことができません

	ネットワークエラー(200～299)
	#202 読み込み不良です
	#203 書き込み不良です
	#215 タイムアウトまたはその他のエラーにより接続が切断されました
	#217 タイムアウトにより接続を確立できませんでした
	#218 接続要求が拒否されました
	#220 LSL (Link Support Layer)ドライバとサポートしているNICドライバをロードできません
	#221 接続は、ハードを実行しているピアまたは接続解除の失敗によってリセットされました
	#223 NET.CFGにおいてLink Support Layer (LSL)ドライバのバッファが宣言されていません
	#224 NET.CFGでのLink Support Layer (LSL)ドライバのバッファサイズが小さすぎます
	#225 LSL (Link Support Layer)ドライバは、ETHERNET_IIフレームをサポートしていません

	診断エラー(500～599)
	#500 サブディレクトリが壊れています
	#501 相互リンクされたファイルが見つかりました
	#506 パーティションに十分な空き領域が無いため縮小できません
	#508 指定されたパーティションの変更処理はできません
	#509 カレントまたは新しい領域に不良セクタが見つかりました
	#510 このファイルシステムのバージョンには対応していません

	バッチエラー(600～633)
	#600 バッチファイルが見つかりません
	#601 バッチファイル書き込み中のエラー
	#602 バッチファイルが見つかりません
	#603 不明なバッチ操作
	#625 バッチ構造は変更されました

	ユーザーの操作エラー(950～999)
	#950 ディスクドライブが見つかりません
	#951 無効な値が入力されました
	#952 入力された値と現設定値が同じです。変更処理は実行していません
	#963 指定された操作は現在無効です
	#967 指定された値は有効範囲外です
	#968 無効なボリュームラベルが入力されたため、削除処理を実行しません
	#969 無効なボリュームラベルが入力されたため、処理を続行できません
	#970 不良セクタ診断の設定値が無効です
	#971 入力されたラベルが長すぎます
	#972 ラベルに無効な文字があります
	#973 ボリュームラベルの先頭に空白は使用できません
	#974 指定されたルートサイズは有効範囲外です
	#975 指定クラスタサイズは対象パーティションで使用できませんでした
	#976 現在の領域に指定されたファイルシステムは作成できません
	#977 選択されたパーティションは無効です
	#978 最終操作の後に適切なパーティションに戻れません。スクリプトが中断されました
	#986 パーティションの情報が取得できません
	#993 パーティションに開いているファイルが含まれています。オペレーティングシステムの診断ユーティリティを使用してください

	NTFS診断エラー(1500～1699)
	#1501 NTFSのバージョンが不正です
	#1503 NTFSクラスタサイズ不良です
	#1512 再起動レコードが一致していません
	#1513 ファイルレコード中の属性の位置が不正です
	#1516 パーティションが不正に終了しました
	#1527 更新のシーケンス番号が無効です
	#1529 ディレクトリエントリー情報が一致していません
	#1538 連続した領域がないため移動できません
	#1539 ファイルサイズが一致していません
	#1544 外部属性の中に外部属性リストがあります
	#1545 ファイル属性の順番が間違っています
	#1546 常駐または非常駐型以外の属性があります
	#1547 実行制限の不正です
	#1548 ファイルテーブルのエントリー数が16に達していません
	#1549 ファイルテーブルのエントリー数が40億を超えています
	#1604 ファイルの親にファイルがありません
	#1609 クラスタを損失しました
	#1630 属性ヘッダのサイズが無効です
	#1644 システムファイルシーケンス番号の不良です
	#1647 ルートディレクトリのインデックスにエラーがあります
	#1681 データが圧縮または分散されています
	#1687 オブジェクトインデックスがあります

	FAT診断エラー(2000～2099)
	#2001 FATのコピーを認識できません
	#2002 FATに無効なエントリーがあります
	#2003 ファイルサイズとファイルのFAT割り当てが一致しません
	#2005 いくつかのクラスタを損失しました
	#2012 パーティションに対してFATファイルシステムが大きすぎます
	#2013 FATジオメトリのコンポーネントが不良です
	#2024 OS/2の拡張属性ファイルが壊れています
	#2027 ルートディレクトリのエントリ数が多い為、FAT32パーティションをFAT16パーティションに変更できません...
	#4002 ボリューム定義テーブルにはNetWareボリュームシグネチャがありません

	BootMagicエラー(8000～8999)
	オペレーティングシステムエラー(10,000以降)


	付録 C: テクニカルサポート
	テクニカルサポートへ連絡する前に
	テクニカルサポートフォーム
	テクニカルサポートを受けるための条件
	テクニカルサポートの連絡先
	ファックス 03-3864-5230 (Pro版は03-3864-5244)
	Eメール support@netjapan.co.jp (Pro版はenterprise-support@netjapan.co.jp)
	郵便
	電話 03-3864-5290 (Pro版は03-3864-5266)

	旧バージョンのサポート期間について
	補足

	索引

